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序

この潤査報告書は、佐賀県教脊委貝会が水賀源開発公団の委託を

受けて、昭和56年度から実施している筑後/II下流用水事業に伴う埋

蔵文化財発掘調査の記録の一部で、平成3年度から平成8年度に発

掘調査を行った上蜂町 ・三田川町 ・佐釘市に所在する坊所三本松遣

跡 ・下中杖遺跡 ・田手二本松遺跡・薬師森遺跡に関するものです。

調査の結果、縄文時代晩期末から弥生時代初頭にかけての溝 ・遣

物包含府等や、弥生時代から中世にかけての住居跡 • 井戸跡 ・土坑

等の遺構が明らかになり、甕棺 ．椀 ・1Ill等の当時の雑らしぷりを

生々しく伝える多数の遺物が出土しました。

潤査の成果は本術に詳しいところですが、その内容が学術文化の

向上に寄与するとともに、県民の皆様が郷土の歴史と文化財を愛し、

守っていくための貧料として広く活用して頂ければ幸いに存じます。

最後になりましたが本報告帯の発刊にあたり、水沢源開発公団及び

地元の皆様をはじめとする関係各位から賜わった深い御理解と多大

な御協力に対し、心から匝く御礼申し上げます。

平成10年3月

佐買県教育委貝会

教育長 川久保善明



例 言

I. ,j,: 報告\(1は筑後Ill下流lllA<~Ji菜 1こ伴う !Ji前.;ll1tのうち、平成 3 年度から平成 8 年度に発掘

調査を行なった三焚ふ郡上峰町所在の坊所三本松逍跡、神埼揺三ru川町所在の1・中杖遺跨 ．

Ell手二本松遺跡、佐1Y市久保泉町所化の薬師森遺跡の胡査報告行である。

2. 兌掘瀾企は、水'Iii原1川兌公団のlliiitを受けて佐fl県教廿委U会が実誨した。

3. 発揖溝在にあたっては、上峰町 ・三田川町 ・佐i'lrliの各教＃委U会 .I: 地改良諜、 i~ぴに

地元の）i々 の協力を得た。

1. *芥の執咽と紺集は下記の分捐で行なった。

執喰 ：第Jf,'i及び第2沢下中杖・Ill手＝＊松・楽師森遺跡． 川は9麻理T・.~2~ 坊所三＊松

迅跡．小松譲．第31;'1(株）古環I.If研究所

編集 ：小松譲、6崎正子の協力を得てHI湖麻理子が行った。

5. 潤査記紺の整理と報作守作成作棠は佐双県文化財課及び文化財漑介研究沼科窒で行った．

遺構実測 ：江島芙恵．←f-・ 山n災佐子 ・上瀧光-{-. 三好文子 ・谷口加代子・J紐l芙憑子・招野
みつ代 ・B崎正子 ・小松譲 ・武谷和彦 ・ilJJlli告文 ・窃瀬哲郎 ・JII副麻理{・ ・（株）埋蔵文化財

サボートシステムく委北＞

遣物整理 ：lll111ハルミ ・中島必須三 ．陣内}JO代＋ ・森崎和子 ・II.iiユカズヨ ・Ill中美穂子 ・

汀逍i千BIi

遺物実測 ：i:C島災恵子 ・Jこilll光f-・山口災佐 ｛會 • 江湖IUFf- ・ 餞m啓子 ・ 村'll.fj(- ・ 大J~孝夫

Jllf,~J麻理ー（-

製図 ：江副ijJJ子 ・餞田啓・J・・村坦iU・

道1昇写兵搬影 ：閲瀬哲郎・ 小松譲 ・立石泰久 ・,r,m浩文 ・川湖麻理子 ・W)空中写真企両
,h科整理：百崎iE子 ・Ill久保純子

遺物写）t搬影 ：/II副麻理子 ・煤木優予・市Jlli;'/文

·1;:f~ 現像焼付 ：黙木優 (-

6. ~ 掘調査及び報告、り作成1こ際して下記のガ々から指＃ ・助,rをいただいた。
硲橋学・ 外山秀— • 藤尾ti!一郎 ・前田達男 ・中野 充• 安村俊史 • 宮崎泰史 ・ 穿ff~司 （敬

祢略）

7. 遺構は遺跡ごとに一述番サを付け、SH:酪穴住居跡.SB: 掘立柱建物跡.SE: J~ 戸．

SD: 溝 SK:土坑.s J : 甕棺硲.s p: 土墟袋.p: 柱穴 .,Jヽ,;;,S X : その他 ・
1渭J迅構の略号を）りいて傑記した。

8. 瀾定地の表ぷ（こ）IIいた寸法は會 iii昇がm、遣物がmを必本とする。

9. 方位は坊所三本松逍跡は座揉北で他は磁北である。

10. ,i,:.~~ 使川の地形図は1りJ:地理院発行に屈づくものである。
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第1章調査の概要



調査の概要

1. 調査の経過

筑後HI下流Ill水 •Jl業 （佐代東部祁水路・大詫tnl幹線水路）に伴う埋蔵文化財潤査は、昭和56

年度から始まり、関係市町けは佐釘市、佐只郡諸宜町、神埼郡神／奇町 ・：：：：1lJ川町 ・千代田町、

三養基郡北茂安町・ I:峰町の Iiii 6町に及んでいる。

このうち発揺潟究を行なった地区については、整理作業が進み次筍順次報告l'fを刊行してき

ており、これまでに41冊を作成した。今囮は511廿Uにあたり ．平成3年JJ!:、平成8年度までに

発掘調査を行った地区について報告を行う。

今foilの報告を行うのは平成 3年度調査上録町坊ijj三本松遺跡、平成 4 年度 • 平成 7 年J約謁査

三田川町下ヽI•#:磁跡、 平成 5 年度 • 平成 6年度調介三lfl川町m手二本松遺跡、平成 8 年度溝究

佐flili必師森迅跡の4;n路に関するものである。
平成3年度は.I・.峰町)Jjifr;:c本松遺跡 (760nf)で梵揺調究を行い、佐Tlili久保呆地区、 :::.Ill川

町中部地区で確認調介を行った。

平成4年度は三田川町下Q・！杖遺除 (980niりで発掘，鴻代を行い、北戊安町千梨地IRで確認瀾介

を行った。

平成5年度は3.LUJII町Ill手二本松遺跡 (132m')で伐掘潟査を行い、佐釦Ii久保泉南祁地区で

確認調代を行った。

平成6年度はり1絞さ三田川町Ltl手：：本松遺粉 (262m')で発拙潤査を行い、 I: 昨町・北9友安

町 ・m;r町で確認調究を行った。
ギ成7年度は、 三田川町下中杖遺跡 (<113m')で、発掘潟充を行い、」：峠町 ・北伐安町 ・f.ll窮

町で確認潟査を行った。

弔成8年度は、佐釘市薬師森遺跡 (358m')で発掘潟査を行い、佐代市で確認，謁査を行った。

筑後HI下流m水事業における発掘潟査は平成8年度で終了し、平成9年度は甜岩，'1'作成年度
である。

2. 調査組織

調査主体

佐代県教'ff委且会

（発堀，鴻1f.:平成3年度_,,!成8年J!r)

総括

災 iii行 佐竹県教甘長（平成3年度ヽ平成5年度）

林田頂人

川久保存明

• 
" 

（平成6年度～平成7年度）

（平成8年度～）

- 1-



事務局

島 艮硲島忠平 文化財謀長 （平成3年J虻～平成8年9皮）

'"牟Illft治 文化財課長補佐 （平成3年度一平成7年度）
西村貞幸 ,., （平成2年度～ギ成4年度）

瀬戸 ljlJ廣 ,, （平成5年度～平成7年1父）

深町 naJ • （平成8年度-)

[U平徳栄 ヽ （平成7年度～）

庶務会計 ＊松 Cfll久 文化課 庶務係長 （平成3年度～平成6年度）

岩瀬戊生 ,, 々 （平成7年度-)

積 ff祈子 々 主在 （平成3年度～平成6年度）

占限きよみ ，， ,, （平成7年度）

,:. 窪道代 ’‘ -i!'.Jt （平成8年度～）

小林立洋 ,, ,, （平成3~4年度）

鶯崎義彦 ， 主充 ('I紐t5年度～ギ成7年皮）
池田 ,-{-v. • l'.JJI （平成3年度～平成8年度）

松瀬 弘 ,, ,, （平成2~4年度）

久保信行 • （平成8年度～）

調査員

調査i:fJ: 高瀬哲郎 文化財諜溝究係艮 （平成2年度～平成5年度）

尺本 j:乍 一 • • （平成6年度）

束中）II忠美 ,, ＂丑位 i員u岳（ギ成7年度）
森 RA孝志 ，， • （平成8年度ー）

瀾査 u,J、松 譲 文化財謀調究係指諄主•Ji （平成3年J!t)

JII届LJ麻l'I¥←f ❖ ク 文化財保渡·j;)]~ (平成 4 年度ー）

市 )I)浩文 • • ,, （平成5年度）

百的 iE子 • ,, 嘱託 （平成3年度～ギ成6年l虻｝

（骰告杏作成 ：平成9年度）

総括 川久保祁明 佐釘県教介艮

事務局

局 長佛坂勝男 文化財課艮

次 艮深町品司 文化財謀艮補佐

III・J<徳栄 • 
k低駁 二 々
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庶務会，）I・ •;~ 瀬，・父，[,. 文化謀庶務係艮

久保u行 文化，i繋ii企

占 H俊也 文化諜主')I

貨窪辺 lt 文化諜I:•J~ 

調査員

潟1trn 森 IIJ.Jf; 志 文化財課,}.'l1f.班企plrj溝繁Hi

潟 1tll HI副麻l'l'.f 文化財課文化財保．屡 J:•J(

(j的 11:f・ 文化財諜嘱、tt

調査協力

水'li源,~, ~砂公HI筑後IllflはJII水建設祈・建，ば竹佐Ti河JI)総合IJ;J兌エ1kJ/務1/i

佐m,しr琳部 l糾町・ 7.ILIJII町・佐竹市各教ff委1l会， l:地改良諜地元各r.r.
3. 発掘調査の概要

坊，i戸 本松沿跡 ［略り・ :BJ S] 

,11 (1: 地 佐釘県て投）紺N 峠町大字坊1/i'f'_:本松

.~1f. lUJ 1111・J'-成3年10)141.1-ll月20U

•関 1c!Iii積 760m'

迅跡の内脊縄文時代～古l{t時代竪穴式1-1:h~·紛・提叫1建物跡 ・吏棺袋 .I: 坑他

ド小杖iu跡 ［略サ ：SNT] 

所 (f.地佐f/M~I•埼郡 ：:m川町大字・J:r+I・k'因立ff
潟 1f.JUJ 1/IJ・J'-J£4年6IJ J II -I OJI 2 3 I], ・J'成が1,9)14U~IOJI 6 U 

潟1f.川im 980m'. 413m 
逍淋の内容 如I'.時代・古代～ 1ヽ'111; ill·J~, 1・上坑等

Ill手一本松跡沼跳 ［略り ：TDM] 

所 (1:地佐Tl県神埼郡二IIIJII町K字Illf.'i:'. 本松

，料 1r.J~l Jfll ・J'成6年2月2511-3Jl411.平成6年5JI 9 I―I、5月3I 11 

瀾1F.1lii Ill 132m・, 262m・ 

辺跡の内容 縄文時代晩｝りJ,li-弥IJ:.時代初頭 iil物包含J...'1・ 畦畔？等

必師森迅跡 ［賂サ： YMR) 

Jりi(E 地 l.\'fi~Mtfi•li久保泉町·k字沿師丸‘柁足師森

曲介期Ill! 'I減 8年12/11611-,,, 成9年2Jl2tl「I

.~1f. 1!ii Ii'/ 358m' 

.il'I跡の内容純文晩掛J,1<-弥tJ:.時代初頭 i,Y/・遺物包含l,>j
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筑後Illド流m水：μ沼に係る雌祓文化財発掘，jlj査地区・詑
遣跡名 所 {1' 地 時 期 潟介年疫 嬰ぶ~r
野"田,.遺跡

佐mlし神埼郡 弥生時代 1981 
1985.3 

~It罪f}:.'祖：竹 ～鎌介時代 1982 

.... 川守,,,古し,原..遺跡
佐代しじ神埼郡

弥ヽ,,_時代後期 1982 同I:1'41)奇町大・;:竹

9"も,t:i,"l:.'l~ 消．沿跡
佐代駁神1紆郡 弥生時代 1982 

l••LI: 
神埼町k.';:J位鯰 ｀屯町時代 I知

r" J,,T,、9iil跳 イHrnしれ~l~Hli 全町時代
1987 1989.3 

神）が町>:.·,:~貨武字灰を iJ: 戸時代

藷紺咋i{iふ迅跡
イ!l1"i↓'.H車t&illli

屯lllf時代 1蛤7 I•~I·. 
神埼町k'i猜武字I'り本！！．＼木

蒻油逍跡1-31£
佐代見神l{,j郡 弥,,,時代

I睾 full:. 
神埼町）~-,,煎;:馬郡 ～ヽ,,世

杉＇ゞ甜.. 遺跡
wrm~~1奇m, 弥,,,_時代

I幽 詞t・.
_:111111火字111予字杉龍 ・ニ令1多 ～ ヽl•fU:

,j、仇≫笛沿跡
佐，('{県佐rl 郡，ir.·~1町 占l(t時代

1~'7 阿I・.
k'i:111頷判浪分こ材吠’符 ・村jl'l本谷 、中Ill:

,料w すヽ．沿跡 佐fiM,り刊i久俣泉町 i1;J.tf時代後期
I幽 1991.3 

).:.•i:T.ffl泉•i:,1-:村・本松・ .,1,:松・永/¥l 鞍州溝阿-ilJIHt

'，'i野~ ヶ...'.ll, 迅跡 佐鉗し',¥神埼郡

神埼町）＜字鶴 ．）匹：よ波1せ
輝汀1j'i裕地l.(V区 ..:.lllllllllf k.'r:lllf 

弥生時代 I幽 19943 

（馬郡母跡lズ） 求{f嵌H人←●r:-t-t.: 

h野ヶ'll.遺跡 佐m閥I•埼郡

占ffヶ1lli:悛地区町入
神埼If大字鉛 .J:. 字ぷ波1せ

弥生時代 1986 lnJ I・. 
-:IIJIII町大字Ill手

（，片野ヶ11Ur.陸il'l跨）
束If扱H人:・;:r, 上

"J.:.'" ITI,本,._、f.「迅跡 佐竹黙神埼郡 弥tj,_時代
I函 luJ上

祁;,(I「K字）ぐ咲,;.:太Ill -, りn11.m

O糾•.のli"lf•'西j直跡
!Hil'.\~l•t奇m;

近!It I細 In! t. 
rftDI町人字炭原•j:t;,j;:松

粉~'~雑':j暉
佐TIM:NJ紺閥 弥11,11.~ィt

1991 
I幽 3

I・. 峠町J.:.'f'.J)頂百：三本松 奈fl時代 ( ~,'l') 

'r'"'i・ •ヽ 杖沿淋
f£WMW&ll昴 弥生時代 199'Z 

Frll-. --:m川町人字立lll・kt"ヽl.野 ・1咳安時代 1995 

riげ・.菜松滋跨
佐Tiり，し利11釘郡 純文時代晩JりIA< 1993 ,,,J t 
二Ill川町人字Ulf''r:·.~, 松 弥'"-時代ヤ,Jlifi I釦

槃疇師森,,遺跡
9灼rrn~w.ri ,1 .- 縄文時代1挽IUJ,I,

19! 沿 阿I:
久保泉Plfk'i薬師丸'i'楽閾i森 弥,1,時代1/)頭

ー ,1-



4 地理的環境

今阿恨告の対象となっている4遺跡は、丘陵緑辺部及び水Ill部に所在し．棉硲約3.8-8.2mの

間に立地する辺跡である。Ii陵緑辺部に所在する辺跡は、り11li三本松遺跡 (Jこ9紅町 ：平成3年度

，具介）、 ド,,,杖遺跡（二m111mr:平成4年 ・平成7年l虻渇査）である。水Ill部に所存する沿跡は、

Ell手＝＊松滋跡 に I'll川町： ・ド成5年・ギ成7年疫）．薬師森j伐粉 (1/d'i市： .,,. 成8年度）である。

また、遺跡は使1Ll:、城原HIを樟として以東、以西に区分している。

城原HI以東は、 ・1r振u,緯から延びるFl遠原高地の南DI!阜ぷ辺部にり'iiり社辺‘•松遺跡、中杖if:;地に

ドヽ,,杖遺跡、 ，＇清ヶ '~.丘陵東部、 UJ手川東がの微祁地I・.にIll手て本松遺跡がそれぞれ位nして
いる。遺跡の周辺には、 1H和IIのはか城即II• Jt-柳川 ・りJ辿JIIなどの大小の河川が什在する。

次いで城Jf.(JII以1!!iの薬師森逍跡であるが、ここは周辺でもも っとも低い｛姐社にあたり巨瀬川の

氾濫源であると考えられる。辺跡の固辺には巨瀬JIIのほか焼m(JIIなどのほか縦横にクリークが

走る。このクリークは佐灯平野の特徴であり、東は三根l[fから世は白石平野の有IYJ海沿;;::部一

帝に存在している。しかしながら．近年の農菜it盤整偏市菜に伴い只菜用水路の整1佑が行われ、

次第に姿を変えつつある。 筑後川ド流用水•ff菜 （佐灯東祁祁水路 ・ 大詫Iり］怜線水路） に伴う潟

査は、昭和引年度から平成がt度までの18年間に16遺跡17地点について行った。この,,i発は、店

菜JII水の確保をこじたるLI的とした,,i業であったため、栖1.ri10m以 Fの地点を、潟代することが多

かった。 これまでに~1f.を行った逍跡の栢店は約2m-16mで、その,i・,でも舷も低い位位にi地

するのは,ir.·,:r町所在の小杭村•I•遺跡で悦岱2.1,n(昭和61年1紀漏1.f.)、最も心jい位就に立地するの

は神埼町祈“の古ffヶ里丘陵地区3区で栢糾16.S.n(昭和61年J虻ぶ1f.)である。

参考文猷

徳1:¥"UlJ久 1995「f国 11,系111麗洪Iii台地及びその周辺における弥't-,';1(1時代iioJ期集格の立地と動l匂

(II (佐代J!.ffの集//ill )」佐rt~山？

徳i:rn11久 1995「II遠）以段丘郡及びその周辺における弥生～古lit騎代前期集浴のヽ1地と動,;,]

（佐fl・r-野の集{f,3)J!!i.Tiど古ml」!Ii.flIJ古3

神）が町史紺さんなn会 19/l 神）奇町史

':llllll町史編さん委n会 1980 _:_m川町火

佐竹臥教ff委n会 1切6 佐t{縣史蹟名勝天然．記念物潟介報作
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報告杓抄録

ふりがな :? うしiW?ん！ついゼき・し,kt・つ.t'•''!き•/;で1:1!んiついぜき・ぐ〈 L もりし•'tさ

瀾，'t名 坊wi-'*松遺跡 ・ド巾杖遺跡 ・Ill手 ：本松沼粉 ・汲師Uil'i跨

,If名 筑後川Fir,(/fJ 1)<'Ji哀に係る文化財,l,'l1i報1氾｝

な次 5 

シリーズ名 佐m~文化財潟介骰{'.;•\'f

シリーズ番サ ~\ I 3 6集

編吝行名 JIii請麻月l(・ 

編集~,,関 佐TH'.~教1f委u会
所(1:地 〶840-8570佐fi,li城内 1 「 l」 1 番 5 9 サ TEL (0 9 5 2) 2 5 -7 2 3 2 

兌fr年JJII 西暦I9 9 8年3Jl31rl

ふりがな ふりがな コード 潟介且ii~
北緯 東経 潟1tJUJJIII ,Jll1r. 原I!:!

所収沿跡名 1lr{t地 ,ti町村湿跡番サ m 

坊"Iりに"本'人松1 ,：町,註.人:!.f'.J~)jfjffrri' 413453; 20'22 :l3'1£'45' 暉窃13"19911001 筑後JJl"f"i点Ill

6070 5241 ヽ19911120
760 
水・11沼

'朽,,,.l•.lt .油J;・.r., ~• ~,·.:" t~H--III•1J,·(IA』訂m • 3232; : 2019.4001 33' 18"~ 1~'24' 19'3碑 iヽ102
1393 
筑後IIIHl/11

41 
199細 Iヽ100.5001 3123 41"0932 水'II沼

.謝..請,遠.曹11,.,11.1、'1 ， 33'18'59" Jl)'?J'ぜ 速雌恋、0301 筑後llrF泣JII
Ill >f; ご•．H本I松

>;・r.H1'Hc.u:-t-, む4 13232: 2025 1351 9510 碑ヽ磁l39'1 t•J(繋

紐H．'. ，A軌．,畏．., .糾傾，、會.. 糾森IJ .. 
， 

l1°Ji'3i" 1割19・00・ 19961216 筑後Ill卜汲Ill薬,.師',森. ,11.!01s: ． 211s 
9336 0623 -1997四

358 ,j('fl烹

Jりr~l(;nv~:名 種別 E~ltft tな造構 1: な辺物 特記・Jl1Ji

坊9祈二本松 集俗 縄文 Pie I OJI; 列状の陥穴群
.竪..火...(U..,'}..格..........J..2J.../; ......................... ＇．~． ．．ー・~・・-・・・・・・・

弥,,, 弥'1,1:器、li:if、 弥'l, 'i •期から後

-1: 坑 2 0 J占rtm石他） l町））如の集浴、

円形J,¥I溝 I)よ 巾191後T・に集f,'

売棺硲 1絡 は}t退。
・ヽ...．．．．．傘●● ー●● ● ● ● 一●● ー・●雫雫雫雫雫 雫.-...... ● ● ...... 疇.......-・・・・・・・・---・・-・ 
奈良 竪穴{P./;i;-~が 6)t. 須忠器、I'. 師器、砥ti 格のJ和廃寺近く

Jb!•W'佳物跡 I焙 の集枯。............. ...... ．．＇．．雫● ........... 疇......・.......場＇ー・-・・----・・● ● -----------・-・・・・・・・・・・・・-・ 
F•l•l'.t 集祐・弥生｀ Jt-ii、上坑鼻湛、 l'I形11,I沼 ら),LE」;i;;、tJi!M.?.,I、

中IB. 掘,m建物格 t: r.i~ 器.K7t」：器

翰入囚磁岱..... 疇'....... ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・---------------Ill手-:,t,:松 位含~1 縄文 溝状沿構 深鉢、浅体、屯、｛氾； 溝状逍構fill:■'
晩IUJ のuJ能性あり。．．．．疇........

函含N穐没 ・-・--・---・・・------・-・--・・ 深．．．鉢．．、．．浅．．．体．．、．．;,．,．i．.．．n．．哨．．．、
............... ● 

楽師森 沿状沼1昇

晩）UJ ィi鏃、片）J什斧
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第2章遺跡各説

坊所 三 本松 遺 跡

所在地 ：佐賀県三挫基郡上峰II「［大字坊所



坊所三本松沿跡

I 遺跡の概要

1 地理的環境と歴史的環境

(1)地理的環境

11/はが91海．北はfr.l!illl系に11!まれた佐rじI;野はIii北に細!l:くのぴる段丘rfliとがJI海を臨む
平JO.低地からなる。 坊,Jr ..:4'松遺跡はその!'d'i •i1'1'i·の東祁地成にあた l) I Wf.111 とり~ji.!iJIIに扶ま

れた悦，岱8、9mのII述原段Ir.のtlii¥':1:iiに位骰する。ff扱UI系からlliJilこのびるこれらの段11:

には多くの追跡が立地する。 これら段6：の形成過程についてはその情成~'1 について fill · jlりIU

(1991 ) に詳しく比述されておりここでは大!Ill~り以前に形成された段丘をまとめて地名をIllいた

辿祢名として使う。本逍跡のヽI.地するII逹原段丘は/J,:f(平野東部地域ではHも広い段fi:llliで、

[II和IIを扶んで,,り）iには城)~(Jllの!Mlにぷ波射段丘が細!~くのびる。n;登原段丘の東）iに流れる
切通JIIを挟んで、寒水JIIとの1111に ：塚u,段Ji:がある。
佐fi平野の平Jll低地は襟，iが4-Smで古L全く起伏の比られない1頃！地にみえるがこの小1こ

も微祁地があり 、 迅跡はこの徴ぶ地を利Ill して形成されている。 このfli.t'int•l'Jlljl l;地の弥'"-

＇ヽ渭t時代虹落の立地と動1i,Jについては徳窃 (1991)が溢じている．

{2週史的環境

l[l /i器時代の迅跡は本格的漏ff.例は少なく、八藤迅跡 (I・.峠町） ・ 船塚;n跡 （神l~Jf) ・Ill 

,li!'i逍跡 !•I•似町）で奴石 .a;;~,iが確，認されている。 特に八藤遺跡では集石のほかa含/i'!<I•

から:!.¥t/W製の細石核鼻．約がりII: している。また、阿蘇4火砕流 (AS0-4)によって悧され

た巨大な樹木 （太，h木）が悦見されており人」濯t物はlllI: していないものの炭化物の分析結果

8ガ年前の火砕流堆梢物であることが1111,1している。船塚遺跡ではサヌカイト製ナイフ形{i器

をl:f,t,:とした2.000.れを越える石器が11¥l:しているし、IIJ,1it'i遺跡ではナイフlfi石器が出J.:して

いる。

縄文IIS代の道跡はlllii器時代に比ぺ111旗部を中心に増加の傾向にある。迅物包含,'Iの滋介が
多いがタケ11!.i:/lfが（東介扱村） ・ 船杖逍跡ではU:l,•i跡や岱地の潟介が行われている。 戦場ケ谷遺

跡（東(f振村） は北部九州における縄文時代早期の~;復遺跡として学史的に沢名であるが近年

の潟在でも包含i.,i,1,から 'i'-1!11ヽ前期にかけての集,(jや~jl/f/校： I・. 器も多数111I: している。船塚遺

跡からば前期の上坑及ぴ晩期の竪穴式化居跡をタケ見泣跡では後期の竪火住屈・跡及び挽ケ鯰式

」：器・北久根1l1,tt器の良好・な沢科がIllJ: している。

弥'"・時代になると逍即よ更にll'llnJしfr.陵部 ・ •I•位段丘1:--1~ 野部 ・複合l.14状地の広範IIりにわ

たってみられるようになる 代J雑的な逍跡として占野ケ里辺跡 (!>ill罪f・c.'UIJII町 ・東行扱村）

松船i'l淋 ・1'!i石動迅跡 （東介似村），船什rli迅跡 （」；峠町）．検見谷沿跡 （北茂安町）守があげ

られる。i(野がll辺跡は前JUI-後期の人:111.mな閲泌をもっ瓜硲であり、物見櫓てが複雑な構造を
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" ． .--~ 
1 . ~'グ”
1訪所三ホ松遺跡
2下中は遺跡
3. 田手二本松遺跡
4 ,I召のi紐寺踪
5. 壌山前方後円旧
6. 稲窃壌閥方後円JI!
7古 !,ll'i'Jl扇古,n
8島の隅遺跡
9滋ノ尾遺訪
,o. 松原遺跡

Fig.I J.',J辺迅跡分，1i l~I (S=Iば畑）

ー12-

21山古賀ill切
22タヶ里遺跡
23. 西前田遺訪
24. 三汲凍田遺跡
25伊勢塚
26. 志波皮六本松遺跡
27船ぷ遺跡
28. 戟ヶ谷遺訪
29. 辛上廣寺跡
30. 吉野ヶ四踏
31. 田手一木温木遺跡



伴う Ill 入n施設~ii も検出されており、後期の環涵は1勺邪を多頂1:l!llんでいる。 この地賊の「ク

二」の拠点的集沿である。松原遺跡は古野ケ里遺跡の束請に位rnしf,i]じく多iT(Jll淡を持つ集俗
遺跡であることから吉野ケ里遺跡との関連が考えられる。船石南遺跡はm濠を持たない大規悦
な集俗遺跡であり 、吉野ケ里遺跡と対比できる・般集俗である。而石動迅筋は売m必を主体と
した遺跡で中同鋭等のh祖岱を副葬している。近隣には石棺硲を主体とした石動四本松遺跡が

ありここからも鋭が：II土している。これらの秘地群の中には湖拌品をまったく持たない硲地も

ありその有黒により布}J者と一般廣の陪府をみることができる。その他児納遺跡としては検見

谷逍跡 （北戊安町）があげられる。J:坑中から中広形銅矛124:が出上しているがすぺてに絵杉

状のliJfぎMIJけがみられ廿鉗器祭祀を研究するうえで項炭である。

占）n時代は船ii遺跡 （神埼町）・タケ里遠跡 （東脊楳村）序の集落の他、西本杉古J(t(東
f濯村） ・rl逹li7,古Ill群 （三IU川町・ 1ヽ．峠町） ・ 伊勢塚 （神埼町） 等の大~)ft岱や III麗部には

群集1(1がみられるようになる。,,り-,t,;杉古項は帆立貝式前方後['liftで、 4世紀の初現的な占Jf!

とおえられておりII:内・犬七器がIll上している。日逹／如［古in群は初代米多同造都紀女)}II女［の1tt
店といわれているJ.:のぴゅう塚を含め1i1/)j'後円lJ't7必及び円!ft5基が{f-{J'していたが戦時"'の

飛行場迅1;(・のため多くが壊され現在は1基が残るのみである。伊勢塚は前方後['liftであったが

現在は県道島栖ーIll久保線により分浙されている。また、山麓部には多くの群集れが見られる。

占代・中世は下q.,杖遣跳 ・ 島の隈遺跡 • m手一本県木遺跡 (..:. IJJ JII町）古野ケ児追跡等のほ

か搭ノ塚廃寺 （三LIIJII町） ・ 平 1-.1~寺 （東行振け）といった寺院もみられる。吉野ケ坦逍蹂で

はWI討跡と名えられる建物跡や・()の隈遺跡の切通しから,,,,ぴる側沿をも った1切辺が維認されて

いる。また、 .Clのl哀泣跡 ・111-Y.一本黒木遺跡は 「神1奇荘」に比定されており貿易凶磁器が）UJ 

にりばしている。

r•I• 杖沼跡では古代から中111:1こかけての集沿が検出されており．それに伴い多くの貿易凶磁

器が出土している。 また、山魂邪には綾部城 ( rl•I以町） ・崇福寺城 ・横武城（神1奇町）といっ

た山城や姉川城 （神埼町） ・ii{島城 （千代Ill町）といった平野部にあり多頂の水路にI/JIまれた

平城;•)が見られる。

2. 遺跡の概雙

坊祈三本松辺跡は楼ね,9mの~,逹原段斤．の南端に位骰し1恨ドには平坦低地を臨む。その比必

差は約Smである。這跡の立地する段斤．南端部は舌状にlfj方に突出しその束11_lj1A]側には谷地形

が入る。段丘負i上には比高差 Im未泌の微甜地があるがこの微高地はf'igJ 11)8mll)割沿線で

あり径約80m、面積にして約7000m'の広がりをもつ。戯査区はこの徴窃地の北閥緑辺であり、

集裕は，料牡f,(O)j~J側に広がっていることが予想されることから、遺跡の中心はこの微硲地一罰

と考えてよいであろう。

-13-
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坊祈そ本松沼跳は縄文時代、弥生時代、 ,1;Jft時代後期～飛.'.'.)I刷t、4そ良時代の集伶跡である。
純文時代の t.坑は10必検出した。1111:ir!物はないものの、

坊inc:本松辺路(.Z佑!ill(S=l/, 邸 ）

l:JJi: の埋 I・.、形態配iY(などからこ

れらの I:折：群は陥し穴とj(誼した。

弥'~.時代叩りI-後期初頭の集格では喉穴(J:届跡12軒、 t坑約20)ふ l'-1形周溝J屈はかを検11',

した。集落は4-5時期の変遷が衿えられる。その変造はII¥J: I: 器とil'l~の検村によるもので

ある。須玖式を4期に分けると 1期に形成された集俗はOJIこ途絶えるかあるいは・ft退し、後

期切頭に1収ぴ集裕が形成されるという特徴をもつ。 l)t/JはSH03、04のl'l形仕,.,:-rがでSH

0 3 は巾央炉粉のI•しi端に ．．つの小穴があり ll':~がJJ.利の系点をひくものであろう。他にSKSO、

26.SJ4Iなども‘り時間である。2期のft屈跡としてSHl3、46がありSXI 8111形

周溝も •'ill罪JUIであろう 。 3 期には S H O I 、 0 6、08などの）i形、 J乏方形、,j,整形の緊穴l~

l団がつくられる。 9紅1·1'-野の·•,,r女時期の[1:1、,;•は SHOSのような,j,f.!形が多い.,1期は前述のと

おり択格はit退し、後期に入りSHOS、0 7. SK I 7、2 I. 2 2などが形成される 坊

,1r二本松遣淋の弥'"艇然の変il:iは砥1:1(199-1)が述ぺるようにIf.Ti・f'・りlf'l'Jll渠俗の動I•りと軌を

・にするように,,,,り1後'I'-にit.illするという現象がみれ典味深い。

占1(1時代後IUI-飛Jl時代の逍構はSK20、3 1のはかSHl 5もり時期の1liP'/l.であろう。

奈良時代には集沿形成の泊動が•段と沿梵になり磁付さのfl'I,,;-がつくられる。 SHOl 、 I 0、

I I、
ー 2 ヽ
I 4、I 6のほかS809も佑良時代の叫昇である ,~ いのり）り合いがSHIO

とIIの2軒で集俗のイi続時期は短いと推；ピする

- 1,1-
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n. 遺構
本，`謁介にて検II¥したtな逍構として縄文時代の陥し穴と思われる上坑10基と弥生時代中Jg)-

後期初13[の翌穴(E居跡12軒、 I: 坑20J占、円形);,;Ji昇IJふ溝状迅1昇1条、央棺浴IJI'; と古ttt時代
後間の竪穴RN屈跡l軒、飛.(1時代のi:坑J}t;、奈良時代の竪穴(-El、,t跡6軒、 ！糾屯牝佳物跡l棟、

土坑3)如がある。

純文時代のI:坑は1111:逍物もなくその時期決定はJIJLI:および迅構の形態、造構の配,rtによる。
弥生時代と令良時代の母情雌I:のfJJ確な迩いはなかった。以下時代、遺／怜椎別ごとにilc述する。

1. 縄文時代の遺構

(1)土坑 (Fig.II)

土坑の埋上および形態などから縄文時代の遣溝と推定した」：坑が10基ある。これらの I:坑か

ら縄文土器などの迅物は全 <Ill土しておらず、その時期を推定した根拠は前述のとおり ~ll」：お

よびその形態からである。これらのI:.坑群はいずれも長袖Im前後の1嘩悶丸lUJ形、 lnl'l形

でSK2 3、SK 4 9は）j（底にt粒0-:lOcmの,,ヽ・大があるが、このVJ;はFig.41こ掲載する。これ

らの土坑の埋LI:.はすべて共通して茶褐色：I: I削で検出i!iiでもIJ]館1こ狸土と地山の区別ができず、

不IJJ瞭ではあるが逍構があることがわかった。はとんどの土坑は艮翰を南北方向にfi,Jける。ま

た，閾査区内の上坑の分布は東1"1/J向にサ1)1ふi~ぶ。これら l:t,tの忙骰やSK23、SK49の

ように坑底に小穴があることなどからこれらの土坑群は陥し穴と推定した。

これらの土坑についてはTab疇1にその規校などをボす。

L
9
0
m
 

L= 9.~, 

L • 9.0,o 

SK23J: 坑 SK49I: 坑
0 ln1 

Fig.4 SK23・49土坑 (S=l/40)
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迅情番号 平ilii形態

SK23 隅丸艮方形

SK 2 ,1 艮格111形

SK 4 9 不整~
SK51 ,i; 整形

SK52 方形

SK53 艮方形

SK54 楕円形

SKSS 閉九長方形

SK56 惰f'I形

SK57 長ガ形

2. 弥生時代の遺構

(1)竪穴住居跡

規悦 （中央長、 m)
情 考

長撼 短軸 深さ

1.23 0.77 0.54 坑底に径0.3mの小穴あり。

1.16 0.66 0.18 
0.91 0.75 0.31 坑底に径0.25mの小穴あり、

0.85 0.68 0.45 

0.9 0.8 0.5 
1.42 OA4 0.29 

1.09 0.68 0.09 

l.15 0.7 0.53 
1.25 0.75 0.33 

0.97 0.62 0.37 

Tab.I 縄文i坪代土坑一区表

弥生時代の竪穴住店跡は12軒検Illした。その時期は中期から後期初頭にあたる。堅穴住居跡

は潟査Iiのほぼ中央部に9箪f、菓1111に3軒分布する。漏査区の市傾が遺構密段も屈く、集裕は

さらに潤査区南開にかけて広がっていると思われる。{ti呂跡の平面形態は 1、円形 (SHO 3、

SH O•I ) 2、力形 (SHO I、SH05、SHI 3) 3、艮方形 (SH06.SH07) 4. 

不整形 (SHll8,SH44、SH46.SH48)がある。以F、個別の仕k浄ドについて記

す。

SHOl竪穴住居跡 (Fig.SJ

弥生時代の竪穴住居跡としては潟介区内では最も西側に位『iする。由＆跡のI柘辺はSK19

土JJtと切り合う。西辺は縄文時代の土坑SK49を切り、古項時代後期のt坑SK20から切

られる。平面形は方形で規校は南北方向中央長で4.15m、東西方向中央長で4.13mを測る。柱穴

は住居跡中央にHI北に並ぷ3穴と思われる。3つとも径40cm前後でpl.p 2は,i面からの深

さは40-SOcmである。墜面は緩やかに立ち」こがり、遺什窃は10-20cmである。遺物はIA<面から

数cm浮いた状態で出tしており、いずれも小片であり住居廃絶後の雌没に伴う迅物である。

SH03竪穴住居跡 (Fig.6)

甜介区の北側に位骰する。SH03の世側約2mにはSH06、SH07がある。本IE居跡

の北蘭!11SK 2 2・I: 坑から切られる。平面形は円形で規模は径約5.6mを測る。本溝査において

平面円形の住居筋は本住居跡と SH04の2軒である。咽面は垂直気味に立ら上がり、遺存邸

は10-!Sanである。仕届跡fが代に沿って幅!0-20cm、深さ5cm前後の因煎溝がめぐるが全閥し

ない。このSH03を特徴づけるもの1こ床面中央の-,-.抗がある。これは平面格1-'-I形で長軸Im、

短袖60cmで、深さ約30cmを測る。短軸酎側に柱穴をもつ。 I:坑埋 1-.は褐色 I:で炭化物を枇入す

- 18-
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Fig.5 SHOJ竪穴｛訟跡 (S=l/00)

る。炉であり松i判＇じ型11'I沿加の系謂をひくものであろう。炉の北方に並ぷ1渭）し長/j形の,-.坑1よ

住居跡より古い上坑で挫」：、黄褐色でこの土坑を切ってSH03の柱火を検出した。SH03

の仕穴は中央の炉を1柑むように6つ記される。それぞれ柱穴の深さは1汝m-51cmと一定しない。

lt1,,;-rが東西）JlnJのA-A'断面の中央の小グくはやや位就がずれるものの深さ66cmを測り、 H穴

にはふさわしい。出土遣物のうち-1:器は小Jヤのみで、石位rが/llllriおからり＼土している．
SH O 4竪穴住居跡 (Fog.7)

潟査区の市11111こ位似し、 {l),i;跡の市洒部をSHOSからりJられる。また、 illj)ji.Smには,t,:ft

居跡よりやや新時期のSM08がつくられる。平面l'I形で規校は径約5.7mを測る。壁i1iiは垂直

気味に立ち Kがり遺存店は約15cmである。U:屈跡,~1の小穴 p Iから完形の支脚3個が立った状

態でIll土しており、あたかも.fi:ttl的に埋めたものと息われる。pIは長径12cm、対径32an、深

さ46cmの平面llif'I形の小火である。柱,'-:1こついては図中スクリーントーンで示す。i母査中、柱

穴と名えたはP2-4、P6で深さは15-31cmを測る。PSは然埋作業において他の柱穴との

虻列などからn穴と判断したが深さは10cmと位も浅く、 'JLlfiil各も小さい。SHO 3に

-19-
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μられるようなIぷI刷 I火のかはもたないし、U火孜も楳なる,~ll 1:1よ茶褐色I:でi'I色砂粒枇人

SHOS竪穴住居跡 (Fig.7)

SI-10 、1 を切りさらに奈良時代の S809掘立仕建物跡から本ftl;,J跡の,,~-閥をりJ られる。 西

Ii ImにはSl-108が位iむする''I潅j)j形で規恨は1り北11.2m、求叫I.Jmを測る.li(lfllは1杞,'(気

味に；r.ちLがIJ,遺イ位団は11Q~5(l<;mである 北壁側9未I面に船約1.4m、,::jさ5('Illのぺ.,ド状滋情

がある。IVJ確なlE穴を検Illすることはできなかった SHO、1とのりjl)合いを，』牡するため

C-1)1111のl:l{H/11fを尖胞した。迅物はI:に I ~'I にて和II した。 1.1<1t1iからは30-4(lt'lll詐いたjJ;

態で多くの 1:i~が水・r<rこlltf/1した状態で1111:した,4,-1佗I'のj)lf骨で最も多くの追物が1111:し

" ふ、
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Fig.7 SHI}! ・ ~ 竪穴住屈跡 (S=I郎 ）

ている。1、211'!は色ぶでは改別困難で、遺物のlilt状況で分吊した。,i,葡は特に硬いという
状態ではなく貨褐色t.と黒色 I.:の枇合-f:であった。

SH06竪穴住居跡 tFig.8)

潤介区の北側に位tnする。 1♦1方50cmにはSH07が束方2mには SH03 がある。 北搬付近

では径約 I mの~'ali楕f'I形の上坑と切り合う 。 また、東照1,央付近では縄文時代の土坑を切る。

平面長}j形で規模は南北4.Sm、東西3mを測る。遺{i'.高は南壁で約10cmで、（引屈跡の北西部では

床面までfj!J平される。床面には径30Clnの焼土があるものの、炉状に掘り窪めはされていない。

-21-



◎ a◎◎。

--- L09転

ニヽ

Fig.$ SH06竪穴住居跡 (S=lほ））゜I ' 
2 .. 

I I 

~o 

0~ 
~ 

SH44 
SH07 

し一9,伽

―‘ '¥_J 

。
2m 

雨9.SH<Yl・44竪穴住居跡 ($=1/00)

-22-



〇◎

◎ -II f)◎ 

鸞

し•90.、

ヽ
雹
戸
食

⑰
》

◎
 

=—へ=--

OI 
:?n、

Fig.IO SHOS略穴住居跡 (S=J,tiO) 

明鈍な柱火は検出でさず、図中にある小/¥も検出面で確認できたものである。床面は焦色土と

貨褐色土の混合土であり、財さ 2-3cmの貼床状を呈している。埋上は褐色上で石良1)や」；器は

床面から2~ 3cm浮いて出土した。

SH07竪穴住居跡 (Fig.9)

調査区のはぼ中央に（如在する。北方50cmにはSH06が西:r,1.smにはSHOIがあり、 SH

1 4を切る。ギ面艮方形で、主軸を東西方向にとる。規桟は東洒5.5m、1tl北3.5mを測る。壁面

はほぼ垂直1こ立ち上がり遺什濡は20~30crnを測り本潤在検Illの住居跡では比較的遺存状態は良

好である。床面は特に硬化することなく軟らかい。床面を確認するため!EMの西隕中央にサプ

トレンチを設定し、床面の断ち割りを行った。南壁中央には長径1.2m、深さ35cmの駐l"l上坑が

つくられる。明確1こ柱穴と息われるものはなく、径40~50cm、深さ10cm前後の穴が数個検Illで

きた。埋 Kは茶褐色上で白色砂粒を多汰に含む。埋」：中より比較的多くの土器と1,li面から約5

cm浮いて軽石が出土した。

SH08竪穴住居跡 (Fig.JO)

瀾査区の中央よりやや南側に位詮する。東方約ImにはSHOS、04がある。本!:Ef.if跡の北
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Fig.I I SM13竪1(住居跡 ・SK50i:坑 (S=l/40)
東部をSH02から切られる。平面形態は屈丸の大方艮方形ではあるものの、住屈南饒は,i;整

形である。 規校は長軸5.8m 、短檜3.4m を測る。 堕遺什祁は 6cmr•1外である。 IJJ確な柱穴は確認

できず．床面中央1こ深さ20-30cmの小穴が紀される。

SH 1 3竪穴住居跡 (Fig.11)

潟:1f.区のほぼ中央に位筐する。北）;3mにはSH03が南方3.5mにはSH04がある。恥籠

のほぽ中央のSK50を切り、洒壁の土坑と切り合う。平面）i形で規校は南北2.9m.東西2.9m

のほぼiE方形である。収面は1和r;:気味に立ち上がり遺{j.高は約20cmである。

のは検出でさず、深さ約10cmの小穴を 5つ確認した。埋土は褐色土で、白色砂粒を説入する。

l: 柱穴にあたるも

SH44竪穴住居跡 (Fig.9)

..j,:j1:J, 叶粉のK半をSH07からきられ、その平面形態もよくわからない。SH07の北喉で

中火よりやや東の部分に不1・1然にl11¥1り1する箇所があり、ここをSH4 4の北西隅と芳え、残イト

する平面形などから SHOSのような1~tを形を用すると推定した。 I陪lliiは緩やかに立ち J·.がり
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Fig.12 SH46・47竪1,iEI,情跡 (S=l/40) 

遺(/:屈は約35cmを瀾る。H穴は検出できず、図化できるような辺物もなかった。

SH46竪穴住居跡 (Fig.12)

A" 

L:8. 釦 9

2, 

潟介区の東端1:位iげする。住居跡1tJ111lを削.,,.され、さらにSH4 7 から切られる。 1♦1方に隣

接して1そ方形0)I: 坑であるSK33やSK28がある。平面は隅丸方形状である。l',tllii逍存1::;

は5四前後で、南隕を削平されることから考えても遺tf状態は．＇悉い。北壁にかかるように艮軸

I.Im、深さ約20rmの隅丸長）］形土坑のl:i面で、かつSH46のJ和面と同レペルで磁物が出」：し
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゜Fig.13 SH48竪/¥住居跡 ・SK28土坑 (S=l/f/J)

ており SH46がこの土坑を切っている。主．柱穴は検Illできず、住居跡内小穴の深さは9-

20cmを測る。埋土は黄褐色土と開色上のiii合土である。

i巨
2m 

SH47竪穴住居跡 (Fig.12)

閾査区の東端に位霰し、本住居跡の東側大半は謁在区外にのぴる。SH46を切り1!!i側I.Sm

にはSK33がある。大半が未閾査の為不明であるが、北西隅がほぼ直角にまがることなどか

ら、 平面形慇は長方形になると思われる。壁面は垂直に立ら上がり、遺存高は30cmを測る。埋

土は茶褐色土で遺物は床面から20-25cm浮く。

SH48竪穴住居跡 (Fig.13)

調査区の南東部に位謹する。SK28と切り合い、さらに住居跡北側はSK34から切られ

る。図化できるような遺物も出土しておらず、調介時においてこれが住居跡であるか否か判断

に苦しんだが、ここでは住居跡として報告する。平面形は不整形で、とくに束鵠が形をなさな

い。壁遺存高は10cm前後で全体的に遺存状況は悪い。主柱穴と息われるような,1ヽ穴の配列はない。
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(2)土坑

弥生時代の I:坑は20基検出した。その一覧表をTab"2Iこ示す。出土しているが掲牧していな

い土器の器権は （ ）をつけて表記している。この出土土器をもとにして時期を記述している。

この一区表掲載の土坑の中で時代が決定できるような出土土器がないものがSK25、31、

3Sであるが埋上や形態などから弥生時代と判断した。また、 SK20の出土遺物は須恵器杯

送であるがその形態、埋土などから弥生時代の土坑と判断した。土坑の平面形態は正方形、長

方形亀艮楕I']形、ほ丸方形、不整形に分類できる。その分類一覧をTab.31こ示す。平面艮）i

形の土坑はA.Bにさらに細分してみた。とくにSK26、27は形態、規校が似る。各t.坑

の説明について遺構番号顛に記す。

遺溝番号 "''" ！中ヽ1,長、 ml平面形態
長軸 短軸 深さ

時期 出土遣物 情考

SK I 7 !HIii』1形 l.55 I.I 0.45 須玖D新 克袋状IJ紺ii~
SK I 9 ィ；整形 (2.45) 1.62 0.57 須玖II新 受

SK20 不整形 1.64 1.3 0.38 須,'!(器硲

SK 2 I 長方形 1.03 0.8 0.16 須玖a新 長淋，袋ti:n脳
SK22 不整形 2.1 1.15 0.5 須玖a 甕、1,1,Jぷ．支牌
SK22 不整形 1.7 1.7 0.7 
SK25 不整形 1.55 0.75 0.1 
SK26 長方形 1.77 0.8 0.58 須玖 l中 斐 S双］と切り合う。
SK27 仕方形 l.82 0.98 0.3 須玖ロ 史、塙杯 SKliとがり合う．
SK28 万形 1.63 1.55 0.33 須玖u 鉢、受

SK30 7; 形 1.35 125 0.2 須玖a? （売）
SK 3 J 長方形 1.55 1.03 0.2 
SK32 閑丸方形 1.95 1.8 0.38 須玖a? （甕、鉢）
SK33 長方形 2.15 1.65 0.4 須玖a? （売、器台）
SK3S 不整形 0.57 0.47 0.19 
SK39 不整形 2.4 1.8 0.9 須玖I? （甕、必）
SK10 方形 1.13 1.0 0.5 須玖D? （央）

SK42 悶丸方形 1.58 1.2 0.48 須玖1古～中 史、店月
SK43 不整形 I. お 1.23 0.7 須玖D? （売）
SK 4 5 方形 1.34 1.27 0.55 須玖D 甕、

SK50 艮楕円形 1.91 1.2 0.5 須玖I 売、壺 部沖らりられら．

Tab2. 弥生時代：t: 坑一覧表

SK I 7土坑 (Fig.Ml

平面形態 遠構名

正方形 SK28、30、40、45
長方形A SK21、31、33
長方形B SK26、27
長楕円Jf多SK17、SO
隅丸方形 SK32、42

潟在l区の北側に位爵する。西方Imには

SH06が南屎I.SmにはSH03がある。

平面形態は長楕円形で規校は長翰L55m、

短柚Lim、深 さ0A5m を測る。 I~は垂直気

昧に立ち上がり、坑底は平坦である。遺物

は埋上中位から坑底にかけて出土している。

不整形 SKl9、20、22、25、39、43

Tab.3 土坑分類ーrz表
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SK I 9土坑 {Fig.JS)

潤査区の西南に位骰し、 SHOIの南壁を切る。また、縄文時代の.I:.坑であるSK49は本

士坑を掘り上げて検出できた。平面形態は中央部がふくらみ南北に長いt1i円形で規校は長軸

2.45m、短袖1.62m、深さ0.57mをiJIIJる。A府は緩やかに立ち上がり坑1民は細長く平坦である。埋

J: は4層に分かれるが上位の2屈の色隣は同じ黙褐色で黄褐色、茶色：tプロックの況人により

分培した。全体的にはSK20の埋；L:と類似する。

SK20土坑 (Fig.JS)

瀾1£1メ．の中央部やや洒よりに位骰し. SH O Iの直1費に隣接する。平1l1i形態は中央部がふく

らむ1針円形で規校は長輪1.64m、短輪L3m、深さ0.'l8mを視りる。壁は緩やかに,r.ち上がる。

埋土は上下 2~'I に分~>!でき、色.~は！！＼褐色で上下培の~'l界は,1,明瞭である。 l'~は地Illの黄

色プロックを混入する。SK19U>埋：I: と類似する。出土遣物1:須忠器杯必があるが、この土

坑形態や埋l:がSK19と似ることから弥生時代と考えた。

SK 2 1土坑 (Fig.14)

調介区の北側に位trtし、東方 ImにはSH06がある。平ilii形態は台形気味の長方形で規模

は長輸1.03m、短l!h0.8m、深さ0.16mを瀾る。培は華1/(に立ち上がり、坑底は平J!lである。遺物

は床面直f-.からほぼ完形の鉢のほか甕、袋状口紺壺などが111・(・.している。

SK22土坑 (Fig.IS)

曲1f:区の北Ill!に位硲し、 SH03をりJる。遣構検Ill時には平頂i形態が点箪形で切り合いはわ

からなかったが、遺1号を,,;裁し 1:Jcl観察、およぴ閾査時の所見より、 2つのt坑の切り合いと
判明した。迅構番号については南側の1遠を形・I:坑がSK2 2, 北側のIり形土坑はSK22'と

し遣物取り上げもそれに従った。規校はSK22の長軸2.lm,短袖1.55m,深さ0.7m、SK2

2・の径1.7m、深さ0.7mである。SK22の雅土は31Mからなり上別の茶褐色土から土岱片が

多批に出上した。炭、焼上も況入しており、FIi'!、中層が堆積したのち-・定の面をもって遺物

などが堆積した状況であった。土坑の殷からは白色粘上も検出した。SK22・の埋上は．＇！．＼褐

色上である。

SK25土坑

瀾査（和の洒）iにfit.阻し、他の遺憬と分布を異にする。平面形1が1違を形で規校は・艮柚1.55m、

紺軸0.75m、深さO.lmを瀾る。上坑の検出面に売21111体分が破1ヤで1ll」：した。

SK26土坑 (Fig.16)

潤査区の求側に位骰し、同様の形態をしたSK27からりJられる。北）;2.SmにはSK39が

11/方2mにはSK43がある。平面形態は長方形で規梃は長軸1.77m、短軸0.88m、深さ0.58mを

瀾る。 I府は和1'(に立ち上がり 、 坑底は平坦である。 埋土は4~に分かれ、遺物は迅構検fl1ifiiか
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ら10ゞ ふm掘りFげた位沢から多く出1こした。この辺物をU含した2附1よ炭、焼I:を況人する。

SK27土坑 (Fig,16)

潟1f.lif.の東憫に位illし同様の形態をしたSK26を切る。北）11 mにはSK39が1り方2m

にはSK、I3 がある。 'l'~ti形態は長方形で規Ii.!は艮柚1.82m.展軸0.98m、深さ0.3mを測る。

・1嘩形態規代はSK26と類似するが深さに述いがあり｀限の立ち上がりもやや緩やかであ

る。坑1民は1填Iである。1111:遺物は少ない。

SK 2 8土坑 (Fig.17)

潟介区の東側に位代し、 SH,1 8とりJり合う。北Jl(lmにはSK33がある。平面形態はif.)j

形で規校は長紬1.63m、鋭輪1.55m.深さ0.33mを測る。堕はIii?垂直に立ら 1こがり坑底1ぷY.J!l

である。州吐は 1/1-1からなり ．茶褐色 1:1こ黄褐色上プロックを混人する。））t底から5cmほど浮

いてはほ完形の鉢が出_I:している。

SK30土坑 (Fig.16)

出牡IみのI:!ぽ中央に位:?'tし、北）;0.5mにはSK32がfti西0.SmにIiSH O 4がある。平（面形

態はややいぴつなiE)i形で規mは［と紬1.35m、短軸I.おm、深さ0.2mをill!る。＇府はやや緩やかに
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f'ig.17 SK28・30・ •10 · 115 J:Ji((S= IJ.10) 

iらI・.がり坑底は・l'Jllである.J•P.1: は1・・ ドの2111に分培でさ. I・・ ド析とも色，凸は茶褐色l:でド

,i1は地Illの黄褐色Iロ1'0・1クをin人する
SK 3 1土坑 (Fig.14)

.~1f.lえのは 1が, ,央に位irtし、西）iに臣接してSK32が南東2mにIiSK 3 0がある ・F-1/ii形

態はr.i,Ei,:J-kJi形で規松は艮柚1.55111.紺値1.03m、深さ0.2mを測る 'i'はやや緩やかいtちI:
がる l'ltl: はl'I色砂粒をふくんだ茶褐色 1:11(,!からなる
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SK32土坑 (Fig.Ml

場介区のはぽ中央に位佑し、東）iには隣接してSK3 IがTl1ガ0.5mにはSK30がある。・t'-

ifii形態は研）L)j形でひとつの辺がf'I弧を描く。規校は長輪1.95m、伎i.軸I.Sm、深さ0.38mをi舅る。

限は緩やかにヽ ):ち上がり 1IJから東の限ぎわは 2段掘りになる。 坑底は~'-Jt!である。.i!l!I:はレン

ズ状のJfl:111をなす。 1こ ド 2Js>lからなり 1—.JM は (1色砂粒を含んだ茶褐色 I:で、下吊は地Lilをペー

スと した貨褐色上である．

$K33土坑 (Fig.Ml

,~1f. 区の東沿に位ir,'.し 、 1♦1西 1 mにはSK28がある ギ面形態はJU 形で規恨は長軸2.15

m 、 規袖1.65m 、 深さ0.4m を測る。 'iは亜11(1こ 1(ち」：がり坑9』i~は・T!Jりである 埋.J゚．は茶褐色上

をペースと して径5~7cmの貨褐色I:プロ ックを多;,tに混人する。l'I然j佳1/lではなく -J父1:J里め

た状況である。

SK38土坑

illl1ftx: の中央に位設しltJilmにSH07がある。1嘩形態は楕lりに近い不整形で規校til{:

軸0.57m、烈會110.47m 、 深さ0.19m を瀞 I) 、他の l:J;,tにくらぺl‘さい。 ~ll I: は2)(1に分かれ、I・. 

Kりは茶渇色 t.、日りは褐色lこである

ーよー



SK39土坑

，具査区の北西に位(7,'.しSK40と切り合う。平面形態は不整形で規桟は長紬Vim、紺輪I.Sm、

深さ0.9m を測る• ~Ltli!.I,\褐色 tを基本と し地II」の貨褐色 I:プロックをi)~入する。堆積状iえは

一度に埋戻した状況である。

SK40土坑 (Fig.17)

i』査区の北東端にi姐在しSK39とり］り合う。東方2mにはSK4 2がある。1嘩形態はガ

形で規校は艮輸1.13m、短軸I.Om、深さ0.5mを測る。l陪はほぼ唾直に立ら 1こがり坑底は1項用で

ある。埋上は茶褐色I:.に地LI.I状のj//褐色土プロックを混人する。

SK42土坑 (Fig.IS)

,Jll-tt区の北束溢に位閃し土坑の北端は函登区外にのぴる。西li2mにはSK40、SK39

がある。1勺ui形態は隅丸方形で規模は長軸1.13m.短紬1.2m、深さOASmを測る。岐ははぽ和訂

1こ,'f.ちKがる。埋I:は4l"1に分かれる。遺物はi,に3、H'1から11¥J:した。JI(?は焼l:i昆入、

4~ は炭i昆人。

SK43土坑 (Fig.IS)

，具1c区の中央よりやや求に位沢する。北）12mにはSK26が東方1.5mにはSK37がある。

平面形態は不整形で斯面形は二段掘りになる。！登はやや緩やかに、'i.ち」．：がる。 規I~はlく軸l.66

m. 観軸1.23m、深さ0.7m を凛る。 埋土は上下の 2k1からなり ~.lf1は 1'1色砂粒を含んだ茶褐色

I: でf"/(1は渇色 I:である。

SK45土坑 {Fig.17)

，具介区の巾溢に位佐し、北）12 mにはSK37がある。1牙葡形態は端正なJi形で規校は長袖

1.34m會 l'-J.袖l27m、深さ0.55mをiJIIIる．収は衝打に立ち上がり、坑底は'I'坦である。

SKSO土坑

，潟介区の中央に位ilcしSHl3から切られる。湯査時において,j,:t坑がm;,;跡に伴うものか
判断に述ったが祖屈状況や111bl'! 物などから t坑と!Wi跡の切り合いと判断した。1潅i形態は

lH/'11'1形で規即よk軸1.91m、短柚1.2m、深さO.Sm を視11る 。 ＼府はほぽ 1f~1れにたらあがり J1t底は

平Jqである n 遺物は壁ぎわで坑底から約20cml:tど浮いて出」： Lた。 哩 1~は褐色J:で炭、焼上を

混入する。

(31円形周溝

S X 1 8円形周溝 (Fig.19)

潟1f.lえの,ti溢に位irtし、追構の1+1・1冴は，週-tf.lK外にのぴ未潟忙である。東方 ImにはSD2

9が北）;2 mにはSHOSがある。 irtl1il灸Ill時には 1り形の11:r.•,¥がかと思ったが潟介を進めてい

く段階で円形周溝であることが刊った。'I!面形態は端正な111形である。J,ij溝の船は50-70an、
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Fig.19 SXIS円形悶溝 (S=l/40)

深さ40、55anを瀾り、 i/11断rm形は逆台形である。周活内径は3.3m.Jldt昂外径は4.35mを測る。

周溝挫：I: は2/Mからなり 1射は褐色J-.,2府は茶褐色 I:で地II」の貨褐色上プロックを況人す

る。濤断面の観察結果、板等を立てた痕跡liJ↓あたらなかった。迅物は周溝11-i北側で消lit:から

数cm浮いて出Lした。また、 /.',I溝の内外にある径沃泣前後の小穴の埋土はSXI 8と似ており、

関述あるnJ能性はある。本潟介検tUのPl形周溝は 1基のみである。

(4)溝状遺構

S029溝状遺構 (Fig.20)

潟介区のill溢に位穀する。本遣構のI打1111大半は，,1:j1fJヌ外にのぴる。洒）j] mにはSX18が

北方2mにはSIi O 8がある。0乱は70cm.深さ20-25anを測り、 i割断血Jfiは逆台形である。t.

器は溝底から約20cm浮いて出上した。
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固甕棺墓

SJ 4 1甕棺墓 (Fig21)

潟代区の北東に!tr.inし、 西）i3mにはSH03がある。本，→'11tにては J)t;のみの検出でljl.独

の売棺硲である。11粒祁打ち欠きの液を身とし、鉢を伍として使mする。完形である。ヤ軸は
N83.5°EでJりli~iりJ虻は I s• を i舅る。 必墟は1嘩i閑丸長方形で規校は!~軸1.35m、短袖 Im、

深さ0.6mを測る。央!'iiはこの公城の短増illi開よりに硲墟と主軸をJiilじくして埋inされる。

3. 古墳時代後期～奈良時代の遺構

本直9がは弥'E時代と奈良時代の集俗跡であるが、古lf1時代後期～飛'.'.I時代の辺情も店干見ら

れ、 ここでは古J(t時代後期から奈良時代の沼構,~ついて一括して扱う。,'it/I時代後期の遺溝は

ヽ

戸 0

~ 
◎ 

。
-,
9
9
0-
平 二

二
仁＝

n" 
珈

Fig.22 SH02竪穴｛拙叶跡 (S=l/40)
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SH I 5のみで、飛.ti時代の上坑としてSK34が、他の母構は奈良時代である。奈良時代の

製穴住居跡は6軒、掘立札建物跳は 1棟を検II¥した。SK35.36、37は依良時代の土坑

と考えられる。竪穴住居跡のうちSH02、I 4、J6は鼈をもつ。

(1)竪穴住居跡

SH02竪穴住居跡 (Fig.22)

潟査区のはIf中央に(:J.骰し、東Ji6mにはSHl2がある。1嘩形態は略正）i形で、規模は

1IJ北方l••J中央m.9m 、 東西方向中央長3.3m 、迅{/福約 10cmである。 壁はほぼ垂直に•?.らI・.がる。

碩は北咽の東よりに↓費から突Illさせて設ける。峡から40cm程突II',した掘り方で袖部は選存しな

い。地 I:は焼tからなる。南堕に沿って床面には船20cm、深さ2an程の喉消を:/iする。J.I<面に

ある小穴は径30cm、深さIOcml勺外でいずれもしっかりした柱穴にはならない。

SH 1 0竪穴住居跡 (Fig.お）

潟査区の北東隅に位il'tL、SHI Iを切る。釦泊跡の東側は潟-ff.Iが外にのびる。・r勺Iii形隙は
艮ガ形で、南北方向の中央長は4m、東丙方向中央長は4.8m+aである。遺{Hr.は10cm内外で

培面の立ち上がりは緩やかである。床1h1からは径30~50cmの焼上を検出した。床面が破然し赤

ヽヽ lヽ

ヽ
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Fig.23 SHJO賂穴!ti、祁跡 (S=l郎）
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Fig訊 SH JI堅穴t~/;;:-跡 (S= lf10)

化している状態であった。 ｛主穴と してはPl、P2が径25~30on、深さ15onを測りそれにふさ

わしいものの、 他の小穴はいずれも深さ5~7cmの浅いものである。埋土は地山の黄褐色土プロ

ックを況人した褐色上である。遺物は床面から数⑩浮いた状態で111-1:した。

SH 1 1竪穴住居跡 (Fig.:M)

潟介区の北東悶にfv.111し、SHI 0 から北収側を切られる。 ft居除の東膳は潟*-~え外にのひ・

る。.,嘩i形態は艮）j形で規代は111北ガJnJ2.58m、東世方向3.75111+0である。遺存高は1知n内外

でSHI 0と岡様、遺({-状態は，もい。堕面の屯ち I:がりはやや念である。床面の北壁よりには

被熱により赤化している径痴社の箇所を検出した。床面の柱火は確泌でさなかった。また．

沼物も図化できるような土器は：11J: していない。

SH 1 2竪穴住居跡 (Fig.25)

潟介区の東'ffi部に位骰し、東）i2.5mには同じ t袖のSJ-116がある。弔面形態はk方形で規

校は東西)ilii)2.55m、,ti北)ii句1.93m、遺¥f-高は5~10cmでひときわ小形の竪穴i版屈跡である。

限はやや，匂-~配で洒峡のはば中央に咲から突Illした磁を，没ける。砥の掘り方は1陪から25cm突：II 

し幅印mである。冦は検U¥1面で精査していく段附で、袖部が馬蹄形状に検Illできた。Ii.袖部

n, 祁は地111の削り出し、その上に地111l: を盛り I・.げる。右袖部はIJJ確ではなく、焼l:塊から
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Fig.25 SHl2竪幻J:屈跡 !S= l/•101 ・!ti{S=l舷 ）

なる， 火Jぷは~-\.にふ・,化していない fl:J,,;-粉：北西閑のJ;!:1/1)にある窪みのl'J¥I:は茶褐色 I:で；，もがII',

I: した.J和Iiiにはrf30cm1iil/紅深さ6-21cmの小穴が3つあり It.;';;になると．思われるがその配列

は4消りである

SH 1 4竪穴住居跡 (f'ig.26)

，具1f.i,(0)111j沿"'央に位?tし、 11:1、,；跡の,Iii開は，且介I心：外にのびる 北）i3mにはSII I Iが,ti

) ji,nにはSll I 2がある ・J¥1/11形態は,EJ;形で規Iiiは111.1ヒ）;ihJ3.75m、東111iJil••J約3.5m . iii 

{(-,<;:jは30ヽ45cmを測る 'i~rhiは 1fs1/('.,(味に、'(ち I:がり、北1:,iのはぼI •央に1夜から突出した磁を

，没ける 。 確Q)掘り）iは限から•10cm突 Ill し、船60t,nである. tA)袖部は地111I: を盛って造る 磁1山j

llll収1l1ilょ、か化し硬fiftLている t'fi/11し,l&にあたるり騒Jll陪1(11は赤化せず地Iiiの貨褐色I:のまま

である。火）よは/1ふ焼I:を検胤焚きfl,l叫、:1f11には）,.,: さ2-3cmのJ1i~1が広がる 111!1・. は21,,/(こ

分かれ、 l'.~'1晰面のi児咲から (UAril'は廃絶後、 1ti開からのn然Jlflf/しによいl\i'.l:したと思われる

1-.~"iは出色 J-.. f~'/1.l茶褐色 I:である

$HI 5竪穴住居跡 (J'ig.271

謁ヽ企I-'.の,,牡』に位沿し.fl,,,.;-跡の111i'I'-分は，逍1叫外にのびる 村l:J、,；·lが I•Fo>み他の1 1:J,o;fが

―ヽ 10-
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Fig泌 SHl4竪,'(住屈跡 (S=l/00)・ 窪 (S=l/40)

と分布を異1こし、 htも近い,~r.,:·跡でも東方18m牒れたSHOIである。このように弥生、奈良時

代の住居跡と分布が）もなること、須忠岱杯社が出tしていることなどから 6Ill: 紀後'I~の住居跡

と判断した。平1fii形態は閑丸の長）i形で規校はill北方fi,J4m+• 、東直方fi,J2m 、母存t品は13

cmで11:1,,沼跡のiii膳はI.I<面が一段硲くなり遣存店は3cmを測る。'"''面には深さS-34cmの小穴があ

るもののt駅の配列はlVJ確でない。
SH 1 6竪穴住居跡 (Fig.28)

潟介区の東謂に位;rtし.i'!i方2.5mには土槍をMじくしたSHI 2がある。1勺hi形態は1そ方形

で規校は東西）j(<iJ2. 氾m.lfi.lt)J向2.3m亀遺イf,1.'ijは16-20cmを瀾る。西整の,.,,央に唸から突出

する窟を設ける。源の揺I))jは壁から20cm突出し、 船60cmである。この突出した掘り方内から

焼土を検Illしたものの袖祁などは迅存していなかった。＼陪面は垂直気味に立ち上がる。住J面床

血北柑隅で」••坑とりJ り合う 。 床面には径約30cm. 深さ 18cmの小穴があるが｀杜穴としては1~軸

上で喉の外にある小穴が考えられる。その小穴の深さはそれぞれ10cm、27cmを測る。

ー•II -
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(2)掘立柱建物跡

SB09l!ii立柱建物跡

本潟介にて検Ill した I~位柱建物跡は 1棟のみである。SH05、SHOSとの切り合いや奈

良時代住居跡配霞などから奈良時代のものと考えた。．逍査区の11/t,i中央に位,rtし、北方2mには
SH02がある。2/UJX2111)の総柱建物格で主釉はほぼ座l:.l北を向く。規校は芯々で市北2.5m、

東西2.4mで床面積は 6 面を illll る 。 柱 7-~は径40cm1i~後の1渾円形で深さは16-43cmでおおむね

珈 1iff後である。

A
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Fig.29 SB碑｝立柱建物跡 (S=l/40)

m. 遺物
1. 弥生時代の土器

Tab.4が弥'P.J:器・屁Jばであり、！韓1番号紺iに記している。遺物について紙面の関係t、本報

告llfに掲杖したのは特に辺存率がよく時期決定等に必災なものを選別し、その他小破）ヤについ

ては割愛した。従って報告苔に実測閃として掲載していない追物については本文中でできるだ
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It記述するようにした。

鋤形11象点を特徴のひとつとする須玖式 t器のうちでも売形 1・器の11緑部、底部はその編年の

指げになっている。そこで、売の「I緑部、底部の分類を行い、その，記述については分類名を川

いた。本骰竿'Fに掲牧していない迫物のうち、央の「l緑、底部はその分類名で記述する。

(1)竪穴住居跡出土土器 (Fig.30-33)

竪,,!1:1出跡11粁のうちSM03、SH48からは1刃示できるようなl:器はnu:.しておらず、
特にSHOS埋上中からまとまって上器が1化I:しているはかは・全体的に磁物；，iは乏しく、 II¥

:I: ;n物の遺:(.1:状態も良くない。 また、 Ill叶跡の/~I仙/(I:からはSH05の,,、17、16などが/JI

I-. しているだけでまとまってtll.1:した」：器詳はない。

SH O 1出土土器 1、2ともに売のにl絃祁片である。ともに「く」の字形にII縁部を折り

返す1l1類で2のIIり1部はやや肥肛する。l叫ぶしていないがn緑部m-1類がl.'・せ、小破）ヤの
n-2類が1点IllI: している。

SH04出土土器 3は逆L',:}f3n緑の売口緑部片、 a-3類。4、5は鉢、4のIii:部は欠

捐するが口緑部から体部にかけてはぼ迅存する。口緑部は平坦な逆L字形で内iりにやや突出す

る。クHiri器表には化粧tを施す。5は,,.~ 部を逆 L字Jf~に折りかえす。6.7、8は支脚。ニ

髄体七ットになって(tl;o;-r糾I:穴からIllI・. した。=:'.11111本とも成形は同じで、丸枠に粘J:を巻き付

け下'I'・部は指押さえによりハの'r:mに 1引く 。 ·';~および指釘[lf痕が岱表面に残る。柊1ぶしていな

いがこの他に逆L字形II紺部の小破片.I類が2/ふ a-I類が6/Iある。a-1類にはII紺

」:.l<liltiが奸千代むもの2点がある。史底部片C-1、C-2類がそれぞれ1.0:lづつMlI:。I』ti伶

はともに6cm。器台祝部片］も出 I:。内外面指頭U浪あり。

SH05出土土器 9は袋11:c1緑壺、 10は広IJ・,笠U粒部片、 11は広'"絞11頸部、 Id祁に1訴1!0

M字形の突術を巡らす。11紺泌や突仰の位散などともに占い哭ぷをもつ壺である。12は突か成。

いずれにしても形態的には珍しい。口繰部は約1/J残仏胴部がどしく張る。13は高杯U緑部11・、

15は窃J付脚部、 規脚の小形の邸杯。 15は器台裾部• 16. 17は器台、 16はほ1よ完形、 J:下11,j加i,1

から怜状のr.具をいれ•I空にしたと思われ体祁内rmにわずかな稜ができる。 17もはぽ完形、全

体的に削雑なつくりである。砂粒を多く含む。18-21、25.26は外。鉢はII紺部形態によ りK

きく次ぎの2つに分類でさる。18、19.25、26はrr緑部を「く」の字、逆L字形に折り返す。

売に比ぺ1こ1柑部糾が規い。21は[.I象点の20、21はMil緑の鉢.18. 21はn松形態や1位Ill勺面の潟
椛こそ迫うが、 全体的な形態、 成形はM じ。 25は器隈も I•/.< 打1推なつくりで（本部門堵研l面に

は指頭庄痕あり。

22、23、30は売のJiH)じ。いずれも底径は8cm内外で23は底祁の印さが3皿と非常に州い。22

は器峡も/ff.く色潟し内外1ui黒褐色と一見弥生土器とは．思えない。26は鉢あるいは売，II紺部は
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「く」U)・;:形に折り返すのは吏と l••I じで成形であるがII紺祁の長さが2cmと 1'Iいため外と思われ

る。27-29は史II緑部.m-I乱 SH05は心刈食の中でl1tも政物が11',J:した遺IJ/1であり 、

図示した以外で史11緑部m-1碩2点はl,tilUI度が強く逆L・;:形に近い。 また央Ji~部D-2、

D-3類がみられともに体祁外tliiの縦ハケはtllい，このはか、明らかに古い時期のI:器もIllI・. 

している 央llhlll-2糾、Il-3糾、 Ii競IIC-2、C-3類でこれらはいずれも小破片であ

り、ll:居跡廃絶よりの1iff時期のI:沿の流れこみであろう。

SH06出土土器 31は売ll紺祁D-4類。U椋部1引ll.日に突出し11粒部I'.磁面は行 FL勺傾気

味。 l•I化した逍物は 1 点のみu

SH07出土土器 32は体、令体の約l/3残イr=o33. 34、36は売11;ぶ硲,m-I類、 a-2類

があふ 36は売棺II緑部。35、40は必.35のI・.端面は中央部がわずかに窪む。40の把F部は欠

捐するもの、約im•w:。 内 lfiiは黒く炭化する。 37は9公rNW緑部.LI縁部内側に断1!1J三角形に

突出し、外ifii/r液I)。38は硲杯か。とすれば、H派部に段をもち、径6onの脚部がつく。39は

屈杯 41、42は袋状l」緑壺のIJ緑祁片、いずれも小n・.43~4sは逸哭のIi.(部。43、44のliE部
の1'1-さは5mmと隙い。46は器台似部。l:;J化したすべてをiりはする。

SH08出土土器 47は売11緑部J「.Il-I類。48は岱台。全体の約1/2残什。lざ1化したすぺ

てを掲載する。

SH l 6出土土器 49、50は央Uii!部片。49はll-1類、50はU-2類。51は売底部、 c-
2類。図化したすぺてを掲叔した。

SH l 3出土土器 52はJl;n並「,.ぷ部}¥・、10にくらぺ頸部は直線的に立ちあがり、IUぶ部の
外9丈も緩やか。53は売Uf点部It、a-2類.54は売Ii!部片、 C-2類。55は器台訳部片。この

他に翌llfi締llll-21£1 I点が11¥t:している。

SH46出土土器 56は鉢II緑部、11粒部は外.l:Jiに規＜延び、 Illぷl・.溢J!liは1勺傾する。57、

59は央LI春K部、57はll-2類、n註部約1!3§li1r'.。体部の器壁は2mmと非常に薄い。59はII-I
傾。小形の党である。58は央の底祁からJI船祁にかけて約1/3残存。底部形態分類はC-1類であ

る。しかし、製作）i法が巽なる。58は径6.4cmの111盤状の底邪1こJIM部をつけているようであり、

その粘l:滞にそってl:器も捐れている。60は高杯!'ll部．図化したすべてを掲載している。

SH47出土土器 61は壺底祁。62、63はf.j;.63は口縁祁から底部まで全体の約昭残{f.。ぷ

11緑の鉢で、 62、 63とも底部径はl••l じで｛本部形態も類似する。 64は鉢かあるいは史の11f能性あ

り 11紺部は水'I'に近く 「く」の，i=形に折る。11約/ff外面はヨコナデによる窪みがl!!lる。柑

い縦ハケを施す。この他売I―I緑m-1類がIllI:。これはII緑部内面をヘラ状上具で削り、稜線

をよりIJJ煎にしている。

(2)土坑出土土器 (Fig.3--1-37)

SK l 7出土土器 651よ売、全体の約 1几残(/'.。 n~部は「く」の字形に折り返すm-1糾。
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口絃部内面の稜線は明瞭．胴部最大径は中位よりやや上にあり、口径よりわずかに上囲る。内

整1よ服部外面に部分的に縦ハケが残る。;r.;;沸1こmいたためか胴部外面中位は幅約10cmの而状に

褐色化し、朋部内面も炭化物付沿のためか同様に褐色を呈する。66は亮底祁、 D-3類。 67~

69は袋状口緑壺の口緑部片、 69は胎土緻密で丹途り。70は紫口縁の鉢。この他掲戟していない

II', 土土器には甕口粒部0-2類2点． いずれも小破片で前時期の遺物の流れ込みであろう。ま

た断面三角突術を張り付ける壺の体部片や器台片も出J::している。

SK 1 9出土土器 71は甕口縁部、「く」の字形に折り返し、口唇部にかけて肥1!l-、端部は『ii

とりされる。口縁下に断面三角突帝を張り付ける。72は史底部、 C類．約1/2残存。この他吏口

緑部片田一1類出土。

SK 2 1出土土器 73~751よ甕口縁部片。すぺて「く」の字に折り返すm-1類。 73の色潟

は浅貿橙色。74、75は飴土緻密で沿壁も簿い。76、77は甕底部、 D-3類o76のJif径は8.7anで

あるが力は6.3cmと小さく、底部の収さも 3暉と薄い。 78は鉢底部。79は袋状口籍壺、約2/3残存。

蚊大径が中位にある詐盤形の胴部に袋状の口緑部がつく。胎tは緻密。この他売□緑部片m-
＂頂 1点、鉢の口緑部 1が出土。鉢の口緑祁は逆し字形に折り返す。
SK22出土土詐 81-87は央。81は口縁部から｛本部下半にかけて約lf5残存。Iごl縁部は皿一

1類で内開の稜線はlPJ煎、口径と胴部最大径はほぼ同じ。体部外面縦ハケで、煤が付府してい

るためか茶褐色を呈する。82~87は甕底部。82、83、84、町はD-2類、 82、83は底部側面と

底部の接合部が擬口緑状に割れている.84は底部の内外から指押さえにより1ix綿と｛本部の境を

明燎につくる。82.87の胎土は緻密で色潤も似る。ともに利い縦ハケを施す。 85はD-J類、

底径は84とほぼ同じ8cmであるが底部内面のつくりが異なる。内面は明籟な平坦な底部をつく

らない。内面は炭化物付沼のためか?.¥褐色を呈する。86はC-2類か。やや上げ底気味で/ff,.径

もD類より小さい。底部内面は85に似る。内面炭化物付がlo881よ壺刷部、 111i面M'i'形の突帝を

張り付ける。891:t席杯脚部。 901む緊口緑の鉢、 91-93は支脚。それぞれ形態が異なる。91の底

部は上げ底で円柱状の体部である。92は円柱状で表面は縦方向に面とりされた板跡がわずかに

残る.93は中空の支脚である。この他に吏lユ緑部破片0-2類が6!!l.tl¥土、いずれも小破片で

溢れ込みと思われる。日ー1類でもはぼ水平1このぴる口緑片 1点、逆L字形のn録をもつ鉢I
点、 111柱状の支脚頭部片 1、器台裾部片2が出上。この遺構1よ支脚の出土が目立つ。

SK27出土土器 94は亮口縁部片、 ＂ー］類、内側の稜は不明瞭。95は茄杯口緑部片、

内開は断面三角形に突出する。この他の図化遺物はない。

SK26出土土器 本jfi構出:I:土器の遺イ和年は他の遺1111の土器と比ぺて良好。96-1001;1売。

96は口緑部から体部下半にかけ約1励財存。口縁部は上溢面がやや内傾する 11-l類。口緑部内

側はヨコナデにより部分的につまみあげ突出させる。97はi:J縁部から体部上半にかけ遺存.□
絃部は完全にiな存。 口縁部形態は 0 - Z類で、上溢lfiiは中央部が若千窪む。 98- 1 001:t~底部、

-5-1-



98. 99がC-1類で、 100はC-2類。底径は6.Son内外をi舅る。 101は必底部。

SK42出土土器 102、103は甕口緑部、102の口緑部は断面楕円形の粘土帝を張り付けて

おり、口粒形態分類のどれにも属さない。色躙は内外面黒褐色で、 1四前後の砂粒を含む。無

文土器の可能性あり。103は1類、 104は甕底部、 C-2類、若干上げ底気味。105は応ff:脚裾

部。この他に広n壺口絵部小片が出土。口緑内11!11:t断面三角形に突出する。
SK28出土土器 1061i鉢、ほぼ完形。 全体的な成形方法は史と l•I じ。口緑部形態は「く」

の字形に折り返す。口級部内面は剛確な稜をつくる。口径は朋部最大径をやや上Iii)る。底部の

Lr/. さは6mo107、1081よ壺のlil:部。1091よ甕あるいは壺の底部。110.111は甕の底部。111は

D-3類、底部の収さ4mと非常に薄い。この他に甕口縁8闘1-1類4点出土。また、小破片

ではあるがIl-2類3点出土．

SK45出土土器 112は甕口緑部、 田一1類、 113は甕底部、 D-3類。内面に炭化物付牙t。

114は梱底部。径I.なmの円形の=ILを穿つ。図化したすべてを掲戟。

SK50出土土器 出土土器はいずれも遺存率が嵩い。115、116は翌。115は口籍部から体

部下半部にかけて遺存。口緑形想はD-1類、口緑部はヨコナデを施し、口粒部直 F゚はそのた

めにわずかに窪む。また、 U緑部内面もヨコナデにより、わずかに突出する。116も115と同様

の口緑部でD-I類。Cl粒部内面の突出も同様である。 117は広口返、 □絃部から体部下半にか
けて約)(2.残存。球形の胴部で直稼的な立ちあがりをする口類部がつく。口粒部は外反する。全

面丹検りでヘラ府きを施す。形態的には古い要紫をもつ。この他甕口緑部片、 1類1点が出土

している。

(3)円形周溝出土土器 (Fig.38)

S X 1 8出土土誇 118-120は甕1氏部.118、120はD-2類、 119はD-3類。121は甕口

粒邪片、 m-1類。122は鉢底部、底部のJf/.さは3cmと薄い。124は紫口緑の鉢口緑部片。123

は鉗あるいは125とおなじ無頸成、口縁部を外反させる。125は黒頚壺、口粒部は外反させ胴

部は張りその最大径は口径を上まわる。126は高杯詞部、騨部は短く裾部はハの字に外反気味に

開く。裾溢部は面とりされる。この他に甕底部片、 D-2類、3点が出土。

い溝状遺構出土土器 (Fig.38)

S029出土土器 127、128は売、127は口粒部から体部」：半部にかけて約2/.3遺存。口緑部

形慇はa-1類、口籍部内側に突出気味。 128は甕口緑邪片、D-2類。口縁下に断面三角形の

突帝をつくりだす。129は甕底部片、 D-2類o130は器台下半部が約l/2残存。
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(5)甕棺 (Fig.39)

SJ 4 2 J・部は鉢、ド部は戒の合わせ「1の央11'1である。131は,.. 部の完形の外である。l」粕

部は断d11=:角形で口粒響t沿i(ijはクト傾する。「l粒形態は烹のそれと1.. Jじで、 I類にあたる。II緑

下に1析aii::::角形の突幣を張り付ける。底部は・1()1{で（松部はt'iitj気味1こ、1.ちあがる。突・:riドで粘

l: •:i7を接合したためかわずかにlltllUl し傾さを変える。 また、｛本部,,,位にもlnlllll部あり。ff部か

ら突幣にかけて外1f1iヨコナデ。r'id1i潟整村り!ff.。砂粒を多く含む。

132は下部の1/:1。完形。11緑部は打ち欠く。1料部は卵形をし、底部は・1(J11,。胴部は張り、胴部

11lki径は •I •位にある。II粒lくに断面：：：：角形の突俯を張り付ける。11t点祁内外瓜iヨコナデ。体部

外面は化軌 I沼．を施した痕跡が残る。外面に縦）j(, りの祖いハケ潟整あり 。 体部外1ra~!.\斑あり 。
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Tal>4. 弥生土器観察表

法は （）は復元径

'"(§L• 図IJ一書雷•n•> 出土地点 註檜 法黛cm 形慇、成形、調笠の特徴 色調

(9訳収叩郎ー131) 
SHOI 費 Ulll¥、l,UJ緩やかに 1く」の字形に折り返 た口け郎。 .. 

(9碑.,.,161-02 ) 
SHOI 甕 口径（お.4) lやく」肥l'f.のキす形る。に折調益り返明した口は部。口昏部は r位 E

や 不瞑．

(92030碑 -73) 
SH().I 甕 心 L字出形すの口樟郡-.I: 端面lょギ坦で、 1勺鋼

に突 る。

(9'2()()(30綴-4） SflO<I ” 
ロ邸.I Cl口樟樟7'邪1:1ョが平コナ頂デな1こ逆よりL薫字iii形三で角内影の側突に否やを一や条突辺出る。． 

内外dll貿ほ{

｛況000301000-5) 
SHCJ.I 
” 

口緑郎は短い逆L字形。調立不明餃． 演ほ色

30-6 SHOI 支脚 訪純12.1 体部は肛線裾的にたらあ指がり痕、あ裾部はJI.の字形 内外面貿橙色
(92000985) に開＜． 部内面に頭圧 り。

(!,2(畑30-37) SHM 支脚
笞.11,12.0 体部開は．直線裾的部にたちあ指が頭圧り、 裾部1:1/¥のキ形 内外面貿位色

にく 内面に 痕あり。

（泣U30碑-8） S111>1 
支肩l 器illil2.l 体に節開はく。直線裾的郎にたち指あ頻が圧り、裾あ郎は八のキ形 内外面貧ほ色

。 内面に Ii{ り．
30-9 SH06 袋状口は壺 口往(8.4)断袋状面の台口形緑の部突帝でが．日つ部く。、および、 馴邸中位に 内外il!iltt色
(!f20)痴 ）
30 10 SH05 Iムロ壺 口送(24.01頸面部とかりらさ口れ縁る部。にかけて外反する。口舒部は 内外ifI針ij黒!ll褐色色
(92000891) 

(!f. ぶ3碑0-ぷ11） 床S面H旺ほ上
広口投 ＂邪 1こ断面台影の一条突帝を貼り付ける。 内外面賀橙色

(9lぷ30碑-9812) 
SH06 甕 口径：(212 砂日籍粒畠をIH多(Jく含のキむ彩。1:躙折整り返不し明．観体。慰I!、そし（仮る。内外面柑色

30-13 SH05 iCit.i: 口廷(212 D閾樟整部不tll明l1醗3立。と広く、内胃にわずかに突Illする。 内外面貨柑色
(~ 細 16'11)

（況3岬0-154) 
SHお ぶ杯 脚整不裾部明観に。かけて八の字形に開く 。杯部欠捐綱 内外!Iii衿:橙色

(92300009-3"15 ) 
SHお 器台 底径(11.81裾濯葛は平坦1こiiiとりする． 内外面背橙e

(9230000890-16 ) 
SH05 若台 裕高10.5 f字ぷ邸形はに直開繰く。的外に面たタらテあハがケI)。裾.J:邸t内・Jlil面邸ヨ1:コ八ハのケ．内外ii桟質は色

(!f2300I碑-17） 床SilliH直05上
荏台

若口姪o¥':;1186.2.4 はにば八元の字影•形Iにい部開中く。は力全’紋体的もにく棺び雑れ．な上っ-く卜とり．b 内外面浅賣校色

(923()(1寧-18） SH05 鉢 岱口径応1149..02 U!j: 樟菰品I~外は、面嶺9 やテかハにケ、I 口~ JほII)昴字ヨ~コナl~lltデ．り込駐す上。は徴密．内内l11i慎1焦浅褐貨橙色色

(923岬1-119) SHO!i 鉢
沿r:t!高豆勾16..78 ロにほあ部りは、口、だ縁邸し千に記か。Itて•1勺傾最/(す(るt。it調、や整や不上明駆位 内外面橙色

(92000831-9920 ) SHお 鉢 註口高往7(1.81.5 面口絃縦方部向はハややケ内目．消
にたちあがる。体邸り1内外面'/11位色

(9200(31蕊-21） SH05 鉢 岱□~1全1117..68 ほ体ぼ部；；；外形面。タ口テけハ部ケは.や□や唇開部さヨl<¥コ味ナ1;デた。らあがる 内外面貨橙色

31-22 
(92(双如）

SH05 甕 底径＆〇 キ底で、底郎鋼面に指痕り渾あり。 内外面摂褐色

(9ぶ3碑1-2l)3 SH05 甍 底径(7.6)平／』rでばさ6mを瀾る。外面クテハケ。 内外面位色

31-24 SHOS 甕 口径(21.8)逆調霰し字4咽形の口籍部で、口樟部紺Iよ短い。 内外面屈色
(920004615) 厭．
31-25 
(92000878) 

SHOS 鉢 t:IIH21,4 
底□絵瓢部につは逆づLく字。形fぷ椙に折内iiiり 返•~!しむ.かlら*椙下半中位に指か頭ら圧Iり祠損．し内外面面/l¥褐褐色色
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法泣（ ）は復元径

FoCU. 図U一貴番サり）~ 出土地点 笞i直 法量CM 形態、成形、講整の特徴 色瀾

(9200087.,,-. 9゚) 床S面H直05上 汗 9 Lll.tl22.0I '"'テ"'-ハケ'Iく」の字形にllrり迅す。 ~nmn又,1『"''
外面夕 ． 

(920009331-21) 7 SH05 ,., 口注12.1.01l<Jの字影1;l1Jり込す口樟狐,lfl!lin薗,.,.ハヶ．内外血貿柑色

(!I碑31-9238) SH05 費： 口ほ(26.31て1肥く厚」のす字る。彫外1こ面伍,ク,迄テす方口向絃訟Iヽケ這目．祁1こかIt '"'"' 
（笠⑬31-1629 16) 

SU05 "' 口i!(28.81く1おく」さのめ:;る;。影調1こ折虹不り返明瞭r口．絃部。濯部はまる 内外血投色

31-30 
(921碑 3)

Sfl05 "' 底径s.sIll!: 黙邸斑かあらり内。湾躙気竪味不明に胴瞭．部へつつ~ . """'こ I 
、,,

（細,,.-61371) 
SH(J6 "' ロi至(32.61逆内LIl字lこ形突の出0し籍、邸潤で笠、編不稀明I獣i丸．くおさi>lt¥liする．

コ、9

32-32 
（細620)

SH07 鉢 口沿径高8(1.25.61 口樟郎Ii短く外反する。潟霰不明翫。 内外11雌巾追

32 33 
(!1'1002685) 

SH07 sr. 口径(28.5 わIず<Jかのに'肥I・瞑記す1こ折る。り返す口秘部、 口け邸l;t 内外面賞橙色

(9100Jヽ2一鈴,,.4) 
SH07 甕 口径(34.0)突逆帝L字を影貼のり付口樟け部る。で、 その下に翫面三角形の 内外面貿l,l色

(9i002632-9035 ) SH07 贔 上濯面中央郎は円形状にわずかに'""・ "1>'1-IIQ'JTi[,il! 

(9700〇乙2ー683=) S1107 甕llr 口籍下に類面台形の突奇をめぐらす。 内外面黄位色

32-37 
(97002686) 

S1107 広口壺 口径（お2)杯口緑郭外部面は内丹控開にり断。面二,,,形に突出する。 内外面伐貨怜色

(!1700268832-38 ) SHO'I 応J.i'? 約調整汲紐1こ段をもつ｀胴牒1よ往6a,。 内外面困色
不明瞭。

(9700., 2689―.. ) SH07 “坪 円仕状の脚部につけ根とH'l』又紐． 内外面ほ色

(9: 邸Jヽー61SU8) SH07 蛋 口径(19.0).. . ら竪口不tが明曾部鮫にかけて外反しながら大
く111lく。躙 。

9外勺面面/赤!¥l!l褐色色

(97002Jヽ一692.,) 
SH07 袋状□9ゑ壺 口径(5.71 口潤緑整部不明中位煎。で強く屈曲し、袋状口れをなす． 内外面貿ほ色

('¥1003226-9412 ) SH07 袋状口緑滋 口径(6.0) 口潤縁整邸不中明位眈で．籍やかに屈曲L.袋状口給をなTo内外面黄位色

(97002632-況43） SH07 壺？ 底径(8.8)紐部は平坦でetさ5..,を渭る。具庄不明瞭．
外内面面j褐赤橙色色

32-44 SH07 壺？ 底径(7.8) ギ指Jf頭しな底瞑郎で厚さ5皿を測る。内面外1111こ 外内面面/!I貿校色色(97002697) 圧あ I) •

(9i002632-9645 ) SH07 甕 底l蚤5.6 底ょ部は、わずかに上げヶ庇．、外面、板状工具1こ内外i!Jj貨橙色
るナデのちタテJヽ ． 

(9200!Jヽー61496) SHW お白 庇径[S.Sl胴・邸は直字織形的ににたくら調あ整が不り引` 裾部は内，，，気味 1内外面貨屈色
I.Aの開 ． 瞭．

(92003 1ヽ—6•2“1‘) SHI応 甕 口径(28.0)逆L線字的影の口ほ諏口縁郎J:燐面1:、わずか 内外面楼色
に曲 。

(9200-J、1-622•o) SH~ 岱台 底胴怪経(96. .1 1) 胴外部中位るが．鯛最もくびれ．上下方に八のキ形1こ内外面貿位色
反す 笠不明蔚。

(973-226-7049 ) SHl6 甕 口径(22.7)逆・内Lキ傾形すの口籍講部整不、口9象部上靖1面は、 わずか 内外面位色
｛、 る。 項瞭。

(9700.,, 27ー0v1u)1 SHJ6 甕 口径(23.91逆のびL字、影中の央部口はは部わず、口か1に軒部く上ば蟷む。曲は、 水<1'1:内外面面楼褐色色

(9700322-70251 ) 
SHl6 甕 底径(62)ギ坦な底部で厚さIAcmを潤る。調整不明瞭。

内外面面黒貨投色色

(92螂33-512) SHl3 広口壺 口径(19.61順Cl昴ffIJ部直は員丸的にくたおちさあめがるり。，口口紺緑船部1こ外かけ1甘てヨ外コ反ナすデる、， 内外面柑色

(9200096333-53 ) SHJ3 甕 逆Lキ形の口籍部で霜笠不明瞭． 外内面面柑褐色色

33-54 SHl3 
(92000958) 

甕 底往(6.8)底部外面タテハケ。底部1勺面1が深く内湾する。

33 55 SHl3 お台
(92000957) 

底径(7.0) 砂粒を多く含u.1111貶不明瞭。
外内jjj楼色 ， 
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法梨 （ ）は復元径

F(lO.gl'AU-岱l;•n>J 出七地!Y. 岱檜 法位 cm 形熊、成形、調笠の特徴 色潤

（細J、,1-656,.) Sfl46 ” 口l.f.(四.4 l」は祁び上る。1iiUコ11整11'不1'・坦9月瞭で.r'i傾 、短かく外力 円外mi払 1.にの ． 

（細331-65857) SH46 
， U径(28.0I逆器L壁キは記2の一口暉と澤でい倒。昂紗か粒らを口多暉くに含かみけ潟て整1咽不憤すIJIる駆． 内外面!lll,Jj<褐楼色色

（細”1ー65コ9) 
SH46 甕 lif: 註 6.4

1底つ部づはく。わ潤ずか稔不に上明げ瞭/．Jf。rlr-1:A"I'に胴邸に l外勺面面赤褐褐色色

33-59 
(9: ぷ104657)

SH46 受 口径(18.6
"'面はL字1勺形傾のす口る粒。品口粒で部.LIヨUコ郎ナ紺デ．は観く、 l:lii ＂勺りばII橙色

33-60 SH~6 "'"'' 却 12.4I"'潤整即陥~-明は外観．以しながらラッパ状に1;;iく。 " 11•. 
（細660)

(9紐.,.,1-60611 ) SH47 滋 底径 9.7 1底外郎面から細1こかけて大さく間<. 内ffllJJ貨楼色
クテハケ。

33-62 
（細1602)

S1147 汗 底径(7.4)底潟邪整不は4明頃底瞑。で．｛糾部はl'i汽沢昧1こたちあがる。内外面貨ほ色

33 63 SHH 

＂ 
口径 17.6 嵌調Si整li~平;明紙瞭で．．体紗屈ftI:位をか多らく日含け乱むに。かli-Cl'i汎する． 内外面汲貴E色

(92004603) 

｛細331-60647) 
SH47 体 口径(31.8)口縁郎IiI く 」約の：キ影1こ堡＜折り。り~体1'星.外IOO」はタ岱ナ1ハrc, 

外面にヨコナ よるmみあ ヶ．
内9い釘9が渇 I•

34-65 
(o/, 収碑）

SKl7 甕 m恒(28.0)径叫は釦m_I:は位に1あく」りの、字口形U部に折にかり;け~すて。内胴傾祁すktる。大 内外dd貿褐色
34-66 SKl7 甕 底径(8.4) ,,, 坦な底部で、 l'/.さ61111。外Iiiタテハケ。 内外［紺橙色
(92000938) 

(9. 細34-i6、I7) SKl7 
袋状口紅滋 口!l¥(6.8) 胎土は徴密で、調笠不明瞭。 内外曲ほ色

34-68 
(9: ぷ 12)

SKl7 袋lf-1::JU'Cll=I往(8.<I) ロ 9糾岱~·位からl:J柑部にかけて内沼する。 内外1fri黄ほ色

34 69 Kヽl1 袋状口ほ壺 D径(8.0)佑j;lt徴密で、外面丹濱I/。 訥外面貨ほ色
(9'20珈 3)

（泣2000934-3770) 
SKl7 鉢 口径(9.0)平胎坦土なu底徴綿密か。ら外0面1ゑタ部テにIかけて八I,¥良のあ字形りにli;J< ll"IYHII沿已

ケヽ。1J,¥斑 。

34-71 
(~i OO'liQ.I) 

SK19 甍 WlH37.0J I< J ITJ肥'図形1こ折れ返jjTIIJこI断位謁面ヨ.11りのm突笞uiiあとり
され、 する.0 ,.. 角 り。

J'J外阻1因色

34-72 SKl9 鸞

(lti002705) 
底径(6.7)底潤祁整不は僅1引か瞭．ばかりであるが上げ底． 内外面貿1a色

（細341-65073) 
SK21 冥 rH翌(28.7)ロや駁や邸肥Wはすlる<J．の調字笠;i形;1にr1ll瞭r．りi!!す • rJ¥J部は "1'1・躙l~貞.,,

34-74 SK21 ヲE 口往(18.0) ., 部I外<J 面Uタ)字形にVjI/』込す。胎 1:1よl'li内外面面楼贔褐色色
（細1&17) 密で、体 ナハケ．

34-75 SK21 鸞 n径(19.5 r <」の字形1こ折り込すLI樟部ぷ北LJF毀密．II勺外面貨位色
（細 i紀2)

(9'.!00341-64766 ) 
SK21 甕 底径 S.7 外”干面上クげテ底ハ気ヶ味．の底邸• l'/. さIonで、 I外'囁面i閲貨楼褐色色

(9200341-6577 1) 
SKll ’ 底径(6.3)E干上げ底久味の底祁。潟性ぷ明瞭． 外内面直l:赤1.1色褐色

34-78 SK21 体 底径(73) 濁・J'・坦整不な底りl駆部．でI'/./:3amと非布に薄い。 内外直面j貨貨柑褐色,. 
（細 16.'5)
34 79 SK21 袋状IJU壺 叫 6.s,1,., 胎土叫 心：Jl班螂あり。l嘩面II緑に指隔頃ヨFEコHナiあデ。り． 内外Iii貨位色
（畑 648) は徴密．

(¥tぶ341-61850) 
SKll 体 LI往 16.0 内・j!)!!傾すな底る部。で体1部4'$外面は内タ河テハ,t昧ケ．で、焦U班はあ部り。は 内外ilii屈色

35-81 SK22 甕 口径(25.8口位1に疇部あはる。l外く面」のク字テにハtケli。h. 11M部舷K釦よ中 内直i貨校色
(9'2001630) 外flii茶褐色
35-82 SK22 甕 底径(8.6) 庇籍部す外。側面から体郎にかけて糧いクチ9 ケヽを 内1il/J.¥色
（細 162-1) 外面貨橙色
35-83 SKZl 甕 底往(9.8)底部は，•J'-l!! で、外直1タテハケ。

内外血碩j茶,J,,楼褐色色
（細 627)
35 84 SK22 ヨ 駁径18.1) 1'1!! 貞iな底部で、底邸外面には指頃1£が（あり 、 内Yflllii1/'lil色
（細 625) 外 柑いタ・テハケ。

（細351-63385) 
SK泣 甍 底径(S.O) 外・1'-用面な／柑』田部いで,テ,,. さ5aを瀾る。 内外印血烈貨楼J<l色'• 

側 タハケe
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法J,t( )は復元径

,;(,~1,IJ.1-(;il'l,~•;) • tiは：地虹 ね棟 法共ロロ 形懇、成形、潟整の特徴 色関

（況c.>:>1・-62oo6) 
SK22 ，，， 底径<6.9) 潤ヒ竪げ底4渭気l球駁の．底部で料さ91<を洲る。 I'外"'曲面'/J杞i褐色色

（細.≫1-62o9,) SKZ/ 
，，， I底ぽ17.0)キJI¥,な底部。外血柑いタァ 9ヽヶ． I'外嘘面褐黄色投色

（細=1-&oo13) 
SKZ! 噸 胴わ氾す。'I'l外l.面、おmよ租UI),'lloUに蘭111M01:影突付をま 内外~直Ii黄貨橙褐色色

35-89 
(9: ぶ~~1635)

SK訟 ,: 牡杯 底往00.7) 1脚裾部はラ ッ パ状に関く 。鉗部1勺~II ヨコナデ。 l'i外由貨褐色

35 90 SKZ! ff' Ii! 至7.5 IJ祁からUhl那1こかけて、l1iで竪私：!.¥近あり。 内外面貨稔色
(9: ぷ)(),t邸 I
35-91 SK22 文訳l 庇径 6.2 ft料げ湛底はで円H．状栴。品I.I/、(l)'j:形にllllく。 1勺り~~"位色
（細 1632)
35-92 
（細631)

SK22 文開 底径 6.2 円fE状の支罰、ひぴが人る。 11"1外面橙色

35 93 SK22 文開
(9: 碑 628)

I#引t6.4 裾す部る。外1面に指煩IH(あり• I勺面の沿喰は剥離 内外d!Hll色

35 94 SK27 甕 口lf.(28.8) 1く」の字影1こllil/返ずUtt昴． 内外~Ii屈色
(9700切08)
35-95 
(9i002709) 

SK27 切杯 「llf.(22.6)nか紺け忍てはわ1ず勺謁か1にこ翫11i笥lfllす::,角る。形に突出し、 杯祁に 内外llli位色

36-96 SK26 吏 底径 6.5 口舷祁は逆L字(,で、 1, 磁面は1勺関する。 内外面位色
（細 1665) 胴部は包弾影。潤竪和印駁．
36-97 SK26 央 口径 28.6 n紺邪外部は逆L字形で、 l: 濱面はほぼ水平． ll"l>H籠赤柑色
(92001661) 体 面クテ 9ヽケ。
36-98 
（細 I邸 ）

SK26 吏 I底径 6.5 底潟掲はJ:.りllf底で,I'/. さI.Sanを測る。
佗不瞭。

内外面悛色

36-99 
(92004662) 

SK26 史 1咄 ,i6.8 底9本部部は外r面,タF上・I・げハ1ケ,J:。'.A味でl'tさ1.6cmを澗る． 内ク►illii酎賢餃色

36 100 SK26 "' 底径 6.3 底部はむ-f上げ底久味で、外面タテハケ。 内外面位色(92()(}1663) 
36-101 SK26 ・ゞ 底佳{5.5) 底く面1月1よわずかに L:lf底で、圏郎1こかけてKさ 内外ilii面!!.¥褐色
(97002707) く。 位色

36-102 SKヽ12 甕 ni沿(24.0)n縁都はク111111こ．馴面惰r1影の桔t付を貼り 内外面：l¥褐色
(9700'2694) 付ける。

36-11033 ) SK42 甕 1 ll't(Z5.2) nけ秘て下部がは類る。I虹王砂柁角形で. I: 沿1ld1:utl部にか 内外!Iii柑色
(970017 を多く含み蹟笠不明観。

(920036-171},I04 ) SK42 甕 駈佳 6.2 I: げ底気味Q)底綿でl'/.さIcmをill!る。 内面褐位色色
外面タテハケ吟 外ilii

36-105 SK42 硲If- 底径(23.7)附嬬部は面とりされ．濯郡外1面ヨコナデ． 内外面位色
(97{燃 93) 糾部外i籠夕9・ハヶ．

(9200l37-臨106） SK28 ft nt:t. お.9ロ総昴I![く」内の字形にnitし、 l~ftが,,位から 内外血面楼褐色色
U紺部にかけ ばする。I~昴外面fflいタテハケ．

(932007-1 107 SK28 壺？ bf径 7.5 や面や上柑げい底気味のヶ底• 祁'.l¥班でIあ•/. さIODな濶る。 内外ifli!l!色
667) 外 タテハ り。

37-108 SK28 -.I? 底1t(7.Sl ,,, 坦でI•/.さ1.8cmの底部。濁笠心JI瞭． 内外面貿橙色
(92001669) 
37-109 SK~ 売？ 底径(9.4)半Jqな庇部で体部にかけてたちあがる． 内外面貨因色
(92001668) 外面タテハケ“

(932007-1617100 ) 
SK28 甕 託径(6.i) 平坦でl<f.さIcmの底駕。 ,Jlj~,f-明煎。 内外面貿橙色

(93細7-111 SKお 甕 底註(8.4) 瞭・ド坦．でPtさ4lllllと非常に薄い庇部。調1.1'イ渭l 内面開褐色
682) 外面茶褐色

1937007-2一1ヽ12 SK45 完 rJl't(312 潤l(J不のキ形にJlitti?&•tlllぷ部． 内外曲黄ほ色
1,1) 整町煎。

(9 37-113 SK45 甍 ,.~, 釜(8.4)キJI!で臥さ 6a,の底!Iii.四立,,.,,.,.。
外内面iJlj褐茶色褐色

37-114 SKヽ15 虹 ht往(5.6),,. .. 1 .. ぼ1.2cmの礼があく 。 内外d面1i棺茶褐色色
191002―i15l 

（笠37 115 SK50 費 Ill:''-, u絃部は逆L字形。 f・.燐9計はやや内傾し、 内外面橙色
内開に若干突出するn 体部外面タテハヶ．
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法黛（ ）は復元径

出土地点 I笞積 形懇、成形、潤整の井徴 色調

s頭

可

声
9岬 ー/6))

(9; 38碑-17202) 

(93820009-17243 ) 

38-124 
(9叫 ーi2)

(92000938-1―/235 ) 

(9200096538-126 ) SX18 高坪

(9,o2004-704127 ) SD29 甕

(9200438-咽128） SD2.9 甕

38-129 
(92004707) 

SDお 甕

（細38-705130) SDお 器台

39-11321 ) SJ41 
(92知 7
39-132 S141 
(9200おお）

2. 古墳時代後期～奈良時代の土器

古JJ1時代後期～奈良時代にかけての遺物が出土しているが、古IJ't時代後期の遺物は少なく、

奈良時代がほとんどである。奈良時代の竪穴住居跡であるSHl 0、l2、l4から須恵岱、

土師器が出土している。しかし、遺物の位としては弥生時代のそれに比べて少ない。関査時に

おいて古m時代後期の遺物は見過ごしていたが、選物整理の段階でこれらの遺物が抽出できた。
以下、時代、遣構ごとに記す。

け古墳時代後期、飛鳥時代の土器 (Fi屯.40)

133はSHl5埋土中出土。須恵器杯蓋片、復元口径14.5cm。天井部は比較的入念なヘラケズ

リ。

134はSK20埋土中出土。 須恵器杯盗片、口縁部は丸くおさめ内外ヨコナデ、体部,1,位にヘ

ラケズリによる稜あり。

135、136はSK34埋土中出土。135は須恵器杯装、復元口径8.4cm、器高1.0cm.体部中位か
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ニ戸1331~ニlJ 二 31お凧. 、、 136
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‘、 137 、一一、·~v.~n、""
こ 142 二 3
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-- ---4·~ コ''
田

ロ
三土互145= 
‘’ ‘‘ 

-, ~~ 
''・ 146 147 

ーニ
SH12 

~-—土—琴
150 

戸一弓＝ー
153 

~ 三、一平＝ヽ 155
SH14 

I況

二 こ58

SK35 

＝三」
SK37 

知
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ら天Jt-部にかけてヘラケズ＇）痕あり 136は t師和＇氾洞部、短脚で即部にヘラ~1,; i:nにより約

IOl面はと涌iとりされる。

(2際 良時代の土器 (Fig.40)

①竪穴住居跡出土土器

奈良時代の竪穴fl/、叶跡 6 軒のうち 4 専fからI~諒 11f能な遣物がIllI: している。SHI O. I 4 

からは沿.r,:状態の良好な逍物が出上している。以下近構ごとに出す。
SH02出土土器

137はJ(i.l!(器杯身のII絃部。IIりt部l勺開は面とりされる。l」粒祁fi・Jftlに使がつき、断rfriは二角

形にfl:上げる。内外面ヨコナデ。138はtti忠器J不身の/1"£部。復元liHf9.4cm。Ii£部ヘラ切り痕が

残る。139は1瀾i器売のCl緑祁I¥・.11粒部は粒やかにくの‘祖：形に1111げる。II抒部は丸くおさめる。

外面iヨコナデ。

$ H 1 0出土土器

泣物は1,111面から数四浮いてIll土している• 140は1:師器翌II粒部。「l柑部は外反しながら外）i

にひろがる。 LI緑部は指押さえで成形したのち．外面ヨコナデ。 外,rii.~.\斑あり 。 紺ii:緻術。141

はm恵器l,j:近のII粒部。復元11径16.2cm.溢品は下方につまむ。天JI:部は人念なヘラケズリ。
142、143、144,147は須忠器益台付杯身、 142は復元11径13.1cm。t粒窃3.&平 ft-f.11は1勺ifi気味

にヽ1ら上がる。邸台部はlllrり付けており、その痕跡がI月瞭に残る。143は復）e1 l!fl2.0cm. 器屈

1.3cm, 体部はti(線(f1にハの字形に広がる。 144、 147は必台付きのIi~部片、 1 44は,.·~台外往9.5cm、

147は，：祈台外径6.8cm。 裔台部をしっかりつくり、品台品も 5mmと他に比ぺ,,;~い。1451ょt師器心j

台1・)杯材の1釦祁片。高台邸は7匹と，岱く外）iに向けハの字形にじ；がる。146ば須忠器杯身、復）i:

「l径11.5cm、1本部は1/(線的に外）iにハの字形に1引く。148はm忠岱Oil.!!I元11径16.8cm.器屈1.9cm。
底部にはLNL転ヘラ切り離し痕あり。体祁は外・1,気味にい絃部にいたる。1491;/.須忠器の平瓶か。

Id祁にて欠mし.liillり1部がわずかに残る。14-部r半部は浄JI:ヘラケズリ ，図ぶした以外の I:器
として上師器売「l緑部片、 .IJili岱央把手。 I・.師器科fiH杯身／飴祁)¥・、り池器H溢 11秘部I',・など

がある。

SH 1 2出土土器

150、1511.t.l:師器tf:l,j_のl」杖部/¥・、 150は復元1llfl8.6cm、1511よ復）Wtせ15.0cm。ともに岱

形はflれておりl」秘端部は卜方につまむ。152は1:t.ifJ器l,f;身、復Ji:LI径11.6cm.器1::;3.5cm。・1り戊で

9本部はi'iI'外I丈気味1こハの字形1こ目lく。153は須恵器Jf身のII粒部片、復元I11¥¥16.0tm。内外llii

ョコナデ。

SH 1 4出土土器

154、 1 55はUi忍器杯社、 154は復）t「Ii怜 18.3cm、器，•,:i2 .8cm。 夭 JI部は~•,: I'九味を-:;7ぴ板IIIU
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がつく 。 n緑部はハの字形に,~,く。1551よ釦状のつまみがつく。）こ井部は同転ヘラケズリ。156

ー158は狐i湛坪身。1561よ復元口径13.8cm、器窃3.9cm。底部は平底で体部はハの字形に開く。

157、 1581:1/,~S台付杯身、 157は復元口径16.&m、 器~Y,5.5cmo 店台部は1汲部と 1本部の屈 ill!部につ

き、外）JIこむかって l~I く 。 f,t,:部は大さくハの字形に開く。胎・I:は軟買。158はJ3.3an、器為i4.4an、

f本部は若干'"而気味に外方に開く。

②土坑出土土諄

SK35出土土雑

159は・1・.師器甕のn絃部片、t紀元□径17.0cm。口粒部は外反しながら外方にひらく。140と形
態的には類似するものの胎土、色瀾が沢なる。胎土は砂粒を含み、黄橙色．

SK37出土土器

160は須忠器1-j;Ji.、復元「l径16以：m、器高1.4cm。口粒；'i1部はT)Jにつまむ。天井祁はヘラ切り

痕が残る。

3. 石器、石製品、土製品

本汎査にて出J;した石器、/J製品、 J:製品をFig41に掲載する。171が奈良時代の竪穴ti:射跡

から出土しているがそれ以外はすぺて弥生時代の遺構および包含層出土である。以下、番号順

に遺物の説明を記す。

161は土弾、SXIS/JLI:。ラクピーボール状の形態で全長4cm、径2.5cmを測る。162は石鏃、

SH04出土..'.I.I曜石製、剥l片を素材と しており、衷面は主炭剥雌面を残す。深い袂りをもち、

周辺の細剖雄によ り形態を笠える。163は磨製石剣、 SHO 6 Lll:t.、先端のみで残:{f艮5.1cm、

幅2.5cm、臥さ4皿を測る。全体的に磨耗しており、石nは167、168と同じである。164は扁平片
刃石斧、 SH08出上．刃部面端は欠Iiiするものの基部は残る。全長5.2cm、9乱2.1cm、匝さ9mm

を測る。165は附石.SD 2 9 Ill土.1/2残存。凝灰岩製、1111面は丸みをもつ。166-168は石包

T、1661:lSHO5tlJ」:.色説は小豆色で硬n、立岩所か。f't部は幾分面とりされる。1671i包
含層、 1681よSH03出土、ともに約1/2残存、 6質や全体的な形態は類似する。ただ、 168のJf

部は頂iとりされるのに対して167のそれはされない。169、170は砥石、169はSKI7、170は

也含~Ill I:。ともに砂岩製。1691;1:及炎、1111面が170は両1l11面、表面が利用される。171はIり盤

状ti製品、SH02出I:。！り途不明、艮径9.SCJn、短径8.1cmで、表面の中央に、径2匹のイLを窪

ませる。開面は滑らかに潤笹される。172は扁平悴状の石製品、pJ 0出土、用途1がい月、先端

部が崩れて面とりされた状態である。171、160は花扁岩製か。

石器としてこの他に図示していないがSKSOからサヌカイト製の消片と残核がSK22か

らもサヌカイト製の油JJ卜が出 I:している。
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N. まとめ

1. 佐賀平野の弥生中期後半～後期初頭の土器群

(1)はじめに

本調?,'till土の土器には史の11位 1汲部が目立ってIll土しており、本報告行の挿図に掲戟して

いる I湛以外にも多くの破片が出土している。それらについては本文中でJ:器分類をもとに記

述している。

中期土器について調査担当者は経験的に中期前半、中頃、後半、末などといった時期区分を

使っている。弥生1(1期土器紺年は研究史的にも集祐内Ill土の日常生活土器の紺年と埋葬1こIllい

られた史／）1や祭祀I:器の編年があり、それゆえに微妙な箇所で潤査担当者fllJでの編年観の違い

がみられる。中期土器の編年には史の口緑部、底邪の形態変化をその指探にすることが多い。

集落内の竪穴住l泊粉などからは完形の土器が出土することがまれであり、むしろ0粒部、底部

片といった土器破片が多く IH-t.:している。この中でも甕の口紺部、底部は土器編年の指襟にな

っていることからもその土器分類を1iい、遺構の時期を決定していく作業は煎要な意味をもつ。

ここでは、先学の編年をもとにした史の0縁部、底邪分類を行い、佐代平野における中期と

後期の時期区分となる土器群の指標をIP]確にし、坊所三本松遺跡の梨落時期を考えたい。

(2蘭究ヽ Jヽ史

北部九州の•l•JUJ土器のIll式として現在、 労名なのが城ノ越式とIJ(玖式であるが、研究史」．：紋

も早く知られたのは須玖式上器である。その多くは甕棺として知られており古くは森本六爾、

杉原荘介、小林行雄氏らは中期」：器型式と して須玖式を設定している。1958年に杉原荘介氏に

よる城ノ越貝核の調在が実施され城ノ越式の設定がなされたが、杉厭氏の城ノ越式1:1:a、br屈

式を設定し中期初頭から中頃までを一括する編年観を提唱した。森貞次郎 (1966)は城ノ越式、

須玖式、御床式の3期区分をそれぞれ初頭、中頃、後半とし、城ノ越式を中期初頭に限定し今

El多く指示されている。

小川訂士雄 (1973)は中期初頭を城ノ越式、中期,1,1項を須玖式とし前半から中頃を須玖l式、

後半を須玖aとし、森編年を碁調とした編年を組み立てた。その後嬌n達也 (1979)は成人用
大形甕棺を編年しそれに併行する1-1常m土器の福年を試みている。
片岡宏二 (1982)は福岡県小郡市周辺の沢料を}flいて中期土器の編年を行った。それは土器

各器権の刹式！芥的楳作を得て,,,期を 1期 （城ノ越式）、Il期、 日期、 I¥'期 （須玖I式）、V期、

V1期 （須玖D式）に編年した。

Ill的博之 ( 1985) は北部九州の須玖式土器は遠~/II以束と以洒では地域性がみられ、それぞ

れの両地域で紺年を組み立てた。また、従米の城ノ越式は須玖I式古段附に対応するとし須玖
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I 式を古段附、 中段陪、 新段隋、須玖 n式を古段階、 新段防に分けている。 その~$;本挽作は売

の口縁部、底部の形態分類をもとに、広口壺の形態変化などと併せてその編年楳作の指げにし

ている。

武末純一 (1987)は中期土器を城ノ越式、須玖式1、U式に分け、 l+I綺と1司様泣釘Ill以世と

以求に分け編年を絹み立てている。

これら先学の研究をふまえるならば、須玖1式とD式の区分の指揉1こついて小u11;1:1:雄氏は

須玖I式の壺は平坦な鋤形lコ緑で1ilが張り突帝を有し、史は逆L字形口粒で高杯は鋤形口縁で

脚が硲くのび、壺とともに丹浚りのものがある。Yi玖n式の壺は府が中位に下がり突帯を多く

重ねるものが見られる。平坦な口緑はT字形断面に発逹したものが壺、甕、/,'$,杯などにみられ

須玖a式の特徴となる。点杯の脚祁は棒状に延びきって極限まで発達し、新たに出現する器種
として薄肉の鼓形器台、丹液細類の袋状n緑壺があり、甕には口録が匙状にふくらむものが登
場するとしている。

片l~I宏二氏は須玖 0 式に柑当する V期の指栢として口緑の内側に稜がなく、折り返しただけ

のIJ緑をなす炎Eや丹放り1打研で発達した鋤先状口縁をあげ、口唇にJtlfみをつける甕Fの出現

とし、さらに須玖n式新段rliにあたるVil閉には袋状口緑壺や柘端に長脚の祁杯が出現し、安は

鋤先状のものがなくなり折り曲げただけの口緑に統 t されるとする。）ヤl咀編年は取り扱った;ii 

料が小郡市周辺という地域が限定されたものであるが須玖1式を3段階に須玖n式を2段階に

細分している。

田崎博之氏は土器の地域性に溢究し前期末では玄海瀧沿洋と布明海沿i店での様相が異なって

おり中期段陪では遠Till!以東と以西という地域性がみられることを考察している。返Tl川以洒

地域ではB、C、D系!IIの史があり。それぞれの系謂の吏は1沢罰成形予法や諸特徴からさらに

数型式に分かれ、それをもとに須玖I式を古、 中、 新の3段陪に須玖n式を占、新の2段附に

紺年している。須玖0式から口緑部を折り返すC系謂の甕と袋状口緑の長頸壺が出現するとし

ている。

武木純ー氏は須玖式と後lり1前半の裔三瀦式区分の指楼を学史を芹まえて 「く」 ,;.:1」緑哭の戚

立にもとめたものの 「く」字形口緑に近い中期の屈折口緑はその弁別が人によって異なること

もあり （武末1982)、袋状口緑壺の複合口緑化にもとめた。また、茄杯の成形技法が須玖 I式で

は組み合わせ杯部うわのせ技法のAllaが主で組み合わせ脚部つけたし技法のAlもみられる

が須玖n式になると連械成形技法のB技法や糾み合わせ杯部うわのせ充瑣技法であるAllbが

出現するとし、 A技法は前期からの系講でB技法は瀬戸内地方のn様式の影愕の可能性を示唆

している。

先"'1=の研究をふまえるならば、須玖1式とU式、そして後期土器の時期区分の指揉は須玖l

式の史は逆L字形11緑で須玖n式は発達したPi=形口紺の売、そして折り返しU緑の売が新た
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に出現し、甕以外の器棟として袋状口緑並や長騨I，・荘ドがIll現する。後期の区分は 「く」午形甕

の成立であろうがその弁りりは困難で複合n緑壺の成立とするという考え方がある。

j3)口縁部分類と底部分類

本迅跡/ll:l::ヒ器の史のn舷部、及び底祁分類をFig.42と以下に示す。本報告打掲載の各遺和J1
I: の土器のうち甕の口緑部、底部片についてはこの分類で記述Lている。

①口緯部分類

1類 口粒部断面形が二角形にJ剋双する。

D-1類内側に低<r勺傾する逆Lキ形口緑．
D-2類 1-1緑部上溢1面は平坦な逆L字形の1-1絃。口緑幅は約2.5cm。

0-3類 n粒部I:溢面はやや平J!lな逆L字形で口緑部内側に突出する。口緑上嬬面中央部が

やや窪むものもある。Cl緑幅9ょD-2類より長く約3cm前後である。

D-4類 T字形に梵達した「！紺。l:端面中央部がやや窪むものもある。O緑幅は約4cm前後

である。

ID-I類 水平に近く折り返した口緑。口柑部がやや肥収するものもある。

m-2頚 水平に近く折り返した11緑で、口昏郊はJ即iする。口粒fl(下外1liiにヨコナデによる

Illみがlnlる。口行部は面取りされる。

m-3類 くの字形に近く折り返した口給。

②底部分類

A類 iix部外面は上げ底断面は台形でWい。

B類 底部外血は上げ'*で臥く、細くしまる。

C-1類底部外面は平担で,.,.さはZan1ia後である。

C - 2 類底部外面は平坦で~/.さはIan前後である。
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C - 3類底部外面の周緑に粘土帝を接合することによって ~.If底にする。

0-J頌底部外面は平捐で、内面はスリ鉢状である。

D-2類 底部外面は平坦で、内面は側面との接合部でlitillllする。底部の厄さは約 IcmJ:.J. I: で

ある。

D-3類 底部外面は平J1lで、内面はfill!面との接合部で屈1111する。底部の1以さは約Icm以下で

ある。

③口緑部と底部の型式変化

口緑部形慇は断面三角形から1勺側に内栢する逆Lキ形、そして逆L字形が発達し、折り返し

Llf点が出現するという変化がみられる。逆L字形n緑でもII絃部粘：I.:布の接合の追いによりい

くつかの成形r'法がれ取できる。とくに 11-3、Il-4類では謂而粘士の上に「1紺部枯tをT

字形に接合する方法と、逆L字形に折り曲げたU緑の内側にさらに枯：I.:幣を接令させる）i法があ

り、その結果後者は□-4類でnt虹上燐面が代むI.I緑形態を生みll',す。
底部分類はm崎 (1985)の底部成形手法の分類をもとにしており、それとの対比はA類はa

手法、 B類はb手法、C-1類はer-it、D類はd、e手法となる。この底部形態はIII崎の論ずる

とおりその成形過程の粘t接合により決定される。A、B、C類の粘上僻は3段に重ねるため

底部もJf/.い。また、 C類、 Dtfiで底面がrnむのもこの成形手法の迩いである。C-3類は底部
面JM象点に枯土菊を接合することによって上げ底になる。D類でも底部にあたる枯1-.l'l盤と1111面

の粘上との接合法により J:げ底になるものもみられ、 D-3類のように伍端に薄い底部もつく

られる。 売底祁の翌式変化ば 、 この1氏部のl以さと Ii~径の変化で捉えられる。この底部分類のう

ちC類は底径6-6.5cmで、 D類は1氏径8onr11/後であり、 他の遺跡NII:のI:器を参芳にすれば底

径は6-6. 5cm-8cm前後→9 -10cm前後と大きくなる傾向が兄られる。

この口縁菰底部分類の型式打1列1よ削述した1¥:1式変化や橋U (1979)、111的 (1985)らの先学

研究を参考にするならば口絃祁は 1 類一• II - I 類— 11 -2 刃i-·□ -3 rilーロ ー、Ill→ (m-1 
類.m-2頷）一m-3類である。また、底祁分類のそれはA類-・13類-・C類ー1灯！ーC-2

頬ー (D-1類、 D-2類、 D-3類）となる。

14)坊所三本松遺跡の甕分類と問題点

本遺跡の各遺情11¥J:の売の口枯部、底部を上記分類でP.,記したのが'Tob.5である。 この表ヽI•

には骰告；F掲載以外の出」・・上器も含めている。この表から甕IJ粒部と底部の0類とC類そして

皿類とD類の組み合わせがわかる。また、「If蛉部n類の計34点、皿類の社切点.Jif部C甘iの計

21点、 D類の計22点であり、このことから坊所そ本松迅跡の集俗の兌達した時期を推寮するこ

ともできる。ところで、先学の研究によれば須玖U式の特徴はT字形に発達したII緑部にある。
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Tab.5 坊所三本松沼跡;n構別売II紺・ 1戊祁分類表

迅情名
甍CIIゑ部分碩 甕底部分類

その他のお憧
1日-1D-2 -3 n-1 皿・1m. Im~ A 8 C-1 C-2 C-3 D-1 D-2 似

SHOI I 3 
SH O•I 2 5 I I I 
S II O 5 5 I 7 I 2 I Ill頚袋状口ht<i:!

S II O 6 I 
SH07 I I I 袋状口縁壺

SHOS I 
S ll I 3 2 I 
SH l 6 I I I 
S H•I 6 I I I 
S114 7 1 I 
SK I 7 2 I I 1 袋~~□紺せ

SK I 9 2 I 

SK 2 I 4 2 袋状□柑必
SKZZ 6 2 I I 4 
SK26 I I 2 I 
SK27 I 
SK28 3 4 I I 

SK •1 2 I I 
SK 4 5 I I 

SK 5 0 I 2 
SXIS I 5 I 

S029 I 2 l 

4、,ii・ Iヽ II 16 6 I 26 I 

゜
0 0 5 15 J I M 7 

計 4 

“ 
27 0 0 21 2"l 

本分類では Il-4類がそれにあたるのであろうが 1点のみの11¥i:である。また、須玖D式の

史として折り返しLI阜SであるIll-I ti[が出現することもいわれているがその比率が極溢に多く、

m類に伴ってtti玖0式の特徴のひとつでもある袋状IJ秘並が出上している。このi:器群の時期

を辿r1111以西の北部）し州紺年観に従いm玖n式札l・りとlj¥純に捉えられるのか次ぎに佐ti平野,,、J

の他の迅跳U¥」：の」：器群を参考にしてみたい。

(5滋賀平野の中期後半～後期初頭の土器群

①遺跡、遺構の抽出と器種分類と器樋構成

t器群の地域性をIJJ碓にするためにも佐1'i平野という地J点を限定する必災がある。これまで、

佐灯平野の占Jl'f時代初頭前後の集落動1i,J を、；； じた ~II原 (1994) や弥’セ～古t~時代前JUIの集浴ヽ1.

地と動向を考察している徳l:Y( I蛉l.l995a.1995b.l叩7) を参./JI~ してここでは嘉瀬川以西から寒

水川流域の遺跡を対象にした。その遺跡の母1昇出 I:の上器の器棟分類とその組合わせを一吃,~

したのがTab.6である。対象にした遺跡は佐化阻6辺跳、千代田町2遺跡、 三根町 j遣9がでJl88

遺"1の I:岱群を抽Illしたがこれらはすぺて集落Illヒt器である．
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北部九州の弥生,,,1u1後・tsの士器利式である須玖u式の指傑として袋状Uhl壺やIHり邸1化のIll
現があり、広口社の型式変化も比較的明燎にわかることから 、 袋状11は液、 ,(lj杯、 9よ11·./~の器

種分類とその型式変化を杉えてみる。Fig.43に器種分類閃を掲栽する。.:::の分類(ii中の I:器は抽

出した泊構/fl上中の上器である。

袋状11絃壺はII絃11(1刊こ三角突術を,~1す A 類、 !ii部や胴部に三角突菊をめぐらす後期に特徴

的なB類、突竹のないC類、 D類がある。 C類は人:~ さにより器，iり20cm1iif後のC-l .C-2類と

器窃1和ll•f後のC-3 類がある。 袋状口粒壺の咆式変化は頸部が細一•).,であるからA-I類一

A- 2 類、 C- 1 類一•C-2 類である。

窃lf!i鋤先11秘をもつA類と索l」絃の B類、杯部外面'i• f,i:に：：：fヽ1突幣をめぐらすC類がある。

A類の咄式変化は「I粒部形態の変化は売と同様でl1部の深さが深い一浅いで、脚部も短い—•長

いへと変化する。 A-5類は鋤先m~が外傾するもので、水平な鋤先口粒より後Illである。

広rI壺は索11緑のA訊獨先IIf点のB類、 II頚部がl'J.<Jil僻胴部に：：：fり突布を""すC類が

ある。Ar/i.B類の利式変化はII頚が短い一長いであり、 G-1.2類は胴泌突',j'iのイi無により

分類した。C類は砲弾形あるいは球形の朋部に短く外1反するl―l舷祁がつくもので、 -,'.fり突滞を

めぐらす。

Tab.5は抽Illした迅構llli:・I:岱群の各器帷組み合わせ表である。史は上述LたII紺部、底部分

類を/Ifい各器種1/11威をみてみた。その結果4時期の器帷の績lみ合わせが介取でさた。

まず、売口緑部11-3烈i、9公口壺A-1、B-l煩、 ,f5/;{:A-I類の器憧構成である。これらすぺ

てを11¥・t.した迅構はないが瓦町;n跡SKl3、SKSI、天述寺it/島迅跡SEJO J、SKI
0 3、SKJ I 8亀SKl 2 1、SKl 3 9でII¥上している。

次ぎに克「I粒部 n ~1煩、広n返A- 2 、 8- 2、B-3類、 r,ij/;{:A-3、A-4類の器棟構成で

ある。これらのうち3器偵以I沼．を/HJ.:した磁1昇と して瓦町遺跡SK212、SK220、SK

2 3 J、5D275、tす徳永沿跡L地liSK 3 9 、 •直:"IJ'り神社迅跡 D SK 1 I 3、天佳寺111島

沿跳SK135がある。とくに瓦町迫路ではこの器1,1(の消lみ合わせが多い。

さらに、売口緑部m類、広口泊lC類.m1:A-5、Cffi亀袋状口紺壺A、C類の器種構成であ

る。これらのうち3器種以上を出．七した遣溝として村徳水遺跡F地1えSE21、SE23.S 

R 4 7、村徳永遺跡K地liSK・1 I 9、SH4 3 I、村徳永迅跡J地liSHI I、け徳永遣跳

L地尻SKOS、S8103、S8109、南li-iifirが4I,(S E 4 0 2 • iltlll亜分逍淋DIメ'.SK

3 0 7、SK599がある。この器種構成は村徳,k辺跡各地区において顕f,'にみられる。

11}後に央11松悧暉］類と広Ih:i1C類｀袋状r1;ふi:!B類を/II上したil'lf鼻として付稔水追帥し地区

SEGO、SE68、ll'llllil'.l跡 I(x'.S KO 3がある

以1-.の器種の消1み合わせは各器種の堕式変化とも-1111関しており、四構IllI: のI:器群をみても

安定した器種構成がみられる。このことはこれらそれぞれの器撞構成をもつ I:器群は各時期と
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Fig.43 弥生1沿．器 （中JりJ-後期；；!)器帷分類
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してとらえられ、ここに4つの時期を想定できる。

Tnb.6 遣構別器種分類表

遺肝名 遺1鼻名
甕

□It祁底紐
り；!Jill れが精 応H ,, 虐暉H遺樟名 遺情名

甕
rJ:rrl!I 曲直りa,,, そ漬•H

口"記応篤

Ji.JI! 区 SKOi [.J.I.J.I• 0-1 A-I lHUt H邑a<F SW  m-3 C-1 A•I 
SK位 ll,3. D-1 8,2 

H也""SK<l9 m-1 A-1.C 

SK促； 11-3、D-1c:.~!.l>J B-2 A・2 1111 SH431 ● -1.1-3 0-2.o.J ．^？ 
SKII ll-3. 0-4 D-1.1).3 B-2 Hlfi加 SEIOI I I.I 3 A-5 

SKl3 11,3 D,I .. , Sl!lお 日-I c-2 

SKM 0-3, Q-1 D・1 111!.kl SEI~ m-1 1).2 D 

SKI; Dal B-3 .. , 邑≪.贔 s心 D-4 D-2. 四

SKl8 Il-3. Q•I 帥Ua SHll • - 1.M C・1 A•l A-5 
SKl9 U,3, D-1 6,2 Slllll9 

SK29 tt.J 0-1.0-2 8-2 HIML sro, • -1.1-3 

s心 ll-3、D-1 A-3 S曲 m-a C-3 8 z:ti 
s心1 U-4 D-2 6-3 s畷 m-J B 

SK$2 SK(!; m-J c.J C・2 ,:,1.C 
SKお ll-3. D-< 凶-•~ 量，Zltr SKOO u -• l>-2.D-J A•3 

SK61 n,1 A-3 SK39 u ·• A•!.8-? A•J 石t,

SK&I Il,1 D-1 A•I 召h SBIOI 員-I ,.2 A-3 

SK岱 U.J. D-t 広□-Ji. SBIOO ● -1,1-3 C 

SKlO 0-4 匹，Sh SB109 m-3 C A•5 
SK釦 D-3. D-4 0-2 ll-2 B ru.uw SK姻 a -4 0-3 A--1,C 召Ir

SK8I ll-3 A-I.A,! 召h SK469 D-3.D I R-2 

SK% ll,1 C.J 8 SK,:1!8 U-3,U-1 o-?. ぃ A•I 呂白
SKJ位 11-3. D4 0-1 A•I AJ,A;j 石h 叩oH{S以伍！ H.1-3 A・2 

SKl42 11-3. D4 D-2.0-3 A-2 i:it, S以21 • - 1,M 
SKl61 Il-3 1).3 A-1 召台 Sじ2 m -3 C 

SK166 ll-3 0-2 員US/f SK・、Ill D-U-3 A,I 

SKl67 ll-3. D-1 0-2.0-3 図 金を111SKIOJ A-2 ,,.s、C

h.'101£ SK210 D-3 O.I A-2 員も!Iii増RIIRSKOO ． ,.s 
SK211 D-3. n,1 A•2 i5tJ 荘Ukl~ Sl(Jo; m-3 C-3 r-!.C~ 
匹 12 n-1 0-2 B-2 A.J 1:/(1 s心 Im-J (' lllUn 

S1:213 nふ 0,1D-2 四 .Ill SE599 m-J ~! なJ

SKl!M 0-4 D-2 ll~11 SKll3 D•l.D I 8-2 A•l aiib.ib 
s応19 0-3. D•I D-2 ~-2 石台 f.Ufll.11 SEIOI D -3 6-1 llir 

SKZぷln.3_ D-4 o.2 A-2 A,3 SKIOI D-J.D-1 D-2 GF$Mb 

瓦IJDRSK2II U-4 0-2 11¥tl.』' SKI位 > -1.0 - 1

SK。n111-4 0-2 A.t 召内 SKIOO n-1 C・2 A-1 Z内

SKW 11.J. UヽI A•I A-5 SKIIS m-3 四 A,3 笞＂
SK231 0.J. 0-1 D-2 しI,喜 A-3 日杉Dh SKll8 D -J 8.J A•I Z:h 

S四 U-4 0.2 口遠.Ji; SK119 D 3 むft

S"239 U-4 11,2 召台 SKl21 D-3 C-3,0-3 B-1 笞白

s,:.m D-4 >l>!J. 匹ulol!ill台 SKl23 u-, 0-2 • ·3 m •. 恥
H記,l:F SE21 m-1.m.J c.2 A-1.C-1 A-5 SKl'fl D-,.l-1 0.2 

SE23 m.J B. D 文冑 SKIぽ D -l,D I D-2 A・Z A-3 1:11 

SK~ m.1. 置-2 ,.; Slll:l'/ -1.a i C・2

SK邸 ll-4 D-2 Sh SKI五 D-1.D 2 .. , 石白
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②時期の設定

前述にて想定した4時期は弥生土器編年上のどの時期に相当するのかを周辺地域の土器群を

参照しながら巧えてみたい。まず、北部九州の弥生中期後半を示す土器型式である須玖Il式の

土器群の器種構成について小m、片固、田崎、武末氏らすぺて売のT字形の口緑と折りJUIげた

口縁の出現、長脚の窃杯と袋状口緑烈の出現をあげている。また、橋口は中期後半としたKm

b式、 Kmc式には袋状口柑壺が出現するとし、その変化についてKmb式では類部が長く細

いものであるが、 Kmc式では短く大きくなり 、 頸部•1•位・/;:J部に凸帝が付されないとしている。

さらにKmc式の土器群として板付J・K-25トレンチ ・113河川lo;'l/ll土土器、板付F-6b

井戸出t土器をあげている。このうちF-6b井戸fl¥上の袋状口粒壺はA-2類であり、上記

した各氏の編年観では中期後半の須玖D式には袋状口椋壺が出現するという統一見解がみられ

る。ただし、これらはすぺて福岡県内の中期後半の土器群を対象にした編年観であることに注

ほしなければならない。もし、これらの編年観に従うならば佐灯平野の村徳永遺跡でみられる

袋状□緑壺を器種構成にいれる土器群は中期後半となる。村徳永遺跡F地区SE2 I、SE2
3、SR47はかなどの遺情Ill土の土硲群がそれにあたり、器種分類でいえば売□縁部m類、
広U壺C類、 1-¥;杯A-5類、C類、袋状口緑壺A類、C類の器種構成になる。

ところで想定した4時期のうち器種構成でもっとも両期がみられるのは袋状口緑滋や広口壺

C類が出現する 3段陪Uの時期である。この時期の売口緑部は折り曲げた口緑であるm類が主

体であり、中J~jを特徴づける逆 L 'i:形l..1緑やT字形口緑とは大きく異なる。佐灯平野において

いえば鋤形口緑をもつ広n滋B類の消失や袋状口様壺A,C類｀広17壺C類の出現は土器群の
様札lとしても画期としてとらえられる。須玖0式の指摂である店杯A-3類、A-4類（長脚高

杯）、袋状口縁恣A類、 C類の組み合わせは佐灯平野においてはみられず、福岡平野の土器詳と

の様相の追いを行取できる。長脚1,-..;杯やTei冴形IJ緑は中lUl土器の特徴であることからも、佐汀

平野の袋状口縁壺A、C類、広口返C類をもつ土器群の時期を後期と考えたい。

時期を設定するならば中期後半の前策は史口緑部0-3類、広口壺A- I類、 8-1類、高杯

A-I類を主悦な器植とする土器群で中JUI後半の後袋は売口縁部D-4類、広IJ壺A-2類、

B-2類、B-3類、府杯A-3類、 A-4類のJ:器群であり、この時期で鋤先形口緑の広口壺は

iri失する。すなばら中期後半においては高杯の長脚化や広口壺Cl頸部の変化で時期を二分でさる。

後期初頭には甕□籍部m類が主体となり、袋状□緑壺A類、 C類や訂部 ・胴部に凸帯をもつ広
ロ壺C類が新たに出現する。窃杯は鋤形1-l緑をそのままひきづるものの、口緑部が外傾すると

いう型式変化がみられ、高杯C類も出現する。

袋状□緑壺B類はA、C、D類と比べ明らかに大型であり、 /;:J部や胴部に凸帝をもつなど特徴
的な限式ではあり、次段陪の土器群の指標ともなりそうであるが器種構成やIll土遺構において

確実な'ti料を比いだしていない限り時期としてはとらえられないであろうが後期初頭の次段陪
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のt器群であることを提ボしたい。

以 I·.、 flr. fi•I<野における中JU]後 •1;- 後JUJ初頭の I疇．器絆 1こついて、福f.tJ'I'野のそれとの述いを

}↓ II', し岱ff[構成からみたl:器群の時期設定をしてみた。

(6)おわりに

坊11i: 本松辺跡/111:J沿3群の時）り）について蚊後にふれたい々迫構JI¥l:t器のk.'f¥は破Jヤであ

り 、このことから央の1 1秘部．！汲部分類をおこなった心 T:ib.5にはその逍1籾IJ一fl}~をぷす。央

II紺部ではa-2類と旧ー1類が舷も多い。また、 "―l類をIllI: しているSl・J O 5、SHO

7、SKI 7、SK2 I で袋状「I表点\~(がmi:している。佐代'''tにおける袋状「llNtの/11現は

後期の指悦になることは前述したとおりである。SHI 7の67、68は袋状「Ifふ壺C類であ

り、SHOSの9、 I I は ~I部の1"1'111から Blilである。 坊1,i二本松逍跡においても売11柑部

DI-lftiと袋状11店ふ和の着lみ合わせが確泌でさた。また、 小）りII交半の指げともなる 0-4類が

1点であり、1,,111.yJり）のi:牡杯、 9公11-./:1なども IIけ： していなし'•

これらのことから佐fi'I'野における D-I fli、D-2 liiの央の位,rtづけを＊だ検，伍していな

いため積極的には，らじられないものの中）り）1i•l'f.; と考えるならば、 J}j所..:.,I.:松iuf介のI:器群は中

期Iiり'f¥と後1リIM頭ヽIr</・ドにそれぞれビークがみられる。このことは集沿の変遷をある程ぽホし

ているとどえて良いだろう。
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1995111達脱段fi:群及びその周辺における弥'i;-,'ilRPf代,,rr間集佑(/)、'I.地と動,;,,(佐tffftの
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I睾紅町遺蹂J 佐rt,li教tf委JI会，Ii文様第~I 民
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199i I金 と沼玲I」{-1:l'!rli枚fl委U会 rli文！問179犯
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2. 遺跡の立地と弥生時代集落の変遷

木迫粉は縄文時代、如,,_時代、古1(1時代後JUI-飛，も時代、仮良時代の集俗林である｀とくに`

弥'I;時代と奈良時代1:集裕は発述しており、弥り：時代集洛の変透についてふれる，， 検11濯ti罰は

緊火fl:屈跡12軒、 l:J-ic約20)/;、1り形JM溝I),!;、炎棺沿 IJ,~ である。そのり雑りは1Y,Jfiで述ぺたよ

うにU¥I: I: 器の検討と迅t和の切り合いなどから芳えた。集浴は!fi玖式 IIUJから形成が始まり．

IV IV! においてii'退し.Iりぴ後期初頭においてj,r;兌化するという特徴をもつ。この集俗変遷は徳

i;, (1994)が述べるi釘？平野平JI!集俗の動向と同じであIJ0011.j; 深い。

,10,1! 裕はその継萩性や規保からろえてもり消1を中心とする f-Hflり性格をもつものであろう。

滋跡の立地する ll i:ll原段丘は佐f/•jlff東部地域では位も11:い段丘であり、その北}jには1iiii渓鋭

を11¥Jこした →→~II.I迅跡があり、拠点集俗として束m~Hf松原遺跡がある。 段Ji:1(1jの巾心部は飛

行場として削·ドされており、昨細は心Plである。 占J(I時代には 1」述屈(~;J(I群が形成され、 'p」;

廃がもつくられるなど．安定した遺跡分布をぷす。

本逍跡周辺のill跡群としては筑後HI.寒水JII、り）

辿川 I・・流賊の低地祁に本分、水分シド隣、西i・ぷ：：

本杉、）a阻'i'lfm滋跡など中期に発達した集伶が
ある。本集落と低地部や段li:I・.の集裕の関係、ま

た本集落の依{f.・ した拠．，•（!.渠俗やその変遠の要1月な

どについては今後の研究の進h~の,,,で機会をつく

りそえてみたい。
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下中杖遺跡

所在地：佐賀県神埼郡三田川町大字立野・ 豆田



下 中杖迫跡

I 遺跡の概要

f•l•~.il'.l~ は、佐灯県神J奇郡：：ffllll町大:j,:立野 ・豆Illに所化する遺跡である．沼跡は、 {f扱

1J1系から(111ひる17逹原斤:I浚の南西部、西にJI栂川が{?(f.する楼/,~j7 - 9 mの水II I MIIこ :ヽr.地して

いる，追跡の規校は、東西約600m・rfi.Jt約600mで1,に弥,,,時代-t啜ff.}代にかけて営まれた

逍跡である。 日 I杖j'1l跡は＃水路による隣介以外に、昭和52・53年に只某）＆訊整憫JI業 !All{

-Hit)、昭和60年には佐r1エレク I・ロニクス（船じ場迅設 (I区・J区）に伴うJ/lfi.l文ひ平成9

年9虻はJA建設 (K区） ．宅地造成 (Ll;{-Nll()に伴う潟介が行なわれている。その粘果、

弥生時代の完棺硲を含む硲域や、弥生時代～餞倉時代にかけての集俗跡が全見されている。昭

和52・認年の'l菜基盤整Uir'Jtl,に係る潟1i:では仮良 .・r<安時代を中心とした建物群ゃJl:J;粉等

や、沿物としては須息器 ・」：閏i器と）しに多くの輸入園磁器が兌見されている。特殊なものとし

ては、Jt-,-;小より.%条喰りの鞍の部 （前輪J や、 u銅¾rnがti.II:している。このはかJけ河I

からは、 I: 器類と共1こ翰人困磁器や木製品が出土している。また、昭和60年のぶ介においても

.,, 安時代を,.,,心とした建物跡や井9消が等が検Iiiされており、甘i患器 ・」潅i器 ・木製品4・約が1111:

している。 •ド成 9年殿の潟介においても弥q,時代～中世のり塙が確品されている。

今Julの報告は、1と成1・7年度に滋介をtrなった9地点 (Olx-WIX.)約1.100m'についてで

ある。検II¥した；l'.tl/4は、弥生時代-1'・安時代にかけてのもので、上な政構は、Jt-戸.I: 坑 ．

溝 ・l'I形/:J溝 ．掘立仕述物跡である。これらの辺情の,,,にはIllI: 迅物からみて、前lnlまでの潟

査で硫，必された沼構との1月述を どえられるものもある。

I 遺構・遺物

今阿の潟-ff.は祁水路本線i:・1:及び―C:']:1'1¥う仮股追路 ・仮設排水路，ti:irしのためのり）り f1n:・1i

のための潟-1.f.である。今lnlの潟11:では潟忙地点が遺跡内の各所にl.i.(1,するため、各，具If.Iメ:l1f.lこ

地IX.番りをむい）允てた。、退1f.地点は9カ1所で．地J,(番りはOIX:-WIえとする，( ) I'! はIll地区

番りである。 ，絹-N: 1面積は、 •11.成4年度.'I'・成7年）鉛謁fi.を合わせ1.393m'である。

1. 0区 (1-1区）

この，闘究1ヌは、I非水路り）換に(1'う札睛IJのため潟介を行った筒所である。，母If.区内では l:Jii.・

Jl:,i. 竪穴住屈跡 ・溝状磁梢 ・イ;191追I怜・小穴が検Illされている。，且イf.inil/lは60mである。

(1) 遺構

①土坑 (Fig.2)

$KOOi土坑 平面形態はP:I形で、艮径O.iSm・l'J.ft0.7m・深さ0.16mである。沼物は1111・.し

ていない

SK O O 3土坑 1l1i形球は l 'I形で、径0.95Jll ・ 深さ0.26mである。 弥,u今．器J~ . 須忠沿片がIllI・. 
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ヽ

Fig.I 和I•杖遺跡瀾企区位腔ll/1(S=lfi:ffi) 

している。遺物は、

存状況は悪い。

SK002・SK003とも黒褐色罪j:中からの出」：である。いずれも残
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SKOOS土坑 面形態は惰f'l形と考えられるが、潟1f.16:度のため1tl'I'・分はよ掘である。i怜

1.61m・深さ0.88mの上坑であり、51/-lでは焼I:が・-部IllI: している。3・4・51¥'lからは.l:器

片が出 I:している，31¥'llこ舷も多く 、ド府にIiくに従い減少する。出」・磁物としては、上師器

の杯 ・壺 ．瓶等がU¥I: している。

②溝状遺構 (Fig.4)

S0006溝状遺構 逍3'1:IRt勺をI阻tJJIIりにのぴている。輻0.28m・深さ0.07mの断,ai台字形で

ある。溝埋：l:•I • より弥生上器Ji及び須恵．器片が出 I:している。残{f.加えは悪い。

③井戸 (Fig.、I)

SEO O 7井戸 平面形態はl'l形で一段堀りの井戸である。共掘りで）t-PIヤはない。全体の約

1/jが調介区外のため未堀である。径J.67rn・深さ0.46mである。また、 西測l・.thiの約1/4を後世

の掘n11によりI¥IJられている。沿物は、弥生：t器J';が出上しているが、はとんどが小破片である。

SEO O 9井戸 i,; 掘I)の―f段堀りit-,iである。1涌i形態は楕Pl形で、艮径1.40m・短径1.20

m . 深さ1.49mである。迅物は、 ヒ府からは甑の把F・ふいごの羽r1'.',Iが/I.II・. しており 、l'憎

から_[:師器の杯 ・売の底部 ・壺 ・木製品 （杵？）邪がJIii:している。杯と売は七ッ トになって

おり、央の,,,,こ杯が入るという「人龍」状態で出上している。

④小穴 (Fig.3)

P008小穴 径0.405m・ 深さ0.53mである。掘立柱建物除の部と名えられるが．，謁忙区内に

おいて他に検出していないため断3はできない。逍物は出」．．していない。

PO 1 0小穴 PO I 0小穴についても柱穴のnf能性が考えられる。

":@-

ご003予

`̀` 

？応

Fig.2 0区SKOOl・003・臨 J:坑 (S=lMO)
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(21 遺物

①土坑出土遺物

SKOOS出土遺物 (Fig.5)

杯 (1・2・3) 1は口緑部から体部にかけての--部が残存している。 体部はほぱ真直ぐに立I'.● 

り、 IJ緑部は薄く、沿部は九く収まる。2はイ本部から口縁部の一部が残存している。休部は内

傾気味にヒ方へ延び、口緑部は肥肛しながら外反する。 3は体部から口粕部にかけて約1/5が残

＃する。体部は上方に向かって立」；I)、口粒部はほぽ垂直に上方へ延びる。端部は丸く収まる。

壺 (4・5) 4は胴部から□緑部にかけての約1応が残存する。胴部は半球形で、胴部とIJ縁
部のJえで1勺傾し、口緑部は外反する。溢部は丸く収まる。5は胴部I:半部からn緑部にかけて
1/5が残存する。胴部は砲弾型で、口柑部は外傾しながら上方へ延び、端部は肥瞑しながら外反

する。

甑 (6) 約2/3が残tf-する。Ii£部から胴部にかけて外傾しながら l:カヘ延びる。「l絃部は真

っ直ぐに立J:.り、端邪はJ即れクながら外反し丸く収まる。底部の穿孔は焼成後に行なわれてい

る。

②井戸出土遺物

SE009出土遺物 (Fig.5)

壺 (7) 球形の胴祁を持つ必で口椋部及ぴ底部を欠損している。内面には炭化物が付苅、外

面には煤の付府が見られる。

甕 (8) IJ緑部からIi'/部にかけて欠mするが、これは出土状況から見て人為的な打ち欠きと
考えられる。底部はほぼ平らで、胴部は外反気味1こ」；）］へ延び、 n部と服部の校で内傾する。
杯 (9) LI粒部約3P1を欠捐する。底部から体部にかけて内傾気味1こ立上り、口緑部は内傾

気味に立」・り、端部は丸く収まる。

支脚 (10) 下ブ1-':方に向かって広がる円簡形で、体部から底部にかけての1/2が残存してい

る。内面及び残存部分の外面の状態から、受熱方向は欠損部分の方向と推測される。

2. p区 (1-2区）

この調査区は祁水路本線工'J(に作い瀾介を行った箇所である。ここでは溝状遺溝 .1Jヽ火 （ピ

ット）を検出した。潟介面積は240rr?である。

(1) 遺構

①溝状遺構 (Fig.6)

S0001溝状遺構 調査区の中央よりやや西に位骰しており、北-,fi方向に伸びている。検

出したのは残存長さ5.9m・饂0.86m・深さ0.15mの断面台形である。遺物としては土師器守がIll

tしているが、小破片であるため岱種・時期は不明である。

-85-



SD()()6 I 

~ ニ＝＝二｝＇‘り
＼ \ ~ / 

＝ 
SEOOi 

j← 
； _, ___一•

・ク

ヽ

b必"

SEO(沿

雨 ．ヽIOli<'.S0000清JI汲tl11,SE007 · ()()9J~1 i (S:J/-101 

{2) 遺物

＂ ,--一''—

-こでは小破片＇のみの Illf:fl)ため沼物は掲杖していない

3. 0区 (1-7区）

.,, 
1ro .. 

1,. 

この，附f.l;(_L Plえに 1•4 じく ~q.水跨本線 1.•Jiに(·~い，晶介を行った筒所である，ここではJl•i• ·

沿~)泌it,'//を検1.11 している。 ぶ1f.11iif//はGOm·である

(1) 遺構

①井戸 (F,g,7)

SEO O 1井戸 ：役掘りの，{・!掘り J~J 1である ・1勺111形態1よ1111')形で.J~ 悼l.96l'lll · PJ,◄lh

1.26cm. 深さl.tlc1nである 達物はJ•U沖から弥生t.岱及びUi忠硲が1111:している

(2) 遺物

C井戸出土遺物

SEOOI出土遺物 (J'ig.S)

深鉢 ¥11・12) 突帝文)Yjfl)深$~で11はII柑部、 12!よIIM部である亥Ifみflfl)突：;;• が(4( 11の

11い部は外,t[ら（味に延ぴ．溢部は折れており1((接刻みIIがH< 12は ；，f(亥IJみII突iiifJ)llliJ部で
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ある。l・.)iに向かいl勺洲気味に延ぴている。

央 (13-17・19) 13はL字口緑のU粒部である。14・151よ逆L字口絵の亮で、ともに内面を

つまみII',している。II緑邪から!M湖上半部にかけての一部が残f?している。16は 「く」の＇因口

柑の売で、 11tt部と胴部の境に断面台形の突•店を持つ。 17は胴下半部から底部にかけての約2/3

が残{iする。 底祁は·I'-らで、胴部はじ方にI•りかいl月さながら延びる。19は口緑部からH祁にか

けて ・・部が残什している。頭部からfl緑部のかけて外傾しながら上方へ延ぴ、溢部は断if1j台形

である。
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Fig.7 Ql~SEOOI JI: 戸，R[£Sf'.OOI井戸 ・SK003・009上坑 (S=l/'10)

,，::l (18) 類部から胴部上.,,.部にかrtて約1/4が残存する。胴祁は球形で＊頻部は外反する。

,, ヽ 18は弥'1,1・,器であり、前期_,,,期よまでに含まれる。19は須恵器である。いずれも開 I:

中からの出七であるため正確な時期は1i1示できないが、遺物の中で11~も祈しい時期をとるとiti

!1!. 器の央から 6 世紀~- 7 世紀初頭と名えられる。

4. R区 (1-3区）

ここも PII・QI人に！司じく祁水路本線L'JHこi氾ヽ ,Jlj1f.を行った箇J祈である。ここではJI:戸 ・

t坑 ・溝条遣情 ・竪穴住居跡 ・,j-1月遺111である。，漏査面積は220mである。
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Fis.!J Rix.fl¥ I: 逍物 CS=l/4) II 

血

(1) 遺携

① 戸 (l'ig.71

S E O O 4 ,1;!1i:f,: の11/111/に位佑しているぷ掘りのJt-1;である ・Jl1/1iJI純態はl'I形で.it0.86 

111 ・ 深さ0.72mである。 沿物は~i製品'·'・I.(のみのll'o l :であるため時期は4渭lである

②土坑 (Fig.7)

SK003・SK008土坑 SEOO、1の北側にf/(lけし、 SHO () Iとり）I)介っている .,, 

t/Ji形態は!VJ形で、 1~悼l.5lm・糾檜⑱Im・ 深さ0.72mであふ迅物はfllI: 小より弥11,1:岱が

ti¥ l:Lている ，i1l物は(iとんどが小破片のため時期のIi!定は椎しいが、SIi O OJとのりJ合い

関係から見るとSK003が新しl'ことがわかる SKOOSはS0007の111にf,'l,j?"(し、 ・Jl

1r1ilf紐秘見は不定形である。l<柚1.12m・灼悼0.76m・ 深さ0.23mである ，沿物は雌I・.中より体11,1:

岱 • ir, 忠岱 .I: 師器怜の小舷J¥・が1111・.している

SKO O 9土坑 ., 勺面形態はl'I形とどえられるが言，ぶ1牡,,校のため.tt•J;分はよ掘である 現i兄で

は径1.16m・ 深さ0.25mである，SX005とり）り合うが沼物が出 lしていないため、切り合い

及び時期は,f-1り］である

(2)遺物

①竪穴住居跡出土遺物

SHOO! 出土遺物 (Fig.9・26)

杯 <22・23) I: 師器である 22は11松池から休部にかけてQ)• 部が残(rする 底部からH,

一叩ー



部に向かい11•JitJ気味に広がり II緑部はr州傾する。 23はJi£部を欠損し.LI松部から体部にかけて

1/8が残イfする。休部は内柑気味に立ち I:がり、II紺部はほば韮i/(1こ立ち 1こがり丸く収まる。焼

成はいずれも J込好であるが、 }<ifjj ,~IJ離のため内外面とも器訓漑整は心YIである。 また、 22の器

＼府のI'/.さは23の約1(2と想い。

壺 (24・25・26・27) 24・25・26は弥生 lこ器である。24は広1111秘壺でII紺部から頚部にかけ

ての部が残存している。頸祁は真っ直ぐに、1:I: り.n籍部は大さく外反する。25はi/ilII/:! で
II緑部及び胴部の ・部が残什する。 胴部は11-f~i気味 1ふzI: り LI緑沿邪が外反する。 26は屈頚·•~(

で、 II春点部から剪i品にかけての一部が残存する。類部は外反しながらIこ方へN1ぴ、1こ1秘祁は外

itJする。27は I:師器の短頷•,:':{で、 IIい部から顎部にかけての1/5が残イトしている。 頚部は外／え気

味にヽ i:らl・がる。

瓶 (30) 把f祁分である。｝肘部から刹隧しており ． ・部を欠mするが接令部分が19]1(!であ
る。指ナデによるJ.1整が見られる。

売 (31・32) Jか'I:.I: 器の売の底部である。31は3/4が残イれしている。底部は1ちで、胴部は

J:J, に向い外~[しながら延ぴる• 32は1/2が残{(.している。底部は平らで、胴部との投でやや締

りlこ方に向い外伯しながら延ぴる。

Ii製品 (111) 流紋沿系のイi材を使ったものである。月1途は心JIであるが、 lH:.息われる），1-

面にl'I形の打ち欠いた様な窪みが！しられる。 l1ik!~6.6汝m·lt~J.:.軋14 .8cm·lit大~/. l.7cm · 屯油

80gである。

妍 戸出土遺物

SE004出土遺物 (Fig.お）

(i¼t品 ( 113) ・;;_,,,,・n系の{,材を使Ill したil~{iで ・部を欠mする。 残｛浪15.7cm· 残什糾

8.7c,n・l1V,l1/.6.5cm・if0,ll.150gである。

③土坑出土遺物

SK008出土遺物 (Fig.9)

売 (28) J↓む部から体部にかけて1/3が残＃する令底部は浅いレンズ状を且し｀胴部は丸みを

ぶれびてJi;がりながら l→.Jiへ延ぴる。

壺 (29) 球形の体邪を持つ財源祇であると名えられるが（水部ド中部から底部にかけてを欠

捐する。 lltぷ部から体部 1 :ヽ •1;部にかけての約1/4が残{(.する。

28・29とも I:師岱であるn

④不明遺構出土遺物

S XO O 6出土遺物 (Fig.9)
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杯 (20) 杯身で.11秘部から休部にかけて1応が残｛ドする 1が部はl'ii:'j気味に、・,:1・り、:ヽu.
I)部は,;、J粕し溢部はんく収まる 受け部にはi:t線が也る

,:':jJ•: (21 l I(,; 部の郎が残(/'.するo V Jiに向かって11;がり、溢祁はl:r!1U1し尖り；叫味である
20・21とも絹必岱である。

⑤溝状遺1青出土遺物

SD O O 7出土遺物 (Fig.9)

杯 (33・34133は l:C1~;憐の1.c:身で、底祁から9柘祁にかけての約3/1が残{r:する ，底部は糸り）り

後ナデ凸サを付っており、9柘祁は外iりに1111きながらJ:}jヘ,,1,びる 341よ須忠器の杯とで、 J:../t・

部を欠mする II松部と J:..)「祁のJ~Iこ lリJ~な校をt-~ち.11紺溢部に段をf,Yつ

5. S区 (2-4区）

この，ll 1f. l•:ti . !•~ 設辺路り）換に伴いに，~1'Eを行った箇所である ， ここでは I.鵡状;nm • i昇状

滋惰 ·1:Jic · ,r:111迅絹 ・ ピ·/卜 c,1ヽ~·,1'.かを検：LILた。、J,'11cilu積は100mであるC

(1)遺構

(f'土塁状遺構 (Fig.1ll はぽ1li~th1;りに ~I •ぴており、現況は竹藪として約50m柑度が残(/'.して

いる ， •;J(tのJ{tli:(l)ような細かい版築ではないが、12"'1をペースとして1:11:のli'iみ tlfがJ↓ら

れる 佑み1:1rられた I')名はそれぞれにUt及ぴI:色に迩いが見られる.Mlillが水Illや1:111地と
して LI乍されており 、 慣Jli( を受けているためIll地如葡の確必は難しいが、 12~'lが 1.:駐 1肖格以前

IJ)lil地/<1fliとどえられる I~'1 · 3','1 は上 1f1iが偵物の根による J・・壌化が進んでおり｀全体あま

り良く締まっていないが.2~'1 · 1 lri以ド111'Hでは根の彩愕が比較的少ないため締まってい

る。 追物は I~'1 - 12¥.'1で11 11:し、弥11,.1-.器からIi塔まで/Lil:する。

“" 
2n, 

l'lllll&I 
i,111,, 粕色I
3.1' •<·<•:•',Ill!'! Iがatる
, ~.,, 船色I

・,.ii!}色II:!川りr,1かdi.~~

,,11.111e1 
,111~1! 位 1;:•1•,鮎色 1 か,~る

＆員Jll色1.Hllll包I
""'Illに1
ll\~111色 I

II~111le I i:<•<•lltlllし 1 が;ILL る

t!."1!1l色I
13真l!ll色1にm貨l1l色I.が噴』Iぶ/lLる
II贔Ill色I

l'ig.11 Sl/4. I洪!l:,;11~(S= I凩））
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Fig.12 S区SKOOO土坑 (S=l/40)

②溝状遺構 (Fig.10)

$0001溝状遺構 上面船2.0m・-F面糾0.95m・深さ1.22mの断面逆台形である。s0002

と平行するが，謁査庖内でSD002とぶつかっており．それ以Jゴ：,;1に沿って北に延びること

はない。埋 I:中からt.師器等が出tする。

$0002溝状遺構 l:1ul船3.9m・下面糾IA3m・深さ1.01mの断廂逆台形である。埋上巾より

弥生i:器 ，須忠器 ，：t. 師器等のはか石塔煩が111-lしている。

③土坑 (Fig.12)

SKOJO土坑 平面形態t:'lf'IJfれで、艮柚2.56m・ 短輪2.12m・深さ0.62mである。ここからは

弥生1湛 ，i(i恵器 ，-t:師器片のはか黒煤石）わが111:l:する。

(2)遺物

①土塁状遺構出土遺物 CFig.J:l・24)

甕 (46) 土師器の売の「I縁部で、外傾しながらJ:)1に向かって延ぴる。外面に煤の付れが

見られる。

“塔類 (88・92・93)88は宝区印塔の相輪部である。宝珠U)-i祁守に部分的な欠Iiiが比られ、

造1)/1\ しば浅いが開の部分までしっかりと残っている。 残イi-!~32.95cm·I~k船11.3cmである。

FFL輪部以外の部分は出J:していない．石材＇は凝j夭宕である。92・93はIi.輪塔の一部である。

92は水綸、93は火輪にあたる部分が1111:している.92は3/1が残{f.しており 、 l~k径勾.km·

-9'1-



1,t ki,':i20.6cmである、93は約Illがタil!f'fしており残イ伐昭8.6<.:111・ hと人硲J.l.icrnである とbに砂

む裂であるためJI,布に脆く風化が激しい。

②溝状遺構出土遺物

$0001出土遺物 (Fig.131

碗 (40) I: 師器の碗で、 11緑部から9似部にかけて約1応を欠mする印'JI:器であるO t足祁は
丸く、体祁は外に1引きな（味にヽ :J.I~ IJ 、 II柑祁は外Iiする。

$0002出土遺物 (T'ig.13・24・25・お）

売 (43) t!(必器の売で、 11粒祁の一部が残る，外0胃に1n1さながら延び溢部は1111m1する。

碗 (41・42) 他泉沼系,・r-磁碗である。41はII紺部の 一部が残{1:している 11秘部は外開に

向かい,~,さながらJ:Jiへ延び端部は外反ク（味である。器墜は薄r'で、内1lfflこ沈線文が見られ

る。及面に細かいl'l入が見られるが．全体に凪化が進んでおり、特に外面は磁器特イiの光沢は

兄られない。 42は底部のみで、 残+f'.i•,':j2.2cm · 底径5.9cmである。 底部はl•i-<. I勾台は逆台形で

ある。柚は薄いが、細かいIT人が全体に人る。

火鉢 (44・45) 上帥代の火t卜である。441よLIN祁の ・祁のみの残(/'.であるため全体のKさ

さは,r-1りである。11松祁には格i・II文様が施されており．溢綿は1勺閥に1i,Jかい屈1111する。45は

瓦Tiの火鉢で復元IJif40.2cm・ 残佑祢1.5cmである。litぶ部外面には・,1,文が施されており、溢部

は内開に,,,Jかい屈1111する。

支J'S(98) 丈脚の)1'£綿である.Ji珈面は方形で、底面から約3.如 Iヽの祁分に./Lが見られん残

佑•,)jは7.8cmである。

ィi製品 (9697) 96は1/Hむi斧の部である。流紋む系の11材で、残イH乏5.7cm・ltik$1,I

7.lc,,、 ·l,tkl'/.4ぶm·,r(:,\332gである。 97は飢<iである。 残{r:1~8.J5cm· HJ漬船5.57cm· 蚊大，岱

3.9cmである。N,1fi1には即II痕が必められる。

Ii塔類 (89・90・91・94・95)89は彫像板碑である。 部のみで全l,t,:1よ不明であるが地蔵舒松の

彫刻が施されている。f.::)j形の(j材のm祁をそflJ形に造りmし、そのドに ：条の様線を引さ、
碑面,~地蔵汗仮を彫り込んでいる 残イ?,¥'f,29.IScrn・ HJ.:.輻20.9cm ・ ILU,1•/1ヽ1.75cmである ri材

は凝灰府である 90・911.l・,iii. 輪格である 各部分に欠Illは見られるが、空 ・ 風 ・ 火 • 水 ・1

はt,ilっている 941i火輪 ・ 水輪のみ、 951よ,-.~のみである いずれも梵字吝は見られない 91 

はlil).:.1:ris1.2c111.lilk幅JG汲畑Iである 91はiu大，：涼沿ぷm・/1k大糾16.妬('111である 951よ残(i.,¥1j

18.85cm・ 蚊k船17.6cmである 95は残（硲111ぶ幻u・liUぶlM.85cmである ＼、ヤれも<,M・は凝

灰府である0

③小穴 （ビット）出土遺物

PO O 6出土遺物 (Fig.13)

小Ila(37) IIX部は何転糸切りで.IIH部は l:J,ヘmlさ、沿部は尖る、9
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PO 2 5出土遺物 (Fig.13)

翌 (38) 仮 1,1湛の底部で約1/2が残(r:している I絲叫Fらで、 !11.J部は1月さながら l:Jiへ

延ぴる

④検出面出土遺物 {Fig.13)

杯 (36) 狐糾名の年身で約吟が残イiする 底部は1『•I転ヘラ1iTI り で、ヽ）'.J・. IJ ,~Iいよ1勺傾 し11柑

部に段を持つ

6. T区 (2-5区）

この、Jll1r.l-<.は．排水路のりJ伸えに伴いぶ介をfrなった枷Iiである .:..:. では l:JiL・11W1喝t

情 ・村Pliill鼻および小穴 （ヒット）を検出した ，M約llif,"!はlOOmである

(1) 遺構

①溝条遺構 (Fig.IS!
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SD002溝状遺構 ，~-ti.Iメのはばq,リとに1釘r.;nしている 東11tj/ili•JJこ延びる i鼻ととえられるが、

Jf-1'f.[,{内にはその部がllられるのみであり全体は,1,19)である また、残(r'.状況も，＇也＜糾

2.1,lm・ 深さ0.22mがりtるのみである l'lll: 中からは弥'I,l:?.:lliが /JIIしている

S0003 S0002のすぐ,ti閥に位沢している 西側はぶ1f.lベ外のため料b!であるが、S

DO II 2 と l ••I じ く束 11り）,.,,,, に延びぷ昇と杉えられる 残(.?状況は：屈く、糾1.'llm・ 深さ0.1,nが

残るのみである 埋 l •I •から弥,1,.1岱 J「がIHI.している0

SD009・012溝状遺構 り）介っており、心内）1・11りに延ぴるとりえられるjおである。sI) 
009は幅O.SSm・深さO.lmである 雌.I:小 より弥'l~ l:岱 ・'.H!/,l{i/・「が出 I:して＼ヽ る SDO 

I 2の船は心flであるが．深さO.lmである Jりll:11'より弥'ti・.器片がIllI: している ） j(, りを見

ると50009・012(北1!(-111如1よSDO O 2・0 0 311ti~ り～北,,り）には!;!'直父するとどえ

られる

(2)遺物

①不明遺構出土遺物

S XO 1 3出土遺物 (J'ig.1(;)

杯社 (50) はぼん形の行邸硲である，、 J<.}r-部に1滋つまみを！がち、体部は広がりながら F

hへ延ぴ.I ll~~I滋部は丸く収まりかえりは鋭い

売 1471 11紺祁から胴部にかけて1/5が残什する I絲沿である llli! 部は1勺傾しながら,'f.J・,IJ.

ll緑部はlflりする

S XO 1 6出土遺物 (Fig.16)

杯 (48) 1 IH部から//~祁にかけての1/l.が残(i-する。li'l:部はほばi¥JII,で、 i松;¥IIは広がりなが

ら1-.)jへ延び 11合汝祁とのJf,_で1勺ばする II含虻部は外傾し 溢`部は＇尖り気味である

ぶ杯 (491 J.j派部から隅似品にかけて約1/5が残(1-する、， 開部は9よがりながらド）iは延ぴ、

騨猷部は外Kする

党 (51・54) 51は底部のみが残(/'.する 底部は1111レンズ内に代み、 Ill部は1勺i存気味にl・.J,-

へ広がる 54(よ11松祁から男i祁にかけての約IJ,Iが残Ii-する II紺品は外傾しながら:;:t:り、II

む溢泌は •Ji.ii( !~延ぴJi.<収よる
咄 (55) ).'J. 踊灼で、II柑祁から頸祁にかげて ・部伐((.している 頚部は,~11叱［味に I·./;へ

延び、 IIH部は外Ii.する

恢 (52) 把r,.~r,分のみのIllI: である た溢部に1/りかいさつい弧状を描く

551よ須忠硲、 48・49・51・52・55は1:r.11i沿である

呼 戸出土遺物

SEO 1 7出土遺物 （匝.16)

売 (58l I: 師器で11未~.~ii から削部,._.,咄部にかけて・部が残(i-している。IIW部は(iiがfs1l(Iこ

-!l9ー



l:}jへ延ぴ. I」紺郎は肥i•/.しながら外反する。

硲杯 (57) I鏑器でlィ；底部から脚部 I:'I'・沼にかけて残存している．恥邪は広がりながら上

}jへ延び、脚部は外反気味に下方へ延びる。

③土坑出土遺物

SK025出土遺物 ((Fig.16)

文脚 (53) 脚部の約1/lが残仔している 脚部はやや窄ま りながらF方へ延び、樹部は外而

気味に開さ、沿部は）Lく収まる弥生I・.器である。

小穴 （ピット） 出土遺物 ((Fig.16)

壺 (56) I: 師器の無頸壺で、「I緑部から胴部にかけての一部が残{/:している.Ill! 部から口

秘部にかけてl~J傾 し 、 II紺部はほぽ恥I(に延ぴている。

R埋土出土遺物 (Fig.16)

tj: (59) 須恵器のtj:必ではぽ完形である。,r.床摘みを持ち、尺)I:部からfい部にかけてllllさ
ながらド）iへ延び、「l秘部はやや外傾し、溢部は丸く収まる。かえりはII粒部に対して規＜．

嬬部は尖る。

央 (60) 似 1:.1:器で底部のみの出 f・.である。底部はレンズ状にfじみ、明部に向かって外傾

しながらヽ 'i.ちJ:る。

手/',:ね」：器 (61) 11ぽ完形である。底部は丸く、肘部からII紺部にかけては内傾気味1こ，/．

ち上り、溢部は'),り気味である，

三 ／ 訃ItCp') 
I 

Figl5.TIX:S0002・003・009i昂状辺構 (S=lは））

c" 
2on 
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7. U区 (2-6区）

この漑1£1をは祁水路本繰工事に伴い潤査を行った節所である。 遺情は、 土坑 • 井戸 ・円形周

溝 ．姐四t建物跡 ・溝状遺I/Ii・不明遺構及び小穴 （ピッ ト）である。潟充面積は である。

{1)遺構

①土坑

117., 
争

50 

'"'-'--に~-

,, 

・052 

一
ヽ54 

49 

" 

可ロ
53 

―-5
6

 

A
ぃ
H
u
"

――
 

-＼
,
 

了・⑱

＼髯
三 59

ピこ⑦61 ゜ -
Figl6.T区Ill土遺物 (S=l/4)
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SKOIO SKOII SK(O:, 

6,fl如

ニこ二戸 三 ''"'" 

S>Jll2 Sl~Xl< 

-0--~>—
6<Xhn 6.<X>n 

二 芦
(I ~" 

Fi~.17 Ul.<SKOlO・01,1・015 1:J,t. S細 ・ro-1Jt-1; 
SXOOI心"泣i,,(S = 1/•IOJ 

SKOi 0土坑 ，J.l tf.l.{11).ltl:iにある ， 弔 Jlii形態は Ji形で．東Jlljl.80,n ・ 1h~t0.95m · 深さ

0.46,nである 雌 l'.中よ り如1,.1:器・m忠岱Jヤが1111:している
SK O 1 4土坑 潟介l.{Ql111/溢に位irlする 'l'Jlti形態は,,,形で．径0.76m・ 深さ0.16mである

J•P. l:•I • からは弥'l'.I:沿・ 社1忠盛J',ペ約が1111:してしヽる

⑦井戸

SEO 3 2 井戸 (l~g.17) S X O 2 !lの1+ilこf,i:irtする ・I涌i形態は約l'l形で、 1J:船）．氾m. 1'.!. 

軸0.63m・深さ0.9'l.mである ） t-,;,1, から ~d',社がIllJ: している

SEO 3 4 井戸 (Fi~.17l S XO 2 !I とりJ合う 『， 1通i形態は 11』 l'J 形で 、 1~袖0.91111・¥¥{柚

0.(;n,. 深さ0.55mである ここからの逍物の1111.はない

SEO:l 1· 0:1 2 · O:J ヽI ともにかなりのi'JJJ•J'を受けており残fr'.状況（よ忠：い

- 1(氾一
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(g-

～勺 c
 .. :, 如

~ ヽ こ］

Fig.18 Ul.<SR0'.201'I It珈l,'l!i青 (S=l/.101 II ふ9

(t円形周溝 (Fig.171

SRO 2 0円形周溝 ，Jll1f. l~:内のはぱ巾央の東沿に位沢し . 'l•l' J を描く 約1/2が，具1f.l..{外に

あり料柑であるため令籾よ心りである。ill側の 名部をSX021に切られる 1/,J柑庫3.72m・

周i柑船0おm・深さ0.13111である JIii.i. 小より弥11,I溢1;・および!!.¥t;;ィjが1111・.している

④不明遺携 • Fig. 1 71

SXOOl不明遺構 ，』牡1,:u>.lt東沿に位『iする 1潅i形態は4淀J~で. . 部が，均介区外に延

びているためよ趾である 船1.:烙m・深さ0.ヽImである。埋 I:小からは弥'~- I:?.~ · ifi忠器 . I: 師

?,,; 片が出 I:して＼、ふ

(2) 遺物

①井戸出土遺物

SEO 3 l出土遺物 (Fig郎 ）

Ii閲¥/,(102) ifi紋界系のliM'である 残{;.1~6.5<:m· 9HJ'.船1.$5<:m· Ii~kJ•/2.0cru · •Tc:,:. 

l吟である

②不明遺構出土遺物

S XO l 1 出土遺物 (l~g. 1 9 · 261
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Jィ；必 (62・63・64) 62は夭Jt-頂部及び0枯部の大部分を欠捐する。XJt-部から体部にかけて

緩やかに広がり、 LI申汝部はやや内傾する。端部は尖り気味である。63は大井頂祁を欠mし、1/5
が残仔する。天｝耀1から9本部にかけて広がりながらドガヘ延び、 LI縁部は@IIIIL石部は尖る。

印ばi£J未摘みを持ち夭Jt-部のみが残イiする。いずれも須忠器である。

tj; 身 (65~68) 65はほぽ完形である。I汲部から1糾部にかけて広がりながら l:/iへ延びる。

とい1祁は内糾気味に上）iへ延ぴ、沿部は尖り気味である。66・67・68はぶ台付杯である.66は

底部のみが残ri:している。tr,台は底部とのJ荘よりf1illlllこ八の字に貼付き、断血台形である。67
は体部が約1/i.残イiする。邸台の断d1i逆台形で底部との投よりの内開1こ八の・,・・1こJl/if.tく。Ii.°(添か

こ
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ヽ 戸一;?'
63 

`—— —;?~ 

-~· 
“ \~ 曰'

煕＼
、ロ

ご
•
｛
ふ
、
．
．

翠
妥
鵞
ぞ
i.`
．'

A

.

r
,
・
で．
”`．9.r
予
・・t
.9●
‘

.〉．．

g
.
.
、＇．．
 

令
•
N
·
tベ
・
バ
召
・プ

・マ
・
ぃ
"

1

f

-

.
)

•
S

・

9
.
.
2
.
.
 )．

．．
i
 

.̀
・d.

、

ヽ

.
,
．
'
ゥ

".1
'

．、・
{

5
•

. 

●

●
●

,•

1

、

．．
．．．
．．
 

ノ

，
 
.
.
9
.
.
.
.
 

•
こ
．
．
．
；
．
．
＂

4．
で

．
 

．ぃ．

.'．
 

．．
 
."`

-"，

9"．
 

~5 

.

.
 

＂
．
‘
ィ
．

．
 

~• 

，
．
 

・ヽ

.”-

’‘ 72 

Fi~.19 Uli(/11 t滋物I(S=IPI) " 忘

- 1い一



ら体部にかけて外栢しながら 1:/jへ延ぴる。68は1ヽ知祁を約:l/,1残(i-する 高台は底部との坑に外

間にな1め力l••Jに {,J く 。 断面!~Ji形で端部は丸く収まる, 65・67・68は須恵器、66はJ:師器である。

壺 (69} 11,~ 祁から朋祁」: 'I'部にかけての一部が残(~する t師器である JIM滞は1勺傾しな

がら l・.}Jへ延び．到部は外反気味に延ひ'.II緑部は外傾する。

売 (70・71・72) 70はllfil部!-''I増IIから底部にかけて1/3が残仔する瓦質I:器である"l汲部はは

ぽf・らで、ll!if部は外傾気味に延びる。71は1汲部からJIM笥げ平部が残{./'.する弥'Iiiこi!.'iである。底

部はレンズ状の浅いヒ底で、胴部は外傾しながら」こ）iへ延びる。72はti(忠器で「I令女部から!II粒II

にかけて残(f.している。IJM部からhi部にかけてl勺傾気味に延び、訂沿は丸い，頭部からIJ緑部

にかけて外傾しながら肥f>/.し、溢品は尖る。

“製品 (99・101) 991よ石製他摘み具で約1/.!が残{?している。/j材は流絞'ii系と・IJ'えられる

残<m5.5cm • 残{f船~.Scm ·/1~kl1/.0.65cm · 即位保である。 101 は fi繋の,l< ,:i品である ~ ram

叫k府系と考えられる。残イf浪6.釦n・H大幅1.&m・最大l'l-1.5an.,rc-:;,3'1gである。

t. 製品 (100・103) 100は 1:製の紡錘•l\である。 面の部を欠りししている。 tやI.、1cm · I勺径

0.45cm. 厄さ12cm・屯：,t27gである。103は1:錘である。残（浪6.9cm・ltl:k糾2.2an・.fli:t.(侶和

で1船j溢部を欠tiける SK O J O IJ.I I・. のものと接合する。

SX029出土遺物 (Fig.20・26)

・<i (73) Lit点部から胴祁にかけて 1/5が残{i=Lている，JIM部は球形で．「心部は9把収しな

がら外傾し、塙部は丸く収まる。

必 (74) RJt-部から体部1こ.,,部が残(1'.する 夭JI部径5.75cm・残<;:・邸7.2cmである JU且部

はレンズ I・.に浅Ol'.む。

沿j/.f-(75・ カ） 75は開部のみ§Jl{.f.する。騨体部はtiぼ）iっ直ぐに延び、謝品はf'Jilこむか

い広がりながら延ぴる0 771よ杯底祁及び閲祁の213が残(i-している。）｛部は、 lif祁から体祁にか

けて緩やかに外傾し、脚体祁ははほ真っ直ぐに延び、卵糾部は外反気味に広がる 溢部は丸く

収まる。

女騨 (76) I rt蛉祁の •部及び祝部を欠mする . f本部は外i巧気味1:1:/jへ延ぴ.11素出部C.l:lul

曲し．端部は尖りな（味である。

甑 (78) If.(手濡分のみで、溢部は!11i1!11LAく収まる→胴祁から点り離しており、貼｛，tけたも

のであることがわかる

央 (79) 11松部のみが舟WHt=している。「l緑部は外傾しながら 1:/jに延び、端祁及ぴ買i

部との挽に刻みIIを持つ．

旭 {80) 11松部及び頸部の部をク:illする。Jjfij部蚊大径はIiぽ巾央にあり、 ややJ:方に穿

孔している。類部は細く閉まり、11紺部にむかいラッバ状にlillく。

I: 製品 <104-110) I: 錘である。104はli!A艮6.&,n・lttk船2.6cm・ 礼径O.&mでは1ぢ足形

-105-



である。105は駁大長7.35cm・ 最大幅2.'lcm・ "./L径0.45cmで先端部の一部を欠捐している。106は

最大長7.3cm・ 最大糾2.2cm · -IL径0.45cmで完形である。 107は•紋大長6.7cm· h'l大糾2.3cm · イし径

0.65cmで両先端部の一部を欠mしている。1081;11此大長52cm・紋大幅2.1cm・孔径0.45cmで先嬬
部の一部を欠mしている。 109は最大i~6.2cm· 設大輻2.0cm・1L径0.6cmで先溢部に一部を欠m
する。110は最大U5.Jcm・h'lk.紺1.9cm・fl径0.55cmで先溢部の一部を欠mしている。
③小穴 （ビット）出土遺物 (Fig.20)

li:! (81) PO I 9からの出土の弥生土器である。口縁部を打ち欠いている。底部は浅いレ

ンズ状に窪む。胴部最大径を中央ももよ りやや上方に持ち、1iJ部は九い。

④検出面出土遺物 (Fig.20) 

杯 (82) 瓦f!J:器で口緑部から体部にかけて約213§~存している。体部は内笥気味に上方へ

延ぴ口緑部は外反する。底部は欠損する。

8. V区 (3-8区）

この潟査区は、＃水路本線rJrに伴い調査を行った箇所である。ここでは I:坑 ・井戸 ・掲ヽ 1

柱建物跡 ・4渭lifll肖及び,Jヽiく（ピッ ト）群を検出した。潟究面積はおOm'である。

• I 

， 

｀ 
11 

；ヽ73 

鬱
｀ ”『 078 

Fig.20 UIX.IH I沿．逍物2(S=JJ4) 

75 

マ
‘。 公
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(I)遺構

①土坑 (Fii.22)

SKOOI土坑 潟1f.L,(の1ti11fiよりに｛、・((lo'.する。1勺ffi形態は,j,定形で、 J[と大船2.6m・深さ

o.』Imである。 ~I! I沖からは弥'.El:器・須恵器 .I: 師器}¥・がII¥I: している、

SK002土坑 ぷ1i:.区の1日開に位i/'1¥する。平面形態は円形で、径0.85m・深さ0.15mである。

紅^，、 知 9

塁 一ーニ ―一 土一

SK003 

-0 竺

司― E
 :_gジ
~ 

吟

＂ 
am 

Fig公 VIぷ$KOOi・()()2・003・009.l坑.SE005Jけ戸 (S=l/-10) 
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J11il:1l1からはJ:師器）tが1111:している

SK009土坑 SK O O Iの111に位散している ・1潅i形態1.w,1り形で、長袖0.82m・閲l蘭

0.6-lm・深さU.22mである .:..:. からは弥'~. I溢がIHI:している

②井戸 (Fig.221

SEO O 5井戸 ，~1f.lんの北 i日に位irtする ：ほ拙IJのぷ掘のir.,咬. l:1f11の・('・ilti形態は4名l'J

形で、 !~袖l.'.:ISm・斑悼l.lm.深さL23m、li!;tfiiの形態はl'l形で径O.&hnである ii'i物のほとん

どは小絞lヤで、11,',茶褐色粘m1からの11:Lである )~, iに11'う迅物としては、 ＂・府のll;H火褐色

紗r()(1から比芯碗がllWII:している

(2) 遺物

の土坑出土遺物

$KOOi出土遺物 (Fig.2.1}

J.i'.a, 183I JUI部から11柑部にかけての部が残(r'.している ） Ut-部からf,1-部にかけてI'、)

傾気味1こ延び.11柑部はl'iitJク（味1こド）iへ延ぴる 溢部は丸くり丈まる

i.:if,I」・)小 184) f屈祁 l•'I湿から底祁にかけて lt,1がtHiする 1•，、if,のltli1f11U.·/~ の邸いfl形

で、底部のやや内側に 「八Jの字形に貼付く

SK009出土遺物 (Fig.23)

央 (851 頸部から!Iii!部にかけての部が残(r:する 頭部は外傾しながら l・./JIこ延び、1114祁

は1用さながら f}jへ延びる ;ci;lいとJIJ,j祁の投に突・iirが見られる

加りI¥I・. 滋物

SE005出土遺物 (Fig.23. 却

碗 (86) 11枯部から休部にかけてのl(Jをク,Iiiする fl: 部から11紺滞にかげて緩やかに11ii,'/

し．沿祁は丸くりはる 益がよ1Silf1ii逆台形で、 ［八Iの字に貼付けている

Ii~ 品 (114) 且Uiである暉叫かで約lf.ll',¥認捐Lていると Bえられん即iと

しての(•l!J ll d1iは 2 1/1iである

9. W区 (3-1区）

介1111(1),月如よ. jJ~ 水蹄のりmえにj'I'.い..11*.をlrなったii:iJリiである ここでは l:JiC・11°1;• ~; 

'"i印青及ぴ4ゞ1・;(ヒット）群を検/J¥Lた、，且和f1il/1は180mである

(1) 遺構

（海 戸

SEO O 3井戸 SK00-1の北側1:fヽmする ・J<11t1形態は111形であるが、I I:! が，~-ft.I,(外の

ため料屈である SE002にJulしくぷ掘り11,,ifl)~ 方のみが残(r.しているものとどえられる

ここからの迅物のliltはない

(2) 遺物

-110-
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可謳Fig.23 V・WIX:/ll」：造物 (S=l/4)
①不明遺構出土遺物

S XO 1 5出土遺物 (Fig.23)

火鉢 (87) 11籍部から胴部l:半部の部が出J:している。 ：条の突帝が廻り、11絃部には

ol 

、iii'.文がr:11亥ljされている。

③小穴 （ピット）出土遺物

PO I 1出土遺物 (Fig,26)

6製品 (112) /:i材は流紋むで、 fl!N長5.釦n・残存幅5.3cm· N~}渇l!l- LOcmの一祁のみが残

ィ，：している。l'I然面と思われる部分に縦方向の例込みが見られる。中心｝前1に向かい薄くなっ

ている。砥石の可能性はあるが111;全は不lりである。

m まとめ
今liifの濶酌よ、狭い水路]',ii地であったため、滋粉の性格についてははっきりLないが、

東部!)1.水路•Ji業に伴う潟在1メ'. (O-WIメ．）と、 R業培盤粒情事哀 (A-G区）、」：楊関連に（・トう

~1f. 地1メ'.(1-Jli.)及び..:Ill川町教ff委n会による住宅関連に伴う謁脊地区 (K-Nll)の成
栄を併せて1関係をみてみたい。

下q,杖集浴の東間にあり、昭和53年）虻に行なったBlヌの北1l11に位骰する01又は、揉高6-

6.3mの水Ill部である。P・Q・RI,(は．いずれも現{£のド中杖災沿の束側にあり．昭和60年度

に曲任を行なったI-JIえの市開1こ!il.i71しており現況は町i在である。Six.は下,,,杖集落の東憫1こ

あり、平成9年度に瀾介されたし・M・N区の1IIに位沢する。函牡時は竹板であり、t媒状の

邸ま りが見られた。T・U・V・WIえについては昭和52年）文潟査地区であるD区の北開に位骰

する。

(O・P・Q・R区〉

水田部である0区に検ti:¥したこtな遺構は、-1::坑 .Jt-戸 ・溝状遺構等である。はとんどが，潟

介地区の中央に集中している。SK005..l:坑は、瀾査区のほぼ中央にft{.i荏するが、 iii'!'・分
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口信° 臼員
0~ 一旦〕r, 伽c0~ 
可立竺け『"'ーロ順

100ロ こ二）
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◎ R ⑥ ⑦ ~ @® ⑨ 
103 J~ I IC)5 106 107 108 11~1 110 

◎爪い［ 口『こ
こ ~112

ロ fl さし
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が、•11fl,<外のため全体の状況は1"り）である JIil i: の状況及び追物から占l(lll!t(t前期のものと

どえられる SEO O 9 lt-J i跡は、 卜~'Iに近い位jr,'.から ,~師岱の杯 ・完 .,位のしている3.'.'!. 

が七 J 卜で出 I:している これらのことから祭祀的泊i,,のり［能itがどえられる S0006 

溝jJ滋i構は，.111f.J,(のはば,,,央を、Mじ<S l) 0 II iい）；沿構は，岨i'l:I,,(の,,り嬬を 11iJt/i1iり に f•I•

びている また、どちらも逍物のIllI・. がはとんどないため助期は明確にでさないが、,,叩時

代のり虚である Bi-<(りIt龍IIこ f-%i7tすることから、 l,(P'ii~の・部であることがサえられる .: 

れは13区の，.1'11f.の応に仕物跡や1・折；Q)はか、1IUtJi1i,Jに、じる1;_p1,j溝が検II¥されていることによ

る＆のである

P・Q・RIメ．についてであるが、 Pl.{のI'な磁IRは沿状沿溝.01-<1い1,,-.跡.RI.(は）r-, 溝 ．
I: 坑、イ;1yJ沿情である。SU()0 I i,'1/状iut,iは、，月在 I,(の rt•央よりやや1叱が）に{r'.{fL、,ti

北）,・,; りに Pl•びている。ここからは糸り!lifのI'.師岱,Jヽ11nが出 I:してし、ることから •I'llしの j迂情の

nf能tfが烙えられる QI-<: のSE O O I Jt-r; 跡は. l:~'1 から洲,,.時代ilirlVJ-r'iJ(t時代の,Jヽ銑

片のみのml:であるため、II雑りはIVJ確にでさない R区のSEOO ,I n1 i跡rふ渇1EI-<は!,%;r1.

する 池物は小戟）rのみのIll上であるたの、時期はIYJ確ではない S0007溝状磁t11は残
(/'. 状況が悪く ．迅物についても弥'tI・. 岱とIll恵路がill<!'.してIllI: している SH()() I fl:!、,;.

跡は~1f.1,(の 1•り沿に位irtするが、 りJ り介いや削·](により残 ｛／：状況がJl"ii~に悪い また.iu物

については弥'1・.I.器の/l'f:部及びII秘泌が1111:してし・る 小'i-.:につし・ては、 JIii、rt.I:建物跡のuf

能!'I:のある bのが数力,111;-えられる この3地lメについては.l~l,/1155年度，.l:J1f.地(,(であるJIメ

の ,tJflW に近楼しており． 小でも Plが7)SDOO ! i~泊湛/1/1/1よ、JI,(の沿とはぽlul・のI湘1/;it,J

である.:とから、lul・清の延lむ部分であるnf能代がどえられる またJi,<では）J形1勺ltjj昇冷が

検II¥されていることから瓜沿とどえられる ，IllI~ 迅物こそ少ないものの山）d時代ヽ鎌f↑叫代

の！！がU~lt物珈 JI:,,淋、 l)i(, 守も検出されていることから、 P・Q・ RI.(は11!端に位骰するJ

I.(の集伶の部とどえられる。

(SI,(} 

SI.(は、l:.t;J,, i柑状jむ協 I)ん、 小穴が検：I¥された 1.-':', は、，凸佑iifの肉段では約30111!:,'J及

が確必．でさている ， 必 l:il •からは/ii/',灯Iや弥'I・：l:i, ・I: 師沿 ・tr1恵沿の小破片が1111:してい

る。SIJOOl・SD002溝状迅t,JはI:唱の樹に沿っており、 SDOOI の理 l : <I •からは

板稗や・ィiii輪格等の(Iり投搭がJt牧Iiりまとまった状態で出tLている 近店のIJ[,<,、LI,(UJ,.l:J

忙粘呆と与え介わせると .SI,<は81刈LI,<.に含まれる111111:梨i行の ・品とらえられる"Iii碑や一

(j Ti. 帖裕鼻-~- 11) ィ i 鼻ふ JJ11:ついては、イil/',U)耕つt'tt各やVIIき取り,1,111:U)射渫から硲碑としてより

もlit投塔としてfl)いられたものとりえられる また. 1: -•;! については集治を姐るものとどえ

られる

〈T・U・V・WI,<.〉
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T区は、 JI'戸跡、土坑、溝状遺構、小穴が検出された。SEOI iはnli1t(:,(の111端に位tl'i'.し

ている。削平が大きく遺構の残存状態は悪いが、理土中から上師器の窃杯及び売の破片がIll

土している。SD002溝状遺構は．潟究区のはぽ中央にあり北東から南西方ti,]に伸びてい

る。ここでは遠物の出土がないため時期は不明である。 小穴は多数検Illされているが、潟介

区が狭いため並びは不明である。

u区は、円形周溝、井戸跡、溝状這構．不明沿情、 小穴を検出している。SR020円形

周溝は鴻在区の中央東端に位骰しており、東半分は潟介区外である。迅物は、弥生土器の,Jヽ

破片が出土している。また、 POI 9から「9緑部を打ち欠いたと息われる壺が1点罪納した

と息われる状態でIf止しており、 SR020と関連して岱祀的な俎味合いが考えられる。S

D026溝状遺構は，JIB'r.区の南1111 を北束から l♦T西方向に伸ぴている 。 残{f-状態が悪いが、 溝

の形状および残存状態からT区のSD002溝状遺9鼻と（句ー溝である可能性があるが、どちら

も遺物の出土がないため時期は心月である。SE O 3 2・S E O 3 4 Jt,p場トは残存状況もあ

まり良くなく、辺物の11¥・tもないため時期はぷ明であるが、 SE032の底部から梢物追体

がIll上している。そのほかSXOll・SX029不明遺構があるが残存状態はいずれもあ

まり良くない。SXO I lは頷査区の北開に位沢する。辺構の底面はq,心にri,Jかって次第に

深くなるレンズ状をしており 、遺物は奈良時代の須恵器を主としてIJ.1I: している。遣情の形

状から住居隊の可能性は低いと息われるが、炭化物の/I',土が見られることから9俎祀的なl't格

を持つ土坑のNF能性も考えられる。SXO 2 9 1: ついては、形状はSXO IIに似るが、遺

物については弥生土粋、須患器、土師器がi昆化して出 I:している。また.il'l構内の西沿から

完形を含め約20点ほどの土錘がまとまって出上しており 、魚網錘と考えられる。S0026

溝状遺1,'1/の南11111こは現況ll!IIX 2IIJJのS603、1掘立柱建物跡を確認しており、溝との（闊述

が考えられる。

vri<: は井戸跡、土坑.,Jヽ 穴を検出している。SE005井戸跡は凸企Mの北側に位(r.'.して

いる。餃下層に近い位骰から平安時代のものと名えられる瓦器碗が1点出」；している。 I:坑

については土器の出 tがないため時期ははっきりとしない。小穴については漏介尻の東開に

集中しており 、柱板を確認できたものもあったが建物は確認できなかった。

w区は土坑、 井戸跡．不!VJ遣1昇、小穴を検出している。中でも小穴がK半を占めているが．

潟究範囲が狭いため佳物跡l;l確認できていない。また全体に母物もほとんど検Mlされておら

ず、時期の決定は誰しい。

U・ T・W・V区と北に行くに従い遺I樽密度が低くなっている。特にV(I{ではVI[,!/であり洒

側に向かっても逍情密l父が低くなっている。確認潟在でもV区より西1l!1でi;l:Jl'lt骨遺物ともに

ない。 また、潤査区jlり m1のトレンチでは沿ちを確品しており ． ここでは木）•やや植物；B休を確

認している。従って迅跡と してはV区で終（しており、 D区とV区を結ぶラインで遺9がの洒限
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と '~えることができる。

選溝の範1用については 、 これまでの潟査と今,~1の頃企である程度の範囲はIJI確になりつつ

ある。性格については、これまでの溝査ではtに弥生時代の翌棺硲地と平安時代から鎌れ時代

にかけてのrn司的な追構が確認されていることから名えると、下中杖遺跡は弥生時代の秘地と
中jU;JI雑りかせ考えられるが、今阿の潤査では不明な点も多かったので介後の溝介にJUI待する。

参考文献

佐m,リ教介委月会
佐r11•.~教ff委U会

1976 「佐竹児史蹟名勝夭然記念物潟査報告」 I・.・f呑

19so r下中杖遣跳J佐釘県文化財潟査報告苔第54集
二田川町史町編さん委!I会 1980 「三田川町史J

.:::111111町教-(:j委u会 1986 「下中杖達跡J 三 IJ.I川町文化潟査報告~W- 1 集

Tab.I 下巾杖遺跡潟究地1メ．一¢表

員£年度 I!. 遣跡q,tt格 J: なint~ じな;11物

s. 52 A・F区 ぢ生I!(ぼ絨・5141訊 集蔦 甕樟墓・J:縞舅・I:坑・怒火le計 鸞棺・体生・I:器・ J:邸お
,';ft- ヽl•llt 哀紺 賊屯I.I紐物・片戸・f糞 K店・惰人囚紐苫冷

C・IIR 弥,1,吋代黛俗 竪穴住居・ t坑・Ii蔵六 体生：t器.J: 師芦
,1,ft -•1° 世・近世崖俗 Jけ戸・i鼻・!I列・池 瓦器・綸人p,ji!I苔字

Dli!: 弥生II!況編・占Jj¥ijf¥集硲 甕lll-4!;・竪穴lE/1:• l~fi I: 師お
中世集硲 擢立柱也物 - /~p ・溝

S. !,.l Bl~ 弥生鼻訊：息絨・古Jj¥llft箕硲 甕H· t讚11· -!<K!Ali • :li!.t坑 甕川 ・ ~•1:1:岱. ~llii沿
,1o"ft ~ •l11!1: 応俗 竪穴m&-Jt-F'・J:坑 須！ぶむ・迅州窯Pill!笞・白磁

揖・;ui紐物・）H戸・溝 U釉囚岱:!I色I:笞・水賛品
, 7/lll製万字

s. 59 rn ,1,ft -ヽl • ~i;艇面 !~ff · ·I: 坑・i青 j:lill笞

J仄 ,1,ft -•1• 椛集ifi 姐V.柱紐物・9打戸・溝， I:坑 i: 紬芦・須恵笞・象i柏出笞
t賛品・弥生l:苔・l.iiii・＊製品

H. -I 0区 占ft ヽヽf • Jt集藉 Jf戸・土坑・溝 須必お・」:to召・木製品
P·Q• R区 占ft-•1° ,1:梨紺 ,~rr ・ J:坑・i青 須屈四・上閾器

SI~ 弥'!'.•¥ft -中世集俗 J女!II<遺情•土坑・溝 須忠む・ 1:r•岱・瓦FLT岱
“塔 ・翰入囚磁岱

T区 占it\l~代-mt集俗 Jけ戸・ I: 坑 須恵芦・tftf岱
u区 弥’じelf代～古代集沿 1q ,1須ia•lf1l •l:l,t揖立ltl!I・1長 弥生上~-須忠沿 •土師と

J: 箕、ll,・fi製品
fl. ; VIK 古代～中世集沿 Jt-J•·l: 坑・!l!'l:往狂物 須退溢・上輝器・瓦岱

WI,( 古代～ ヽI •世集裕 •加 ヽ·l:坑 須!!(21¥・土“岱・瓦!t土岱
H. 9 K・L・"・N区 弥't-.勾代- •!• lit集1N lt-P・i鼻揖if.lE¥Jl物 淋生上ll・鯰lsllli!lll・鼠l!•;f;賢品
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Tab.2 下中杖匹跡潤査地区—·tとJと

地F(名 遺,~奮サ lt 別 形憩 m徴） 殿R浪さXlilX深さ： ml J, 輪）i i•! 
01 .. SKOOI l:~t n影 0.78 X 0.7 X 0.16 NE -2'-SW 

SKOi氾 J:.J,t 円形 1.9 X 1.7 X 0A2 NW-13'-SE 

SK003 _tJ,t 円形 0.95 X 0.9 x 0.26 NE - 5• -sw 

SHOOI 竪:r,lfr,;'? ”形？

SKOOS I: 坑 格l'IW,又は1り形 1.61 X (0.6) X 0邸 NE -r -SW 

S0006 溝状ii!情 類面：白彰 0.73 X 0. お X0,07 NU - 10• -sw 

SEOOi Jt-,; l'I形 1.67 X CO.Si) X 0.46 NE -13" -SW 

SE009 JI, 戸 円形 1.4 X 1.2 X IA9 NE - 30• -SW 

SDOII 溝状遺t~ 厨i籠：白影 (2,1) X 1.59 X 0.63 NE - 14• -SW 

呪 SOOOI 溝状遺,~ 翫面：台形 (5.6) X 0,86 X 0.1& NE -20" -SW 

SX002 ,f,lfj(i鼻か？） 14.51) X 1.46 X 0.1 NE -28" -SW 

SK003 I: 坑 1り形 0.91 X 0.96 X 0.13 NE - 22• -SW 

SKOOI ttJr, 111形 0.66 X 0.57 X 0.26 NE -43'-SW 

sxooo ,f'IJ] (上坑か？） ~'定形 2.¥lS X 2,4 X 0.2 NE - 3• -SW 

SK006 上坑 Ifftり形 l.2i X 0邸 X0.32 NW—ぉ• -SE 

QI". SEOOI Jt-jヨ IWJ形 1.96 X I硲 XJ.2,1 EN-、10・-ws
Rll SXOOI ~'19J (Wilか？） )j影？ (Z.82) X (Z.~,8) X 0.13 Nw - 32• -SE 

SXO<Yl ~'11J (t坑か？） j<)j形 (1.91) X 0.8 X 0.1~ 恥 ース)'-ws

SK匹 .t坑 *Ii形 1.52 x o.oa1x o.n Et< -30'-WS 

S函 1 Jt-戸 Iり形 0.86 X 0.72 X 0.7'l NWー13'-SE

SX005 溝か？ 順面；台影 (5-2:1) X 3.32 X 0.8 NW-42'-SE 

SX006 濁か？ 贈illi:台彰 (3.78) X 1.29 X 0蕊 NW-Jr -SE 

SD007 溝状渭情 贈面： t1影 (3.32) X 0.43 X 0.14 NE -26'-WS 

SK008 ← L: 坑 惰l'I形？ 1.12 X 0.76 X 0.23 NE -2" -SW 

SK009 t.Jif. (1.16) X (0お ）X 0.25 出~ - ア -ws

SIを S0001 溝状lllllt 1り形又はmlり形 (8.9) X 3.9 X 1,01 NW- g• -SE 

S以双 溝状遺,~ 瞑面： (1彰 (10.4) X 2.0 X 1.221 NW- 9• -SE 

S110IO 緊穴IF.I;, ~; 出形 1ヽ.9 X 2.75 X 0.05 NW—ぉ'-SE

SK012 :t坑 円形 1.0'l X 0.9 X 0.44 NE -15'-SW 

SX0'2,1 村JJ(t.Jif. か？） ＂影？ ,0.5) X(O.&.l)X 0.21 区 ー 3• -SW 

SK如 t坑 l'I形 0.9 X 0ぶ5X 0.26 NE - 5• -SW 

SKO. 及 I・. 坑 l'l形 0.61 X 0.74 X 027 NE -2'-SW 

SKO: 沿 J:l,t l'I形 0.65 X 0ふIX 0.22 NW-IT -SE 

SKOOO 上坑 惰1q形 碑 X2.12 X 0. 似 NW-6'-SE 

SK03I 1:tii. ~-)if形 I.I X 0.i9 X 0.25 恥 ー-12・-ws

SKO: 氾 I・. 坑 miり形？ 1.05 X (1.12) X 0.19 NE -T -SW 

SK003 _ti}(_ 惰l'I形 J.12 X 0俎 XO.IS NE -lo -SW 

SX田8 み渭J(~I: 坑か？） ~-定形 〇紡 X0.(,J X 0.07 ピ； 一IT -WN 

SKOII I・. 坑 Ii方形 0.23 X 0.83 X 0.16 ES -23'-WN 

」:,:1 -tl:¥ 台形 (14.81 X 8.15 X 1.57 NW-13. -SE 

TJX S0002 溝状.i!ll1/ 頗ifii:u・r.itt? I.I、IX 2.1ヽIX0Zl 印<-16" -ws 

S0003 溝状辺情 順面： U'i'Jtt? 0.69 X 1.41 X 0.1 El< -3'-WS 

S0009 溝l~.ill構 ~,ni : h影 (1.8) X 0.85 X 0.1 NW - ~6• -SE 

SXOIO 心JI<i鼻か？） <0.92) X 0.41 X 0.12 即 ー17'-ws

SXOII 4渭I(l:l,i: か？） )j影？ (0.38) X 0.49 X 0.08 恥 ー37"-ws 

S0012 溝状遺t青 斯ifii'.fl形？ (1.38) X (0.2A) X 0.1 NW-55" -SE 

SD013 濁状illl1i 隋dii:n•i (lふ)Xl.9 X0.37 ES - 20• -WN 
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地r£r, 迅情岳；} ft: 洞 影原m徴） 規limt-x輻X深さ：ml )'. 姶J/1••1

Tl£ SK014 l;J,t 9行1q形 1.8 X 0.76 X 0.19 NE - 29• -SM 

SXOIS 心ii<l:lんか？） ~'定形 (0,65) X 0,8,1 X 0.38 区 ーア ーWN

SX016 心II<I: 坑か？） t~l'l形 (2.5) X 11.321 X 0.17 NE -2ア ーSW

s印17 肋ヽ 惰lり形 (!,J1笛） (0ぶ9)X0. 湖 X<0.32) F.S -2'r -WN 

SK函 上Ji( J<H影 (0.7) X <0.48) X 0.~ 邸 -2T-WN 

SK027 1坑 Ii方xi I.IS X <0.6-0 X 0.42 ES -13" -WN 

SK025 I: 坑 惰l'I形 (J.57)X{O. お）X 0.13 区 ー47"-WN 

ur~ SXOOI 利JfC l:lj(か？） ~'lir 形 1.38 X (J.32) X 0.4 NE -IS" -SW 

SKOIO I: 坑 111形 1.8 X 0.95 X 0.46 鯰 ー57"-¥¥IN 

SXOII 心JI{ f•.~tか？ ） 不定形 4A4 X 3. ヽIヽIXO.? 恥 ー]1. -ws 

SKOIJ 心II(tl,tか？） JW? 1.7 X 1.、18X 0.32 区 -4;• -WN 

SK014 .t坑 円形 0.76 X 0.&I X 0.16 郎 -33'-WN

SX015 和,r"'・ 坑か？ ） 1,i,・1 (0. む）X J.37 X 0.J 邸 ーIヽI'-WN

SXOIG 和If(I: 坑か？ ） ii形 (J.!7) X (0.48) X 0.15 NE - 15• -SW 

SR四 l'I形周清 円形 3.72 X (2.5) X 0.13 NE -16'-SW 

SXO:ll 4'IJI (J: 坑か？ ｝ ~-定形 {2.15)X(0.85)X 0.17 匹 ー17!'-WN

S以YlG i昇 iD情 訴面：台.. (5. お）X 0.63 X 0.18 邸 ー33• -ws 

SX0'}.7 

"'"' 
,r: 定影 (2A) X (1.35) X 0.2 区 ー 6'-WN

SX029 ~'IJI I I: 坑か？） ィ定形 (6.15) X•1.i4 X 0.44 ES - 22• -WN 

SE031 )f戸 円形 {0.•15) X (0.28) X 0.49 NE - 9• -SW 

9瑯 2 )fJゴ Iり形 0.83)C 0.63 X 0.9'1 EN -10• -WS 

SB033 湿ヽum物跡 (I IIIIX211ll) {1.8 X 3.35) NW-;f -SE 

S細 l II』i 9仰1彩 0.~I X 0.6 X 0.55 ビ ー51"-WN 

SK邸 J:lぇ !Vi影 1.33 X 0.48 X 0.46 ~N -:r -ws 
VI!. SKOOI I: 坑 不定形 2.6 X 1.48 X 0.4 EN -12'一ws

SK(l(Y! J: 坑 111形 0.85 :X 0.SI X 0.15 EN -3'f -WS 

SK003 J:Ji( f<)j影 Q.91 X 0.51 X 0.38 EN - 26• -WS 

SKOOI J:JJi: JVi彩 0.57 X 0.42 X 0.26 EN - 1s• -ws 

SE006 ,~,; l'l記 1.35 X 0,11 X 1.23 llN -23• -WS 
sxooo ~"II (l:li(か？） )j形？ (0.39) X 0.&I X 0.13 N ~ヽ-32• -SE 

SX007 4渭j(上Ii(_か？） ィ定影 0.8 X 0.56 X 0.12 NW-51'-SE 

sxoos ~"Pl (I'. 會坑か？） 4'定影 (0.61) X 0.81 X 0.13 即 ー41'-IVS

SK009 I: 坑 ['! 影 0.82 X 0.~X 0.22 Nw- 29• -SF. 

SKOII I. 坑 Ji影 (OZl)X 0.6 x 0.12 NW お・-SE

WI,( SXOOl 4遺Ill(J: 坑か？） 方影？ (0.7! りX{O_f!:/)X0.17 NE -9• -SW 

S如 lfr' ドI影 (0.45)X 0. 応 X0.4 区;- 3• -WN 

SEOOJ ”’’ l'I影 0,55 X(0,38)X OAI ~F. -14• -SW 

SKcI l:lR. iりl'l影 0.96 X (0.33) X 0.14 ES - 23• -WN 
SK005 I: 坑 Ii影 <0.7) x o.n x 0.61 Nじ ー45• -sw 

SK006 I; 坑 惰l'ilt 0,98 X 0,71 X 0.25 1'E -51'-SW 

SK007 I: 坑 ”影 0.56 X 0.5i X 023 ~'E -40'-SW 

SK008 上Ji(_ 惰円形 0.57 X 0,52 X 0.13 NE -SJ'-SW 

SK009 I・, 坑 IVi駐 0.68 X 0.42 X 0.23 NW-29" -SE 

SKOIO t坑 侶丸J;形・? 0,87 X 0,75 X 0.15 Nw -33• -SE 

SKOII t坑 IV, 影？ 0.3'1 X 1,08 X 0.35 恥 ー改)" -IVS 

SKOl2 .t坑 Ji影 0.67)(0.58 X 0.22 EN -33'-WS 

SX013 心IJ(t:t;: か？＼ ~; 定i; (0.46) X 0.4,I X 0.05 NE -22'-SW 
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古~;•
SX015 

Tab3 追物観察よ

品
PL 
11:Lllt!. Hi¥fl )j員が；

5-1 叫3畑 七晒岱

-2 t紺illi

-3 泊2土閾器

-4 睾 l泊・:~ 岱

-; _t濾器

-6 6-6 l(ol :t閣硲

-i 四＂ I: 閾岱
5-8 6-8 l'i.i t鰤沿

-9 6-9 ,.. 柑 I: 紬岱

-10 2層 土閾器

8-11 QI!. 体屯tis

-12 Q"S畑I佑生t呂

-13 Q区 体生上E

-14 体~t.li

-15 ll'.Ur. 

ー16 ぢ生」.6

-11 休生Lrl

-IS 体生J:ll

-19 須患器

9-20 RRSXOOE 姐忠笞

-21 碑 須忠岱

-22 皿1上閾笞

-23 t:r. ヽぉ

9-24 1'1 体生」：呂

-25 ll:UII 

-26 体生l:rl

-2i t緬ね

檜割 形態 （井徴）

4濱M形

~';ill; 言巳霊三I:生：：号

磁口径．岱店・底径の ( ) i;I復元径を、諾村の （ ）はJH~飢を示す。

沿仕
法袂 (<DI

飴
色』

姐`
瀾 霰 M遺物

U往笞“底tゃ J・ - I勺創／外面 外沿 llli 内笞 1111≪n番サ

~= (4.11 lll・引RRtヽ含1• ：：ら1、II/;;.',..、5Jl ・ナへナ？)ケ/,loズJ,,の ナデ 97000520 

•f. (43) 砂IR-Ui.n !: “‘全罷・ユ清 a • ナへナうメケJil'ズ•J0/の9クヽケテli）ftji.i,+Jのヤ 9碑 19

lj: (3.6) 駐鳩~い-I震れl¥ 随ヽ i11¥INふ屯 J，↓ +i', llfj甚Ul!JJ:.:1:2+ぞ ナデ 9碑 18

"1 (13.4) (9. お） JI(1~ 4四.6) 闘Rtれ じ,.:.il~ \1'ムII J, . l IIl量'IヽI亀．,,n:, 3コtf'~"II瞭(I名m ，畑一17 

s/:i (11.9) (7.2) 2 -泊■V>t-.;.it Ul・G.1 a , It! 盲""'II●● へc:iう¥瓜ケあズI))＇） 970005)6 lt!!t~~ t,U、l.:Iコ•¥

甑 02.4) 13.6 3.1 Iをヽ多五くの含書員むに.., 責見償I駆 J ’↓ OO.,,,り,む,.m'",' ヘラケズ')印 l

<c!! (14.9) (14.9) II証往 紗l●!!爾U怜のし浅貨11!/褐駅 Jl ヘ-t"r'l#キl/惰;/1 4哨鼈．塁II~ 97()005内(19.0) 

甕 16.45 嗣船ltそIヽ,Xm碍Rt 122.2) 
~11-,U 11•.llfUil•-;.;c :、良 ’?‘ヶTfl/:11/員釦がlの9 クテJirケズuJ(/) ヘ.., ., 97001151 

)f 4.6 M紗R瓢U釦tt,• にぶ1 •1/tぶI•~ う^十f'IIii畠
Jl , 11~1!5'ナデ ~'IJJ厭（員Ill. !Ii畑 ー'.)?

文綱(13.2) (10.7) lt1•R11を怜~~ ,:,;,,,.,, ぢし骨6良 十デ 9冗以翠4

深汁 (4.9) 復多むくI(tH!, 灰白／褐沃 J. l t町重,11Nllt: 17.-111あり ィ渭l厭ばIO9i001l85 

甕 (4.1) 翻量~uQ、出m 桟貴!Vil貨Rll • 公良11｀~;;,馴忍,:
妍 あり

ヨコナデ' 97001186 

甕 (1.0) 罠多紗くR介をし 世／位 J・!. 3:Jtヤ,勺Uあlf嘉り： 
絹II欠 ヨコナデ 97001181 

甕 ~外:： !1斑』 (5.5) Uヽ~IJ{Gヽ!a\Ot il! 貨lil/i£貧柑 Jl . l4il濁渇tlH覆It'lln.K ヨコナデ 9i001179 

甕 内り：； 蕊m9 (5.5) ~HmU、::.m.， 灰(1-a貴!l/ltflfl印''"''"↑~"m"'i· tt HI観ぽ1H97001118 

吏 (44.Q) (9.7) 9多妙くU:'¥を(, 浅貨尻／浪貿杞 fl ,.,. Ii約 9ヽ"" ヨコナ，，， 9;oo11n 

甍 (9.-15) (7.9) 峠Doijヽ出m lit'I/町I・汎責RR ィ渭｝輯(/l!ltl4渭llll.l!l!IEl9i001180 

甍 (15.0) "項lit峠IIRりヽm... ,lAIV1tARヽB良 小り煤1駆HI序.(fl!l ィり1'1ばIt)9初 II泣(20.ll) 

甍 (37.3) 05.3) 羅多妙くR含をしバ賣-Iii/灰貴 凩ヽ Jl ョコナデ 紅II贔I.l≪lll.,,"',, 9i00118i 

lj: 02.6) (3.8) ？(14忍,Sif) 員釘u~ 灰／灰 Jl ,1ヨ1mコナ≪デr1• ヨコ・,..・r 970011認

“杯 lt1瓢ll績t:tit"b ,況1いimが／嶋1泣か灰..~ ヽ利・ ヨコナデ ヨコナデ 9;001157 

If. U.65) l紗•R!><をH~bヽ） .lli~ 貴0R-/1/i沢fl貨ヽR t¥ ,r-111瞭("鑽Iィ渭l観頃雇）9i001163 

I{- 01.8) (5.0) ｀靱t~~ 灰貨／灰貨 良がII観(~鴫I.f~Jl!(晨亀） 9i00IJ60 

'<i (6.8) lij・!>! 軍UヽRしs ふ!IいI')e•/汲R
に にぶいRJ、U4渭HlIT観f｛,U冷It>Ql f明載ぽ樺）9i001159 

'U (7.ll) を1-多~く暉ae<: lt•t\111/l•Uf 良 ~-: ・ !.り¥鯰Jlt11あi,u1』 HJ観1次註）9i0011&1 

ic! (4.2) 紗l●1!“を靭tり:.:;,, ...、こ.:>f、9n 1溝l鋭(lilt)ィ：り1観If.!托）970011位
V. (16.Q) (3.75) 紗l●ll箪tR~のu I"i 責ふR、II ヽ/ 1 ¥ 1tl fl1 • t1 • R が"説（翡｝ 研ぼ（砧） 97001161 
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l';g. Pl. 
mt鼈l.(HI h'II 沿H

法 !,llcml 
鮎 I.: 色コ 亀`

潟 竺 児濱 llJ
~u1; 'ifiヽ:; I I 怜 岱ヽ~ ~fl怜 内爪i/外LLLI 外岱血 内 Z,I伍 (l;fl召り・

9-28 RSlX<~SX<a; l,,I l:llliii.l 甕 (6.4) (12.0) 1-:?a- 沿・.:..tIfゞ•i fl.fill観頃鑽｝ れII観ぽIll97001165 H<~~ 

ーお ↓如I: 師岱 ,t lll.6) (6.7) H置"iiiii: llぶ澳いmヽ/,l,:責ぶnいR、 ll 1渭1駁（捻耗IHfll!lll! 托I970011おを多くtり

-30 LSI 001:lil l:~Dii.l fl' を1-多:軍く力a鳶~ ヽぶ~U1-Q にふIH•& R 指頭溝笠 9700116; 

凶 M.1.t 甕 (2,i) M攣9會 i.A、＂員Ill/馴(I ナデ .,. デ-31 (4,851 Ut・ FT u,:.~, ょ.,,低 97001152 

-32 凶体生TZI甕 12. お｝ (S.,I) l•n:'lo鳩し ,,1,1>11)/IJJ,A> ft 1・デ 9ヽケII伎、ナヤ 畑 1153

-33 S畑 1:/lliti If (2.4) (6.8) )紐•!>,を•含~t•• む、.unかm R ヨコナデ 必体紐"・.".,コ.,,,ナ.デ 970011~1 

-J.j 須恵苔 lf,l, (2ぶ） 員iRtat 灰／灰 良ヨコ＋デ ョコ＋デ 9泌 115.';

13-35 Sl•SKa?S 須必む j石 (9.9) (2.4) ？昂If砂珈Rnをr~,り,, 灰／灰 ョコナデ
ョコ＋テ’ 97001匹¥IIA) JしW":UH• 

-36 iJJl !(i! ぶと Jf. 11.4 4.ll ？紅ItII:i.JRHt~t> ~ 渇II</褐灰 ll へ 9•ケ:~ズ!,, ヨコナデ 97001738 03.6) 1らu ¥? 
-3i 6-3; P-6 I: 釧己 Iヽヽ1員(6.9) 1.5 4.2 員；；l!tSt 明日・Rim『Rn,r,111既（ほ揮） 心1)駁1摩托I9700li31 

-38 p. 公体牛:I.II 売 (3.21 7.1 員多紗くl![JtI, 1心・IC1 LJ,•I! n ,r,111説(~r1: ~; 明観 I~托J91001135 

-39 沢 Jo I: 翻苔
., (12.9) U置じ‘ lw.lH• う <1~11/il員R·~ n Hh('Tl<"IU "'U ナデ（庫I()9;001730 

は0.5)~tlUv 

13-40 6-40 S0001 I: 師笞 婉 12.95 6.65 伶3'alllHt~の~ 1:;;v~ 憬1.ぷl・JJl • HAl!r釦!PMさえIi~. 指.,.デ 97001729 

一41 soox 囚磁召 碗 (2.2) 蛉Rt託 K,1-11,t•J-1 JU北：ナデ・縫槍 ~Eナデ、篇輪 97001739 

一,12 囚紐苔 院 (2.25) 5.9 urtttt 11-1l' 1!S~•7m • ll !lit:. 十ヤ• 亀槍 H転ナテ、嵐輪9i001i40 

一、13 須比（苔 甕 (6.71 ＂＂約 灰／灰 Jlへうはさ紋 ヨコナデ 97001736 

-,14 I: 師笞 火鉢 (5.81 紐~t糾 江,,as,::ぶIt良；:-3/.ぷぷ'、-山出心^．． ョコ罪枷ヽ ケ119i0017為

-•IS 瓦r.t笞火鉢 ~~: 記 (4.5) ヽ~Rtar, /II.Iii./灰 Jl ． '<.,..• . 臀凛●..鳥ヽ~貫·・··9.. ・ヽ，.＂,. . ヨコナデ 9;0()1';27 

-46 J:!;t I: 細笞 覺 間：U (5.95) IIRt託 c..,•I IH•i:..~i 
a ， ● • ........... 111111 .,ョ,,~コo,..,.,uヤ艮，• ~. 11 .. -.i書● 97001726 
傘●囀'j』鼻

ーヽIi !IIJ.¥¥lD'<I J:細5 受 岱告 (7.0) ,酬mR・m漏 IQ/ほ 良 f輝I紐(~耗）不諄l耀([flt)9;001195 

-,IS 6-48 N!tlf J:llli匹 J-t: 14.6 7.3 7.4 ~1•»111t:r<1 ~ “’‘‘` ぶ骨・Gfl ィ渭112("'ftiィ渭1瞭(IJJt)97001174 
-,19 6-,19 ~I: 細苔 氏杯 (7.15) 猷(11/l.l.St) l•をllo~Olj紐 fElぶ~ぃ!llit• /it" よ貨RいRヽll ,-テ員算釦：＂夏，，． ナデ 970011乃

-50 SXOI Iii:!!. 笞 lj:、(15.71 2.95 tt●trl'菖';',":,~~ 灰/Iii JI ' I,. '収石L； .. ,,.tt,,t, , Cl!!!&li: :f令t"渭"”f 畑 1169
-51 直 i~Hll 甕 (32) 5.9 1-i.nn 雌-•~!Iii·!• 良ィ渭）観（度託） 不1Jj載(~印 97001172 甜!l!~I

-5:! ll .l:1嘉苔似そ1 ,t,名,.rn塙R~ 浅貨位／＆貨RJ込 指頭潟笠 9i00J却

-53 6-53 四 i休り：l.ri 文＂ (13.8) (11.S) HIRHR、!al>m じふ遺／にぷいQR 、信!I＇舅~ぇ属&， t. ぞt ヤ1,11.,u.:;,,, 細 11921.,;ttt~i:, らH

-~1 匹` 』 須忠苔 甕 ほ3.9)(Iヽ1.3) IヽUと咄v 褐灰／褐灰 良 3'2ヶH承,：O.汎~l<>ll ヨコナデ 97001171 

-お t師笞 '<Z (3.8) 勤m り IVG n ィ渭！覧（摩WID! 貸ヽう,fl97001175 

16-56 •.OJ! ＂涵召 -!I (3.9) 員1iU3り 出灰／褐灰 J・し ヨコナデ ヨコナデ 97001191 

-51 SF.OJ; 瓦l!tZIぶ杯 M.9l 吃lIt f~ GtU:Ae 
tヽぃ :1.1/灰r, ft ． ＂ヨ釦コ：l<ナl/Jナ(裏 不定1泊ナデ 四 ll97
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ぷぅ； PL 1111: 讀l!！屯炉J岱往 法 i,l:(ml 飴
色置

｀` 

漏 t'! M遺物
Y真9り I Hf. IS ~ヽa~lt. I・ . l'i面／外面 外岱 Iii 内岱 lfli {tfl佑•サ

-5! 訳ll!Sllll)olli T鍼佑 甕 128.8) (SA) ,貴iuu-:..ば•し 位/IU Jl ョコナデ ョコナデ 97001196 :11ぽあIJ

-却 7-59 ll色t!II忠ね H'li 17,I 3. 的 をl纏J(＂紗~ し 褐1/i./褐灰 n ＂に^＇＂ ，J 4遠）i釦Itデ細 1188直止お1,J;"~

-6C 褐色J.嚢生土口 史 (4.85) 7.1 員1<1iiff11ヽhmか IQ/IQ Jl ク ·,' lHltlt'•lI{のl 
ハケI ナ デ 97001193 

-61 7-61 ↓ 惇H Zi,~:.1 Z.05 翡紐Rtl(ヽ蜘1't ~ / IQ 良 ナテ’ ナ デ 細 119-1

19-62 l1I覇llli打i恵笞 l<'li 113.0) (3.7) 員nlt8~QUヽ 1●b 灰／灰 flへうケズ')tl{Iij、Lむfが'i'.!"Mt. ., 97001959 
-63 l珈匹 ll'li. (15.3) (2.9) •IJItRRUヽI●t 灰/Jli. J'l 0 1,,..H:t•! Ji田/f,:l釦氾_．.,. .,, !rn)(ll957 i耐釦：t.:1,J!IH r n',., 

-6'1 須忠器 杯必 (2.2) とを量多(OIi~~~ lli/~lllllli/11! 灰 J-l , UL へHX•I
") !J. が?( 4':i!xl;nli11 り十デ 97001956 

一岱 7-65 Jfol 111恵笞 ii: II.I 3.5 HI.I り』 n量紐Rt• I• 
紅
灰／灰

)l ' t!IJA,,, 
LAI::;.;•, ヨJtヤ“Jlll枝le，~n'"如" 細 I殴

-66 I: 顧店 Jf (1.51 9.4 ~-tor.olll , ~ 貨位/i~貨阻 )l ナ・＂ ナテ’ 9i00l961 !Mt:at u::~u叫”’

-6i J:lり牙i恵召 沐 (3.Gl (7.5) 員g~t~, 灰／灰 Jl "7 tt•I 
好累ヽ ：AfJもり（

•~,lilll:t,.U. O-/"ヤ
＋テ’
97001954 

ー岱 Ill忠笞 i.t' (2.05) (9.8) 四＂.く,初.. ~ 灰／灰 J'.\ へ,,.t•J
心i墳flt'?( ~.-..汲1;~況り1・ヤ 9i001磁

-6! ~ I: 緬笞 皇Iり 01.8) 紗紐IHli~:'!t>~ ゚` -wc.,,c-RH , 19溝示／ヽ，叩` 9ヽtllJ::H 4渭1観I~層I9i001963 

-7t jli.!!J:11 11: (4.69) 11.6 砧tilt.. : 釈／灰 n 1<-.:mr,1-,. ャ !e:s!S..n • >·r·~ 97001196 :'f ! ~I• hllft 

-71 "" 労牛Itil!l (5.3) 6.2 boll'~ じ灰~I/阪i~llirJ Iヽ4渭i獣(./Ill)イ鴻1観1贔履）9i001962 H~~t· 

19-i2 7-T}. Ml 絹ぷ符 甕 t¥ras.NH •> （匹 I(2$.1) 翻ua~ 灰／灰 Jl クりキl lit f!l Ji:J:• そ 出,111文"キ9i001176 

20 13 SX02! ~'i\ 1.l'i ,/:I lf.1251 (9.1) (Il(S.,lllt1'I ) lI●~!l、3"●" t 灰賣沿／灰貨船 良 .JiHll/;i印〖~."tll 
"げ

~"II駁(~It) 9i00l203 

-7,1 :1111 M tll li. つ5！,入75II (7.2) 忠潤 11<1/i/紐 n .., ! J..&I! ザ!lJt, !if,'1.•,• 11 ナ デ 97001206 

ーで -~ かり：l名 祁）ィ； 02.6) D.~P .. ・l■t 
m 
IQ/恨 ft 心ll«t«•幻!J

Illり氾．ナナ 欠りl 9;110J2()5 

一花 7-;G ~6 jj;•f.1:Z: £綱l沸f(9.7) O R•lat , - -~ 貪/J鼻ヽ "Jl i渭I観(I悧撹I1:i11紐ilfltl97001207 ~11, m 
-T, 以弥生tr:応Jィ； (8.0) 11.25 R~R・！耐\,:..r-t .;.., ~-m ft ナ デ ＋ デ 97001公M
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-i! 砂 M.I召
＂＂ 
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＂ 
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一氾 使mヽlil'I LZ: Jf' (16,8) (3.45) ;jq~tHJ: Iじ• 灰黄出／灰黄褐 （↓ aコナデ:AU這あり ョ コナ •J"' 970011切

23ーぷ ,. ぶい I: 細苔 li (1.71 鯰Rt"1ii~M~/汲貨R fl 1'111覧fli'ltlィ渭j醗 1 •11i1 97001:tlO 1:~lt 

ー以 11 須必笞 如 (3.0) (7.9) 註,:~~ll>Tt,: lli(1-lli/lli印R利 やII位(II'耗1ィ渭）関{J¥11()97001221 

一応 SK009 弥uz;甕 (8.11 ~ r" -1●’ 
鼻t.i~,t
灰貨褐／灰貴褐 Jl l“l'J叫..", •t\lliふ'•"ヽII 負墨l(S．.ヨコtテ＋ヤ 匹 1218

-61 7-86 匹 ,,凡む 鍼 17.1 i的 6.4 IPi:!r.;.: じぶ•lR/!'.ふヽ H ft 3 ;J・ げ .,. デ 匹 1223
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田手二本松遺跡

iiJrll: 地：町＇！県神埼郡 こ「r!Jlllllf人字IllT字 ご本松



田手二本松追跡

I 遺跡の概要

FFI手二本松遺跡は、佐m;~神埼郡三田川町人字田手字二本松9項潅する.il'l跡は古野ケ里丘

陵の東開、田手川の東沿約500mに位置し、標姦約 8 - 9mのi•l•m,~野に幻地する。また遺跡l'i

には、 UI手川のl□iiiJ道もしくは氾濫原とおえられる砂層の堆積が見られる。今lfil検出したのは
縄文時代晩期の遺物a含吊である。本遺跡は、田和IIを1火んで古'I'ケ迅跡の対限1:t立iriしてお

り、何らかの関係が考えられる。迅跡の南間の水田部は、昭和50年代にci深必盤恢腐！［業の対

象地であったが、!!¥該地は対象外であり今匝の調代により初めて発見された;nrがである。遺路

の範訓については、周辺の濶在が行なわれていないため明確ではないが、南側については以111

の潟介結米では沿跡のH在は確此されておらず、このことから北側に追跡の木体が広がる可能

性が高いと考えられる。

I 遺構

平成 5 年l虻の瀾介では全体を包含~'ij ・括とし、 平成 6 年度の，潟介についてはA - l -C-15 

のグリ ットを設定した。平成5年度潟'tf.lRを11!?.、ギ戚6年度函1f.l>f.をDIx. とする。1区 ・1J

区とも包含府が主体であり、明煎なirttr.としては溝状遺構及ひ畦畔と考えられる箔状の追構が

確認されている。また、出J;迅物については、縄文時代晩購未もしくは弥生時代早期と考えら

れる I:器を・1,1本としている。

附序については、検lllmiまでは U'lを除き砂竹ヒもしくは粘買上である。沿構検出面は13/f1、

蝕含培は12~のード部 ・5附・131;,!のJ・.部にかけてであり、包含培の主体は 5~>/である。 また 8

Wは畦畔の可能性がある j油である。杓位については、 IRに萩く地Ix.であることから碁本的

には lえ・ 区は共迪しており、 11¥・I:する遺物についても同じく縄文時代晩期よもしくは弥生

時代早期の突帯文土器をt:体とする l:器 ・石器類である。潤1f.ilill/!は1ll・II区で394mである。
また、 I・. 器類に就いては特徴のみを述ぺるに留め、法；；t等に就いては ·Tll~を参どとされたい。

1. I区 （平成5年度調査区）(Fig.2) 
包含桝及び溝状迅情 （畦畔？）を検Illしている。また包含屈・1・,に炭化物の集中域が見られる。

(1) 溝状遺構 （畦畔か？）

潟1地区のはぱ中央を南北方向にf•I•びており、帖!-10-70crn・深さ （残佑切）5 -JOcrnであ

る。また、潤究区南束fりに幅約20cm. 深さ （残存硲？）約10cmの遺情を検山している。確，忍潤

企時にも幅約20cm.深さ （残m・れ ）約10cmの同様な遺構を検出しており、深体の口粒部 ・Jif
部がIlll: している。この遺情は、上面は包含培であるi晋J夭褐色シルト代砂吊の面で検II¥できる

が、 Fililは!!.¥色粘」：研に数cmi:tみ込んでいる。

(2) 遺物包含層
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!.l1色枯土培直上の1陪灰色砂質上培が遺物包含層である。.:.れは潟査区,,._1のほぼ全面に広がっ

ているが、ほとんどの沼物は溝 （畦畔？）より東側でIll土している。潤1f.区北束端では炭化物

の集中する箇所が見られたが、遺構として検出はできていない。また、包含吊上面には河川の

堆積作Illによると巧えられる砂のJtt積が見られる。この包含附中から出1:するjfi物は、深鉢．

浅鉢・恣といったこI:器類や：t製品 ・石器である。

2.ll区 （平成6年度調査区）(Fig.3) 

瀾介区内にA-l ~C-15グリ ット(45尻両）を設定した。その結米、 IKに同じく包含層

及び溝状迫構 ・畦畔と考えられる帝状の遺溝を検111し、そのほかの迅楕と して和即NL青・ビッ

ト（小穴）容を検Illしている。また遺物は、溝状遠1肩から数点の小破片がIll土した以外は、包

含附からの出I:.である。

(1) 溝状遺構

S0004溝状遺構 潤在(,(のI糾側C・II-A-15グリ ットに位択し、北洒-1柑り方1りで謂在区外

に延ぴる。雌上は IIヌの包含附に同じく灰褐色シルトn砂土である。断面は；逆台形で．潟介区

Fig2 1区遣1昇配11'1図 (S=l/100)
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の南側でSXOOI・00:l-005とり）合う 狸 I:中から弥'I濁代•,t期の I:器の小破片が1111:している

S0006溝状遺跡 潟1r.lべの北側、C-1から西側，J11f.l{外へIiりかい延びている＂深さf.JO.!Om

と残{{-・状況が忠いため、ぶ1f.t,(北溢／父ひ西端の咽際に於て断1hiで確，忍した結果、掘り込まれた

溝ではなくカマ；ドコ状または台形状の磁I・.がりであることが確認できた" l:1friは削＇ドを受けて

いるとどえられる，これらのことから.S0006は•腹畔である叶能性が岱い。 Jll!t.はl隋lti色シル

ト1'(1:で、数点の I:岱片がIlll:Lている

SD O O 7溝状遺跡 ，糾1f.l-<のは心,,央部を東西）iii•) に横り） 'l,~i'i:li.外に延ぴていいる ただ

LA-9. B-8が木拙のため迦,,のラインは11位である心深さ02m・船03-0.'15111である"J1P. 

LはItむ！．＼色砂I:である ， 沿情 f·. 1ftiでは沼物を検出するが、 J•g l: •1 ° からの沿物の1111:はない。

{2) 遺物包含層

辺物a含~'1は 12~,j <I~-'; 褐色砂質l),'1l'~'l > · 5~1 <り＜色粘1'11:k•l > 及び13~'1 <褐色帖1'tl:~'l I: 

~'1 > である。 はとんどの追物は 5~'Iからの1111:である まな令1l1iから逍物が出 I:するわけで

なく、 A-6-C-6グリ ットからA-Jil~C-111グリ ソトの範,,りで1111:している.Ill I: 沿物は深

鉢・浅jj..・, 蛉・イi?.,類である。また、 A-8・1l-9・B-13の各グリットからは線刻I:硲の部と

どえられる l:?.:m-が1111:してtiる3

m 遺物
11.C: ・U 1.C: ともはとんどが包含h、iからの出I:である

1.1区出土遺物 (F-ig.5・9)

深鉢 (1-18)1・2は条突店の深鉢でII紺祁から胴部にかけての部が残イiしていふ 1は

広がりながらIIは部に,,りかってp11ぴており、内外1fliともナデぶ性が行われている、、 よた突副）

近に炭化物の付；が見られる 2はFL象ゞ 部とIJM沼の）立で外Jよ気味に、',:ちI・.がっている 、川控1よ,,ヽJ

1fliはナデ、外1fliはハケメである 3-12はII秘祁Q) ・湖である 3-5・7-10・12ば、 ．．条突：i','を

もつ深鉢で.litぶ部が(1-J傾しijM部との!flに11111111が見られるものである 6・11は ・条突・:irの深鉗

で、11柑部に向かって外傾するものである、3は11奇ぷ溢沼が外1又気味で、 ，糾笠は内I冊ナデ、外1f1i

H投条痕文である。8はII討溢祁が外Iえな（味で、 ，具笠は内1liiナデ．外,mハケメである。12(ょII紺
沿祁が外J丈気味で．，絹然はi1ilftiナデ、外1f1iはハケメ後ナデである 18はFL絵郎が11・Ji:'i気味で、

突術に祖）み I I をJ.~たないものである，l''l外1f1iともにナデ，凸整を1J'っている 13-16は111-1部であ

る，13・16はrri-;,t.~IこかItてl1111111するもの . 14・15はほとんど/1111111しない夕ものの2種類がそえ

られる 17はJif;¥j;で、浅いレンズ状の窪みを拌つぐ枯I:接介艇が残っておI)、オサエによる整

形後ナデ，月投がHわれている,II綽部および胴部における突・：i'i祁の紺Jllは、指もしくはヘラ状

工Hによるものと 1§えられる。また、 II柑部の突帝の位l7lについてであるが、沿部より ドがる

もの2・4ヽ 6・9・10・18、溢部につくもの1・3・7・8・11、沿部にI「i接刻みIIを箱すもの12の3ff(類に
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分けられる。

li:i. (19-24) 19-21・23は口絃部、 22・24は底部である。19は口紺部が内傾し、沿祁が外反す

る。20は1勺栢しながら外i存する。21は内傾気味に上方へ(IJIぴ、1」縁端部は外｝又し肥I!/.気味であ

る。23は口緑部は内傾し、端部はJ/r1U1げて肥I!,[させている。221よ底部から朋部にかけて1よがり

ながら上方へ伸びる。24は平底の底部で、iii-_部と胴部の投及び底部に沈線が廻る。20・21は丹

旅磨研t器で、外面及び内直ffl-1粒部が丹放されている。

浅鉢 (25・26)25は体部とn紺部の没で「く」の字に折れ1U1がり、「J紺部は外反し、沿部は

肥駆気味である。26は体部と口緑部の況で 「く」の字に折れ1111がり、LI緑嬬部が外反する。 25・

おは共に黒色It!研の精製」：器である。

鉢堕土器 (27・2a)I本部は広がり気味に伸びており.LI柑部は内傾気味である。281:tl本部か

らn緑部にかけて11;がりながら I:方へ伸びる。また、 28は,.,塗麻研土器で外lfiiから口縁部内ffii
にかけて丹液されている。

土製品 (92) 表面に一部湖嬬が見られるが完形品で、 htk~2.5汝m · hl:).;.幅1.8cm.最大1'7-

0.9cm・ 重拡2.7gである。左布非対象であり、頭の部分にか孔が施されている。これは焼9皮iりに

行われたものである。また、胎土中には砂粒を多く含んでいる。

石器 (93・94)93・94は黒燿石製の打製石鏃である。93は完形で、最大iく2.l5cm・最大幅

1.45cm・ 紋大L恨025cm・ 菰J,i-0.6gである。碁部に挟込みのない二等辺三角形である。94は先沿部

の約1/3および碁部先端を欠損している。残存長1.35cm・ 最大幅1.8cm.紋大ff/.0.25cm・直油0.5g

で、）駁部には半l"l形の袂込みが見られる。

2.ll区出土遺物 (Fig.6~9)

(1) 不明遺構出土遺物

SX005出土遺物

石盛 (97)安山岩製のfi匙である。メJ部の →部を欠捐するがはIf'.元形で、蚊大，¥":i3.7cm・ ~l・ 人·

船7.2cm・ 殷大駆0.7cm・_if(姑11.9gである。つまみ部分に扶込みが見られる。

(2) 包含層出土遺物

深沐 (29-73)29-47・66・67はU舷祁である。29-31・33・35~37・40・41・44-46は、 IH~ 部

が1引傾し、尉祁の挽でlt1J1lりする →．条突帯をもつ深鉢である。29は口緑部に粘 l:'.riの接合痕が残

る。30・31・33・40・41のn給部は、内傾後端部が外反する。32・34・38・39・42・43は、 n紺祁に向

かって外反気味に伸びる一条突滞の深鉢である。39・42については口縁沿祁に[/;:接刻みLIを入れ

ている。47は胴部でlill1U1する一．条突術の深j.¥;であるが刻みMはない。II絃部はほぱまっすぐに

伸びており端部は尖り気味で外反する。66・67は突帝のない深ii<である。66は17綽部に補修礼

が見られる。48-65は.::.灸突帝をもつ深鉢の胴部である。48~53・56・62・65はIii'!祁がli1ldl1しな

いもの、 54・55・57-59・60・61・63・64は胴部がft1l1ll1するものである。68-73は1汲部である.68・ 
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69・70は凸レンズ状の底部になっており、 71・73はほとんどレンズ化しておらず、 721こ至っては

平である。69は最も凸レンズ化している底部である。J.:方へ向かって1用さながら伸びている。

69・70・73は粘tの接合梃が残る。69・70は内愕気味に上部へ向かって伸ぴている。71・72は開き

ながら上方へ伸びる。また73は多少のレンズ化は認められるが、敢も平底化している。口緑蔀

およぴ胴部における突帝部の刻み目は、 区出土のものとIii!じく指も しくはヘラ状のエ共によ
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って施されていると与えられる。また、口緑部における突幣の位骰についても 1区に同じであ

る。嬬部より下がるもの29~31・34・38・47、端部につくもの32・33・35-37・40・41・43-46、端

部に直接刻み目を紺すもの39・42の3種類である。

嘩 (74-77)74の口緑部は内傾しながら伸び端部の外反する黒色府研土笞である。75・76・

77は口緑端部が外反し、嬬部を折曲げ肥匝した口縁綿を持つ丹旅磨研土器である。

浅鉢 (78-85)78-80・83-85は体郎が「く」の字に折れる浅鉢である。78・79は溢部がきつ
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く外反し、 80・83・84の端部は緩やかに外反する。81・82・85は体部が屈曲し、口緑部は内傾気味

に伸ぴ口緑端部が外反する。80は丹塗磨研土器、 83は黒色磨研土器である。

鉢型土器 (86・87)86・87は口緑部が外傾気味に上方へ伸ぴ、端部は丸く収まる薄手の精製土

器である。86の方がより薄手で、 87は内面に庖きが入る。

高杯 (88)脚裾部の一部が残存しているのみである。内外面ともにナデ潤整である。

線刻土器 (89~91}いずれも深鉢で、胴部の一部と考えられるが、実際は不明である。描か

れている文様については、 89の一部について.eであることが考えられる。90・91については不明
である。また、 89・90は胎士や線刻のラインから同一個体の可能性が硲い。91は先の2点と胎

土・焼成が全く違い、線刻のラインも述うので別個体であると考えられる。このことから少な

くとも 2個体分の線刻土器がf?{tすると考えられる。

［繹疇い
89 ’
 

屠
ー
。

"
n
H
H
uぃ
詈,る
_90

Fig.8 I]区出土遺物(3激刻土器 (S=l/3)

石牲 (95・96・98・99)95は思燿石製の打製石鏃で、差部が欠損している。残存長1.45cm. 残

存幅1.95cm.最大原0.275cm・ 諏黛0.7gである。961よ安山岩製の打製石器である。半Pl形で一部

を欠損するが、 全体に細かい調整が行われ刃部が形成されている。最大長1.35cm.残存2.4cm・

政大厚0.3cm・重•証I.lgである。 981よ玄武岩製の柱状片刃石斧で刃部が欠柑する。 残存長5.9cm ·

最大幅2.6cm・最大原2.5cm・JR汰54.5gである。991よ粘板岩製の石製円盤であるが1/3-1/4を欠損

する。また粘板冶製であるため剥離が激しい。最大長5.2cm・・残存幅4.0cm・ 最大/'l,0.65cm・ 頁

紐16.3gである。

N まとめ

今回の潤査では明瞭な遺／鼻はIiとんど検出できず、包含村を主体とした潤査であったため遺

跡全体の性格を把握することは難しかったが、包含層中より山ノ寺期 ・夜臼 1期および夜臼lla 

期と考えられる土器片が出土している。これらの包含陪及び土器片が今回の調査で出土し、本

遺跡が確認されたことにより、縄文時代晩期末もしくは弥生時代阜期といわれる遺蹄が、布明

海沿岸部で初めて確認されたと若えられる。これまで佐竹県内において、いわゆる農耕開始期

と考えられる遠跡の多くは、唐津市を中心とした玄界濯周辺が主体であった。しかし、近年の

調査により布明海J乱辺部でも徐々に確認されてきつつあるものの、玄界濯周辺部と伺時期と考

えられる遺跳の大半は、山麓部を中心に存在しており平野部ではほとんど確認されていなかっ
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た。この遺粉が発見されたことにより、県東部域における農耕開始期の遺跡が、イ¥'ljlJ海沿枠の

平野部にも存在する可能性があることを示唆するものといえよう。遺物の中には、玄界灘周辺

の代表的遣跡の一つである菜畑遺跡とほぼ平行する時期の土器片も出土している。このことか

ら併せて．吉野ケ里遺跡周辺における農耕開始時期が明らかになるきっかけの遺跡と考えるこ

とができる。

±岱の編年については本遺跡では、土器の出土点数が少ないことや破片がはとんどで全体の器

形がわかるものが少ないため明確な分類はしにくい。そのため、ここでは遺跡内における一応

の目安として深鉢のみ分類を行った。浅鉢 ．壺等他の土器については、出土個体数が少ないた

め今徊は分類を行なっていない。

om手二本松遺跡内における深鉢の分類
（形 態） I類＝二煎突帯を持つ甕で、 口緑部が内傾し胴部がh雌IIIJするもの

II類＝二派突帝の売で口緑部がほぼまっすぐに立ち上がり胴部が屈曲しないもの

日類＝一条突滞の兇で胴部が屈曲しないもの

IV類＝突布を持たないもの
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（突 布） A類＝口縁部の突帝が端部より下がるもの

B類＝口縁端部に斜めに突帯がつくもの

c類＝口緑端部に水平1こつくカマポコ形のもの

D類＝口縁端部に直接刻みを入れるもの

（刻み目） a類＝指 （爪）による刻み目

IA 

4-5・9 

a 10・13 

29・30 

31 

b 

C 

d 

b類＝半円形のエ具による刻み目

c類＝ヘラ状のエ具による刻み目

d類＝刻み目なし

I B IC [O DA DB DC 

7・33 8・ あ

40 37・41 

3 

45 44・46 12 35 

47 

□D WA IDB 

6・34 ll 

38 

I・2 32-43 

18 

me 

Tab.! 田手二本松遺跳深鉢分類表
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Tab.2 遺物観察表
口径 ・底径（ ）は復元径、器利の （）は残存値を示す．

品 写真PL量9県道憤l出土l!h.桟別 碑
法 ii:(a,) 

胎土 色閾
躙 笠

Jilli分 口径 笞高 底往 外笞面 内笞面

5-1 4-1 9iW邸 I区 縄文.t.11 甕 24.5 (6.4) 1-lmt>冒l!t 瓜褐 芦(-瓢．籟団痕Ill ナデ多((It:

-l -2 91Q碑 1区 縄文上塁 甕 (10.2) Iヽ 泣鳩Rを ~:1•" •1<:m • こら Cij畠1:P.U只§ ナデ
含み、砂H~ ft: 攘痕

-l -3 リ、¥Will 1区 縄文土召 売 (3.3) H這＂酎lU~ 明貿褐
口繰恥に絹

ヨコナテ’g突佑条痕

-4 -4 9』U皿 1区 縄文士各 甕 (2.6) 1-紐碩l!t
黒褐
nit昌1項瞑魯

ヨコナデ
少量含b ぶ：ょら顧

-5 -5 ”畑3 1区 闘文士召 甕 (3.6) 1-油＂纏 l!t
瓜褐 11,1:t1/1: を1よ1!ヨるりコ楓nナ虞iデ~ ，， ョコナ.,,

少且含し

-6 -6 9,o; 血 ＂又 縄文土む 甍 (3.1) l&!f.!lt! 奸 ff:U、内：'l
□ Nii: 舅HH

R殻条摂
鷹方印沐"*'

-i -7 91¥/J.! 凶 rn: 縄文t器 甕 (3.3) 1-2.,#Jlllt l:lA:, ム＼喝 E脳1:110~,
ナデ

多く含し よによる壌

-8 -8 

一
＂又 員文l:11甕 (3.9) Iヽ3"~● Rtt~ ~:u.":~ n籍l!i:llH冥青 ョコナデ

9相""'磁責

-9 -9 91W≫.>I I CK ＂文土召 甍 (4.2) I、{aのl!f<t~:w:~~ t:itfl:l!O雲G*1: よる撞賓
多く~,, .f;1: よる置裏

ー10 -10 9ilUl.tlb Ii& 縄文土と 甕 (3.6) 1,2o11Jllll: を JI¥ 褐 1111烈：I!り委贅 ョコナデ
多く含b 畠~f.ln本碩9

-II -II リ11/JJ./!o 1区 員文土S 甕 (3.5) I畔鳩n11itか !II 褐
"tt.11ヒ5

C!/1昌に舅fit弓
ヨコナデ

ョコナデ

ー12ー12” 1区 縄文上B 甕
(5.3) flとんとLIIFIを~:,~:,,:n Qij墨に月M否 ョコナデ

“が＇川夏t~ 咽~ltntr

-13 -13 ~iOClll.ll l区 員文B 甕 (3.2) lヽ2s'l瓢11:tり：,M:H 鳴皇じ舅H只§ ヨコナデ
多く ti~ 人による撞裏

-14 -14 971l珈 2 1区 縄文u 甕 (5.5) ヽ!a~lllta~：ヽfill!:11 t.._llt,, ョ~惰コ>:裏~t，，Hi'~t~ t ダ凜員のと
を3Jtデ

-15 -15 9,¥1岬 1区 縄文土笞 甕 (2.6) 1-311:1)篇gを
11:H.~:U ＂昂1:1'/n突召 ~1: バ樟農

多く含じ 員肪~*I)妥貴

ー16-16 m滋H Ir,( 縄文土t 甕 (2.2) 1・ 如碩Uih/!.¥褐 11＊の11.,拷:,約負.,.IIのデ沢r.百t ョコナデ

-1: mx&IO 1区 縄文土II 甍 (2.6) 7.4 J,:,alJllttを 外：み褐 ナデ ~ ll~•l1 
多く含じ

-u 4-18 910碑 l区 縄文士5 覺 (J.9) 畠lltl!とんど 真；＂月：~I<!1.1械して1溝iヨコ➔·'i't! ゃ，m わ！

ーI! -19 9i(l皿 I区 員文.t8"' ~ (10.7) (2.1) 
ta11fnmクI

赤褐 ヨコ・tデ ヨコナテi~. Altむ9

-2( -20 

” 
l区 縄文土ll囁 (12.0) (2.7) 

暑tl~I!,んど llrRillil)社 fllllll 1・デ？
含！ない，qutじ "'ll! 甜 1へがれ）＂ (/'rfi!?) 

-21 -21 一1 l lK 縄文u 壷 (13.4) (4_1) 量lltll<Aど
＂鼻磁・璽I`!9¥心`; 、• ,, 員旗が"れ ナデ含iない，Mntli n111lる

-Z? 9i'OOl!)l7 1区 縄ltl:苔浅鉢 (2.7) 
lilltばとんど

:11 褐 横方向の木 ~t,J(!l. 竹
¥JI, い，＂“ による攘根
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fig. 凡 1¥1遭塩 出・l:lt.!!憧別岱撞 1・鼠 (a, 潤 笠
暉砂写真9登n書サ nl至 笞高 旺径 I/; t 色謁 外沿面内器面

5-23 4-お 9i!XXml I区 縄文丑9廷 (19.0) (2.3) l-3u4>員Rを 匹土., ヘヨコ'方.向ガのキ ヨコムデ
多く含し が,.匹 (lffi. 滅i - ' 

-2,1 叙 8 I区 縄文埠記 (0.8) (21.4) I如如紅加l'l:il：ぶ島い員 ヘラミガキ ナデ

-z、1-25!l'IOm;I I区 繕文士8浅鉢 (21.2) (5.0) 暑Rtllとんど II.I "' 0鮭.,,: れ 横Mりのu心．員員埠 "' U,I旗がうげヘラナテ

-2 -26 971)匹 1訳 褐文土呂賎鉢 (23.8) (4.3) 心 9舅ttt 焦褐叩．へ9ミ ~t 横 /Jr,]の
少●紅t.RU:£ 員膜9紅囀ヘクミガキ

-2, -27細皿 1区縄文.tll帆 03.5) (3.5) 10吐器 赤褐 ヨコナデヨコナテ

-28 -28卯碑9 I区 縄文t呂碗 (17.4) (3.6) 1-2a'1Jl!!!i~: 』 籟方印）へ9ミヨotデ＆
多く紗 涌）的）Hガキ棧、雌り 1准り

6-29 -29訓心碑IDl!A•I< 縄文tむ 甕 {22.2) (5.、I) 1-lmの量Rを外；塁艮 nにn舅畠＂宍1:蓄(,1畠 ナ デ
多くit: Iり : ~I喝灰惰霰，，上をナ・テ

-30 -30筑m姻 lllむ-10縄文埠甍 (2.5) 1-S.:<l6!! を外： ~\Ill 嘩｀じ郎媒．,. ぶ9
多く含I; 内：にぷ,,11 t 'I' 1 

-31 -31翫 DRC・9IUt.ll売 (J.I) 臼心l!Rを外：明黒褐 [I収l:i!H~ll ナデ
多く含I; 1'1:1': 員）i向，，褐賃

-32 -32叩皿IDll.B-5縄文.tll甕 (I如4) (3.<;) 1-:i. い貫nを IJI褐灰 □1111;: 舅0度苔 .,. . 
少量含t・ t テ デ

-33 -33~ 畑 IDli!'.B-10員文ii$甕 (3.51 1-2"'叫紐を外：灰貴聾口II慕に茎)El 横方向の
”は(; I勺：昂褐突否ヨコナデ木の擦痕

-J.1―“畑I臨 D区ti,191(文上笞甕 (5.1) 1-3凛f>Sllを外：糾~D緑1111項）Ii -
多く含し 内：阻患突術ナテ‘ ナデ

ース ー3591001四 DI!淘7縄文ぼ 甕 (22.4) C4.0) Iヽ臼潤n,含し灰 褐 ロ突Ii帯糾にナ到デ1l •• デ

ーヌ ー3697畑 IQ(KC,11縄文土苔 甕 (2.4) Iヽ 却郎を ，" ., 口縁祁に貸Ill -
多く含し 而 四安帝ナデ ナデ

-37 -37 仰双如 D~.A-8 縄文土呂甕 (2.2) _,_, ロhL' '" m 〇籍斜に貰IEI--響,~."b 'M 匹突俯ナデナデ

-38 -38 91WJ996 0区 縄文±ll甕 (2.8) lヽlm"IIII!!: 外：灰褐口籍邸に貸!Fl -
多く含じ 内：紐宍帯ナデナデ

-39 -39 9ilXXl!l!II n区 員文，tll甕 (6.0) l~41ltlll• ttt り：こS.l•f員口鼻畠に；；HH  -
多く含し 内；れ 眉裏~ttザ ナデ
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薬師森遺跡

所在地 ：佐賀県佐賀市久保泉町大字薬師丸字薬師森



薬師森辿跡

I. 歴史的環境と遺跡の概要

I. 歴史的環境

槃師森j立跡のJ!r(I:する M'l •liや 、 そのJ,';J辺に,1r<1,する神lti•f· T·代llllllf・ 久保Ill町 ・:rill

町では近年）,)JJ, 恨,~靡や・-t地1り梵が進んでいる。そのため、これまで1引先の対象外であった抵

地にも ,~11tの手が及んでおり 、）:l.1il/からイ（イtが雌認されていた沿跡のほかに新たに多くの沿蹄

が発見されている。このことを踪まえつつ周辺の沿粉にJ.!.Iこいさたい。

lfl(i器時代のぼ跡は、_:IIJI町のと松llli¥'l跡、神均町の船）ぷ迅蹄があげられる。と松111氾淋

は、後期のサスカイト製の尖頭器を・1:体 とLた迅物をもつ逍跡である。泣構は1り瞭なものはな

いが、大；Kの（浪や点IJ¥・が11¥-1:していることから、 (j?,'J」:，，}のuf能代がどえられる沼跡である。

船Jゑ沿跡は、集f:iillf柑やU含~'lが検Ill されており .a含~'1からはサスカイト裂ナイフ形ィi器を

j:_{,1: として200点を超えるイi器がIlll:Lている。

縄文時代の遺跡は、 Iiとんどの沿跡がII」麓部に集巾して{/:{!;が確品されているが、近年の隣

代により .,,野滞においてもその追粉の{'f'.化が確認されている。まず、内りの辺跡と してi屈r1,1;

の東名iil跡があげられ、ここでは飢6沿情が検出されている。沿物は‘屈;~I戊： I: 器が出I:して

おり 、 これに11'い人1']•がUII: している。 後期 ～晩期の沿粉としては、佐f1diでは大1•1泣跳 • 金

'1.1胆!iiil粉 ・鈴熊沿跡・丸IIJi¥'.l跡・親イ:iii'.!跡・ 1叩紀il跡、 ： :11/J町ではイ'i和1滴沿跡があげら

れる。人:l"I追糀は後期末～晩期未の沿跡で、 1: な泊構として配Li迅構が検II¥されている。金ヽ 'i.

1月!I濁跡は後期..l<-晩！町）J頭の迅蹄で、ここでは集俗と共に央棺硲群が検II¥されている。鈴熊

泣f11:は晩JYl1ill'I'・、丸111迅跳 ・癌{iiil跡は晩IYJA;の支U硲を,,.体とする幼地群である。また、躾

{iil'l跡では必{i岱のはか-./:!棺必 ・央棺硲が出」：している。西柏湛lfが1よ売If!岱を j:_体としたiil跡

である。これらの沿跡はIll沢祁1こヽ1.地する迅跡である。{i心I・,,:Y,ji'l除は..,,,t部にヽ{,地する晩
IYJ..l<のii!蹄で、沿物包含＼＂及び "'然社（路が検Illされ、多くの突帯文I'.岱が111・1:しており良好な

'ff科となっている。また、流路小からJ:偶の・部がUIl: L ている。 •,'.IUJ - •l • IUJにかけての沼跡

については潟介例は少ないが、後IUI-晩IUIにかけては・!'ff部の旧l発のJ勧IIとともに，闘介例は附

加している。

弥tj:Jl)j代になると丘陵祁から'i"t部にかけて広範1111に,,:1,沼跡の分.{1;が見られ、迅跡も増/Jfl

し、集柑及び公城の梵逹が見られる 佐f11liU)沿1:~~-1す1/liu跡 · iltW/滋跡では｀ 硲域の発達 ，

変遥を見ることがでさる。沿M,いf1ti辺跡は、央棺硲・日災必をj,体とした辺粉であり、副葬

品として細形鉗祖l・多籍細文鋭ゞ；の,'{'銅11品のII¥I・. がU られる。 このはか細Jf須掬J鋳,~や.{j製

把'Ji[飾がII吐している。俗地群以外には」：坑.J卜I; ~•}の辺情が検Iii されている。 i.ltfil逍跡は前

期_,,,期の央棺硲を I:体とした岱域で、無文I:器と木棺のfn:)11咽、多連I)'(I:i出棺 • 四；也棺 ．

h述棺）？似の特異で多様なPll拌形態を兄ることのできる滋跨である
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I. 冨緬nill冷
2. 想ほ遺稔
3. 肥嗣国庁
4. 久池井8遺訪
s. 印鍾神Ii
6. 肥斬口分尼ff/翔
7. 肥前国分寺躇
8. 聾山古墳
9. 尼寺一本松遺鯰
10. 1fi•J 11l1支石嘉

＂．賽 9遺
12. 前讀山古墳
13. 久池#C遺籍
14. I.I石ん
15. I.I石8遺籍
16. 久池井一不松濃切
17. 西謂古f11
18. 三1!11山濃躇
19. Jll尾遺該
20. 大門洒遺鯰

Fig. I MJj/liul#分-~,il~I !S=Jf. 畑 l

21. 六木鸞木遺跡
22. 金立間拓遺跡
23. 蒻附遺跡訂
24. 久保泉丸山遺訪
ぉ，山王山古墳
28, i!!i簾遺謁
27. Ii匹籍
28. 花納丸古墳
29. 1111行丸古頃
30. 帯霞山神籍石
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31. I! 本山石棺出土地
32. 不動渇須恵器窯跡
33. ほ人函えU型出土地
34, !~l! 永遺籍
ぉ，鯰子項古II
38. 廉干布遺籍
37. 友貞遺鯰
涎..l:. 高木即出土遠



古m時代は県内でも各地に古l{tが築かれている。4JU: 紀の古tJ'tは、佐rimの銑·f塚 • 関行丸

古'~の前方後円Jltに始まり、岡じく佐打市の丸山古mゃ周辺IIJ麗祁の群集t/1へと絞いていく。
装節古mとしては佐買市の西隈古打［があげられる。九山1渭tからは琴柱形石製品がIll土してい
る。また、集裕追跡は佐n市の琵琶原遺跡等があげられる。琵琶原遺跡では弥,,,.時代,I.:-占IJ't
時代初頭の方形化店が検出されている。

古代 ・1tt1H:は肥i'1舘西海辺の発達とともに肥前1:-11(.f・郡街といった役所や駅等の施設が見られる

ようになる。これに付随して佐fliliの徳水遺跡、神J奇町の枝ヶ軋一本松辺粉、k:fll町の肥前国府

跨の様な官街や集落が見られるようになる。大和町では国分寺やl司分尼寺のような寺院のif在も

確認されている。徳水遺跡は11-12世紀1こかけての集落遺跡で、方形区画溝によって1ヌ．切られた

困敷地や、畝状の畑や、 J:坑 • 井戸等の生活に関述した渭構が検Illされている。・I:坑I・'からは須

忠器 ・1こ師沿1こまじり中国からの輸入掬磁器が出土している枝ヶ里-4,:松遺跡は、東開1こある摘

田神社にJill述する遺跡と考えられており、ここからは多紐の貿易陶磁器がII',土している。肥涌同

府については、これまで県によって三度の，鴻査が行なわれ多くの述物群を検出している。その後

も大和町によって補足内究が行なわれている。これらの遺跡は、平野部もしくは河j;i段i;-_1:に存

在する逍跡である。Ill麓部には帝隈山神籠石や山城といった軍'II施設がμられる。

2. 遺跡の概要

薬師森遺跡は、佐fl市久保呆町大字楽師丸字薬帥森に所在する。遺跡周辺は．巨勢JIiiこよっ

て形成された揉岱約3.0mの沖"~平野であり．近年まではこの付近一常は遊水地であったことか

ら、周辺で蚊も低い位nに立地していることがわかる。また、潟'ft地区周辺にはクリークが縦
横に走り、そのためか湧水点も硲く水蒻けも悪い。確認潟-ff.・本浪B'cいずれも水品の一爵少な
い冬期に行っているが、現状水田面から50~60<111粍度で水が滲み出し、70cmを越えると水；Kが

増加する。

今匝1の渇査では、縄文時代晩JUJ-1<もしくは弥生時代'i'-Jり1と冴えられる溝状遣構 1条 ・屈物包

含附及ぴ近世以降と与えられる,f-1月遺情を検出している。また、辺物は深鉢を中心として浅

鉢 ・ ・,,·~等の土器fli及び石製品が出：I: している。遺跡の範ltllは、確認調査の結果と考え合わせる

と今同の潟査区は遺跡の南溢である可能性が高く．遺跡は北側に展開しているものと名えられる。

〗 遺構

介lり1の岡介ではA-1-M-3までの39グリットを設定し、必要に応じて拡張厄を成定した。

1. SXOOl不明遺構

この遺9鼻は、ほぽクリークと平行しており、その一部が潟査区の北llllに掛かっている.J~ イi

糾約 Jm・深さ約0.6-0.9mである。出土した滋物は、縄文1即tJ]末～弥t肛時代初頭の I:器I¥'.:r; 
器類及びJ,ij磁器片が汎在してti¥土している。これらのことから、この遺溝は近Ill:遺I柑の掘削1.:
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Fig2 渫師森遺跡i紐区i姐阻図 (S~ 1/ICXXl)

よるものと考えられる。遺構の性格は加月であるが、クリークの可能性も考えられる。

2. $D002溝状遺構

この逍情は、ぶ査1ズ内を北洒→南東方向に伸ぴており、幅約0.4-0.Gm・i菜さ約02-0.Gm程J虻

が残イ｛・し、11J頃はU字形である。また、溝1勺から土器片及び洪紺.{j・サスカイトが出土してい

る。これらの遺物からi/tiの埋没時期は、縄文時代晩期末～弥生時代初頭と考えられる。

3. 遺物包含層

遺物包含Nの範1用は、A-I-E-1・A-2-F-2・B-3-G-3及ぴC-Fグリッ

トの拡張部分にかけて拡がっている。また、D-I~G-3にかけて段落ちが存在し、ここか

ら多くの土器片及び石器類が出土している。

逍物也含料は、 t/12~の焦褐色枯質：I層、第3Mの黄灰色枯'l'f-1・.)(ilF府、第 4-5~'-li'r灰色

粘111:―,'f灰色砂柑の3面を確認している。
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第 2 層・・やや摩耗した突研文土器• 石器類のはか弥生土器・土師器・ 陶磁笞片が出土してい

る。ここでは径1~3m程度の粗砂が説じる。また、この面でSDOOJ溝状遺情を検出して

いる。

第3層.3・府 ・・突帯文土器類及び石器類が出土する。また、この面で$D002溝状遺構

を検出している。

第4 - 5層••突帝文土器類 · -G器類 ・ 木製品及び植物牧が出土する。

第4層については潟充区全体に見られるが、第5層は径0.5~3.0nm程度の砂粒で構成されてお

り、 D-J~G-3グリ ットの段浴ち部のみに見られるものである。それ以外のグリットの

4刷以下は、灰黒色砂層の分布が見られる。 この砂層には遺物は含まれないが、 K-1・L-

2グリットで植物1'i<*片）を確認している。

C-3グリットでアシ類と思われるものがI~l.5cmの厚さで堆積している。ただしこれは、

狭い範囲に限られていることから人為的に投棄された可能性も考えられる。
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F危.5 E-W土ll'llil・ドットマップ (S=l/100)

また、包含培中のD-2・E-2の培界部分において杭列の一部が検出されている。抗列は、

3~l - 41/<lへ変換する位ir,:から段落ちに向かって仲ぴており、径約JOan.!~ さ約90-IOOan、径

3.0cm. 艮さ60cmの2椎類の杭と、それに臥さ約1.5cmの横板を組み合せて作られている。抗およ

び板の一部に加T.根が見られる。

皿遺物

迅物の大半は包含柑よりの出 I:であるが、 SD002溝状渭情からも刻みH突情文を持つ深

鉢を'I:体として浅鉢．壺が出土している。 また包含~'!については、同じく刻み「l突俗文の深鉢

をi!体として、浅鉢 ・ゞ 況等の-,,.器類やK製品・石製品等が/l辻している。

1. SD002溝状遺構出土遺物 (Fig6・7・13)

ここからは深鉢 .·•~( . 浅鉢 ・碗・l'l'玉が出1:している。

深鉢 (1-26)1-13はLJ松部である。1は小収の深鉢である。全体にナデ成形がされており亀

岱壁も薄<T京なつくりの黒色 t器である。 2-7は「I粒部のみであるが ―~I「（突帝の深鉢と 、芳え

られるものである。2・4は1i1部から「中部にかけて直線的に!illび、 3・7は1勺飢 5・6はi"JitJ$.t味

である。81il」絃部が1勺傾し、 91ilj:f品から口緑部にかけて外傾するものである。10・121ilil蔀

から「l緑部にかけて直線的に伸ぴ、 /,l部の屈1111は緩い。11・131:1.li/部からU象対部にかけて1勺傾し、

日祁の屈曲はきつい。14-181よ胴部でn綽祁を欠くが、いずれもhit品の/11し1り1は緩い。15は外面
に条痕文、内I針にはミガキ成形されている。19-261よ底部である。19・22は裾広がりで、 レン
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ズ状の上げ底である。20・23・25・26は同じく裾広がりではあるが平底である。20・22・26につい

ては粘土の接合痕が明瞭に残る。21・24は1約部から胴部にかけて直線的にtRIく平底である。24

は外面は底部付近までミガキが施され、内面はT寧なナデ成形がなされている。また@転台の

木の薬j/{が残る。

壺 (27~29・35)27・28は口縁部が未梵述で端部は貼付けである。291ょn緑部が発達してお

り端部は面取りされている。35は口緑部の内傾する無頸壺である。つくりは比較的T*で器墜
も薄く．内外面ともにミガキが施される黒色窮研系の土器である。

浅体 (30-33)30・31 li~ l部が1凪曲し、 31 は端部が外反する。 32は端部及ぴ屈曲部に刻みH

のない突帝を持つものである。33は訂部に稜を持ち、口緑部はやや内傾する。底部は上げ底であ

る。

碗 (34)n籍嬬部は尖り気味で体部はやや阪手である。つくりはやや荒い。
管玉 (128)長さ1.7cm・幅0.6on・孔径02cm・直さ0.8gである。府：E製で、はぽ完形であるが表面

を一部欠捐する。

2. S XO O 1不明遺構出土遺物 (Fig.13)

石製品 (146・147)146は小形柱状片刃石斧 （石鯰）の刃部である。｝絲いを欠くため全体は不

明であるが、残存長32cm最大幅2.6cm最大l!l-0.85on・煎さ140gで石材は滋紋沿製である。1471よ

欠川が大きいため料種は不明である。石材は緑泥Jヤ内である。残存長5.5on・最大幅3.3cm・煎拭

21.6で片面が溺離しているためIf/,みは不明である。

3. 包含層出土遺物 (Fig.8-14)

ここからは深鉢・ 浅鉢 ・ 体・壺 · fi'歪 •石製品・」；製品・木製品が出す； している。

深Ste(36-96) 36~43・45-71は口緑部である。口粒部から胴部にかけて外面のほぼ全体に

条痕文を持つもの36-38・40-43.@1111部の突笞以下で同じく条痕文が見られるもの39、また

突帝の刻みUはヘラ状のエ具により弛く押し引きしたものである。45・461こついては外面の成形

はナデであり、突帝も貼付けた部分がややIHなり、刻みUは小IJもしくはエ具により Dキ状

に押し，；lきしたものである。47-711il..l緑部からH部にかけて残存するものである。刻み'31:

ついては5種類に分けられる。「I縁部及び胴部に直接刻み目をつけるもの47、大きいPl形62、

小さいfl)形50・67、D字49・54、細い刻み48・51-53・55~61・63-66・68-71である。瀾整につ

いては、内外面ともに条痕文を持つもの51・52・70、外面にのみ条痕文を持つもの49・55・56・58・

59・63-65・71、ナデ絹整のみのもの47・48・50・53・54・57・60-62・66-69に大別される。この中

に内面にミガキが入るもの62・69、指押えするもの66がある。44・72-74は胴部である。44は細I

い刻みHで外面は条痕文を持ち、外面のほぼ全体に渡り炭化物の付莉が見られ、内面はナデ成

形を行なっている。72・73は外面の渕離が陥＜潟整不IV]、72は内面は指が,,え・73はヘラ肝lりを

行なっている。74は内外面ともにナデ咸形を行なっている。75-96は底品である。ここでは大
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きく裾広がりで」こ底75・79・87、裾広がりで平底76-78・80ヽ 86・88~92、平底93~96の3種類

に大別できる。75は外面指押え痕が見られ、内面には炭化物が付れしている。底部内而はヘラ

ミガキされている。76~78・80~82・84は回転台の跡 （木の菜痕）が残るが、 カ・781;tナデii'[さ

れている。 79・85の1汲部内面についてはヘラ状エ共によるナデが見られる。 83は外面には指押

え痕が見られ底郊穿孔がされている。79・92は外面にハケメ閥整が行なわれており 内面は炭化

物が付莉しているため潟整は心月である。

浅鉢 (97-106・108・109)97-103は口緑部である。i::1椋部が強く外反する古いタイプのもの
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は見られないが、大きく 2*ぼiに分類できる• I]緑部が内傾するもの97・98・101・102・103、II

緑部が 「く」の字に折れるもの99 ・ 100である。 97には刻みのない突僻を持ち、 rn~沿部は匁I.伐

状である。98は刻みH突帝を持ち、102は溢部が尖り気味である0 103は1勺傾気味に立ち上がっ

ているo991む出部が外）丈気味である。104・109は脚部である。104は一部に赤色頻料と息われる

ものの付珀が見られた。 1 05·106·108は底部である。 1 05の濶整は'"'外面ともにヘラ1~さされて

いる。1061よ/.l.¥f!!.11狐研系である。 l:lf底気味の1知部で、潟整は外ill!はヘラJ仔さ後ナデl'iし、内jfii

はヘラIi~きである。108の潟整は外i籠ヘラ庖き、内1l1iナデである。

鉢 (110)口緑祁から1本部にかけてl/4程炭が残,{/:している。外llli全体及び11象蛉部の内10iに炭

化物が付桁しているため明確ではないが、全体に）ifさを行なった精製」：器である11T能性がある。

壺 (107・111~127)114はほぼ完形 (.'J.¥色附研系jこ器か？）である。つくりは利いが潟松は

比較的T亨で外面全体にヘラ庖きが人りその後ナデ消している。また、 11;点部に吊りnrm
と杉えられる2カ所の穿孔がμられるが、これば焼成・1前に穿孔されている。頸部に哨t赤色紺i

＂が見られた 。107・111・112・116・117・123・125は口松部から,i祁にかけて残存するものである。

ここでは口緑部の形態によって3帷類に大別できる。II絃部が）くさく外J又するもの111・112・

125. 11舷端部が~,綽状になるもの117・123、外反気味にii.ちI・.がるもの116である。いずれも

つくりは比較的p;.:でほとんどのものが口緑部1勺1(1jもしくは外面全体、または内外面ともにヘ

7 Jfjき潟物が行なわれている。116については），1部の沈線部分に赤色倍i料と衿えられるものが一

部に見られた。113・115・124・126は類部からh/部にかけて残イ／：しており、 tが府ははとんどのも

のが比較的癌く1平なつくりとなっている。118・119・120・121・122・127は1氏祁である。ここで

は2種類に大別でさる。裾広がりのもの118・119・120・127、・1勺氏のもの121・122である。119は

底部が非常に薄く他のものと比較すると1/?.程度のI'/.みである。120はt.げ底気味である。

行―I,:(129)及面は一一部遇離し変色しているが、約下製である。！をさ1.7叩．糾0.6,,n・lL径

0.18cm・ 負さ0.8gである。

石製品 {130-145・148・149)130-145は打製石鐵である ここでは）駁部によって凹）!;130-

142・'J'碁143・突基144・145の3種類に分けられる。また、石材は!.l.¥t/U,製130・137・139・141、

安Illむ製131~136・138・140・142~145である。130は最大長l.85an・紋大糾1.3如 n・li.l:J,;.0.2汝m・

爪紐0.4gである。131は最大此4.5cm・lt.l:大幅2.()cm・/i.l:k/ilOAcm雨炊2.6gである 132はJ謡陥を）H!J 

欠損しており、紋大i乏2.3cm・残存船l.7cm・最大肛0.4cm・ili侃0.9gである。133は11.l:k 1*2.Son・itと大

船2.2cm・klJ.:.~t0.4cm煎屈1.3gである。 134は光燐部を部欠mしている。 残frlf2.&m · kと大幅

2.0叩・liと大胆0.4cm・重屈1.5gである。135は最大艮3.0cm・最大船2.2cm・li.l:k. 形0.45cm・{(i,t3.0gであ

る。 1 36は先溢部を欠祖している。 残{.?~2.Jcm·ltV濱船·1.9cm · 妓 J,;.f•/.0.4cm ・ ifi!,tl.lgである。 137

は舷人:l4'2.05cm・4.l: 大鉗1.6cm・11.l:kl'/.0.45cm・ 項店0.9gである。138は蚊人1と2.lt11i-lt.l:J.:.射，11.&m・lrと

火9以0.35cm・政J,kLOgである。139は先濡部及び基部に →部を欠mしている"J~{r'. 長2.Ck-m・残{1科
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1.4cm最大財0.4cm・,T{;,it.2gである。140は陥部の片1l11を一部欠Illする。最大ra1an・残存幅

l.4an ・設大Jll-0.-1cm · "ifC批0.5gである• 141 は）占部を一部欠捐する。 残+i-1~2.lcm ・ 残イ／：輻1.1cm ・ 設）＜

f'/.0275cm・ 頂1,!0.Sgである。142は先9』を一部欠拍する。残{i=長3.1cm・紋大幅2.0cm・舷）,l!/.0.5cm・ 

直Jil:2.6gである。143は政大艮3.2cm・位大幅2.0匹 • 最大/fl.0.4cm ·頂：il:l.7gである。144は残存長

4.9cm・11! 大輻）．知・政大lf/.0.6cm・ili憚 3.8gである。145は残存尉.5cm・h:C大幅J.7cm・hと大l'/.0.&m・項

屈6.0gである。144・145とも先沿部を一部欠損する。

148は柱状Jヤ刃石斧 （イ・;竪） の 舟部と考えられる。 刃祁を欠mしており 、 残{H~57cm ・ 紋大幅

3.Scm・liと大lf/0.9cm・!T{:iit58.2gである。表面にIi色の付りri物 （イ,JI(分か？）があるためl,材は不明

である。149は砥石で、残＃艮12.s1Scm-m 伐,114.(畑 ・残(fl'/.9.5cm・lT(:,tJ9C紐である。一面のみ

使m面が確認できており、ほかは欠祖もLくはよ使用面である。ィi材は化尚沿である。
土製品 (150・151)150は松円形の土台に更に粘土を貼f.tけて作られている。下方に11/i付け板

が残る。1道の欠損は大きいものの、残什部分については前1面にはT京なナデ胡整.1'rlfliには

ハケメ瀾整がされており表t/1等は描かれていないがI:偶の可能性が考えられる。艮径6.3an・短径

5.3cm紋大似1.55cmである。151は」：製紡錘JI(である。一次 /At[品ではなく即IIに作られたもの

である。最大径6.lcm・:/L径0.7おn・最大)f/.l.85cm・屯益51.5gである。

木製品 (152)..I: 下を欠損しているため明確ではないが、竪杵の・部と考えられる。残存長

7.05cm・ 最大輻5.45cm・政大/!l-5.0Scmであり、面収りされており）11](痕がIJJ瞭に残る。

N まとめ
1逍1f:地lヌ内はint青柑度が非前に薄く、遺情と9貨実に認定でさるのは、 SD002溝状辺情の

みである。i倅l'I体の残りはあまり良くないが、埋上中のほか溝底より深鉢 ・汲鉢 ・壺等が/JU:

している。この他にはinllllではないが、 D・E・F・ G各グリットにおいて段状の沿ちが見ら

れることである。 これは、 n然な段裕ちとは衿えにくく、少なくとも•部については人J:的な

手がJJIIえられているようである。それはFig.5のt培図に見られるように附段状の俗ちであり、

D・Eグリットの七クション(,t近1こ杭と板を糾み合わせた杭列が存在することある。また、こ

の周辺では遺物が多<IU L: しており、包含培はこの附段部分から市の俗ち部へ向かい遺物が集

中する。グリ ット内の遺物の出 t・.状況は、 C-2・3-F-3グリ ットにかけて集中が見られ

る。これは段裕ちにほぽ対応している，遺物は破片が大'I'-を占めており、上器全体がわかるも

のはほとんど11¥-tしておらず．これらのことから介但1の潟1cにおいて11¥i:したi:器は投菜され

たものと考えられる。拡張区内の遠物till:状況については、 IllI: 範訓が限定されており、C-・

Fグリットに向かい増加する傾向にある。これも段沿ちにほぱ対応するものである。Bグリ ッ

トの拡張区では全</1¥tしていない．

逍物については、土器類は深t卜が財本であり全体の約8割を占めている。次いで浅体 ，壺の紺i
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に絞くが、大半が破片であるため細かい分類は誰しい。 石器は製品は少ないものの黙燿石 • 安

Illむの小片が比較的多く Ill土している。 その他の遺物については rm • ;n物」の項でも概~L

たように、土製品2点 ・木製品は1点 (+,t.板は除く）である。ここでは深鉢について必師森

池跡内の分類を行なってみた。

深鉢の分類は、形態・突帝の位閥、突帯の植類、刻目の種類の3瑣目について行なった。

・形態及び突術の位沢

A類=lil滞のliil~li が強く、口粒祁は外反する。 突帝はI.I緑部よりやや下がったIv.船と/j'J部

に付く。

B類＝＂部の lul曲は緩く、口粒部は直線的に内傾する。突術は[I緑部よりややドがり気味

の位地と1,1部に付く。

c類=Id部の屈rlhはほとんどなく、 n粒部は内而する。突情は,_,絃溢部及びr,:1部に付く。

D類=!,/部にJttillllはなく、 17絃部は外傾気味に直線的に開く。突術は11縁端部及び1i1部に

付く。

E類=ft.J部に屈曲はなく、口粒端部は内傾気味である。突術はn舷沿部のみに付く。
・突術の断面形態

1類＝断面三角形 ll,t[=断面カマポコ咽

I Ji=断面長いカマポコ型 2頬＝断面つまみIllし咽（指頭痕イi)
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．刻みLI

a 1類＝大形・Pl-楕lり形 a 2類=11ヽ形.l'l形

b類=k形 ・災形 c類＝細い刻み

l・.Jt! の分類をもとに、 F記の火を作成した。

浅鉢 ．壺に就いては他H本数が少ないため、分類には苓っていないが、これらの・I:器は作りが

比較的J家であり、ほとんどのものにミガキもしくはTl¥なナデによ り整形されている。

渫師森辺跡出」：.t. 器の特徴として、深鉢 ・浅鉢 ．壺のいずれのJ:?.いも胎 I:はほぼ同じで、砂粒

のはかに角閃石 ・1'..1'1}flt・.'l.¥箕紺等の鉱物を含んでいる。この他、多くの深鉢 ・浅鉢の内外面

に炭化物（煤？）の付がtが見られる。

これらの検出ii'!構及ぴ/Ill:遺物から、薬師森遺跡は縄文晩期木からは弥生時代初頭の遺跡であ

ると考えられ。現在のところ付明海沿岸におけるこの時期の遺跡としては、襟高約2.5mで紋も

低地の遺跡である。

A I Al¥' BI B ll sm, Cl en DI on DIii, ED 

62 ., 
67 46 45 

:l:I 

36・37 38・39 5<1 49 
b 

56 

51・53 48・58 52・55 50 40・44 41・42 iO 48 

C 
60・61 57・59 63・65 43・64 

66・69 

71 

Tab.I 弧面森il'llが深鉢分類よ ※n-14については附部のみである。
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外：良¥,(-'収 N !Ti00.7078 S-48 

9-49 14約CD,23 ， l Att●•鰤墨．.t:Ull．flfl、'1. fi書員 ll>t墓と嗣ltlにぷい貨ほ
$-49 /illi(!!!,¥l'li 深体

(7.7) 
灰`貨褐 n 910021'13 

9-50 • 
|ば●属：に叫001':l僭. UN戴：四 I',, "': "'"'ー!"凶l.l色lll 巴1690 (4.4) FL 91岬 i98-50 深鉢

9-51 ， ~Ii. llll! 覆，1111昌，MU度§
lf>II F-3 (5.5) 貨灰色-!ll色 ti' 9叫細8-51 深i, nlli. , "惰I

9-5i • 咄員,ff!l~II•.り..ll'H!l "11':1,"＂; ~ぷら ヽ~•~!le 1471 (.1.3) 仔 97螂 II
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1鳥勺（外'、・'"外創'"直紅"L/Jl"j)ナftJrllllrM'た4.l'l ? l 
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第 3 章自 然科学分析

ー佐賀県、薬師森追跡一

株式会社古閑境研究所



佐質県、薬師森追跡における植物珪酸体分析

株式会社 占~!が研究所

I. はじめに

梢物珪酸体は．梢物の細胞内にガラスの主成分である珪酸(SiO,)がiifltしたものであり｀梢物

がかれたあとも微化:i:,(プラントオバール）となって t:壌中に1勺k久的に残っている。机物珪

酸休分析は、この微化fiを遺％上壌やt器胎 Kなどから検出する）i法であり、イネをはじめと

するイネH栽培梢物の同定および古h佃生 ・古環境の推定などに応川されている （杉山、 1987)。

2. 拭料

瀾介地•,慧は 、 A 地，•.'((C-2グリッド）. B地、•\(E·F-2 ·3グリ ッ ド）、 C 地点(G-2グリッド）、 D 地

沢 [.Jグリ ッド）、 E地点(S0002)、F地点(C・D拡張lス）、の5地点である。分析試科は．縄文

時代晩柑l末～弥生時代前期の渭物a含析を中心に計20点が採収された。また、これらのM準み

からIIJI:した21点のl:器片（胎 l:Jについても分析を行った。試科採取箇所を分析結果1刃＼こ示

す。

3. 分析法

植物詐酸体の抽Illと定点は、プラントオバール定埜分析法 （藤原、 1976)をもとに、次の手

順で行った。なお、 I: 器についてはコア （中心部分）を抽I.IIして超秤波でi距‘（,し、 24時Ill!水没

の後にメノウ乳鉢をmいて細粒化したものを試料として川いた。
I)試料を105℃で24時fill屹媒 （絶牝）

2)試料約lgに対して直径約401,rnのガラスピーズを約0.02gi.fiJJII

(11.t子分析J<.!f-1こより0.1mgの精度でm,t>
3)電気炉灰化法 (5.50℃ . 6時Ill!)による脱有機物処理

4)超音波水,,.. 照射 （灰 W・ 心KHz・10分fill)による分散

5)沈底法によるZOμm以下の微粒f-除K

6)封人剤 （オイキット）中に分散してプレパラー ト作成

7)検泣 ．，汁数

同定は、イ ネ科梢物の懐動細胞に山来する1州物珪酸体をおもな対象とし、 40011'1の(j;j光頻伝鋭

ドで行った。JJ-数は、ガラスピーズ個数が400以Kになるまで行った。これははぽプレバラート

1枚分の精在に相．、りする。試科lgあたりのガラスピーズ関数に、計数された植物flt酸体とガラ

スピーズ1111数の比•t遠をかけて、試科lg中の植物珪酸体関数を求めた。
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また．おもな分類群についてはこの佑に試料の仮比項と各植物の換j):係数 （機動細胞珪酸体

1憫あたりの梢物体位取単位 ：JO'g)をかけて、単位面積で層l'/.Janあたり(1)11(物体生絞枯

を打出した。 イネ （赤米）の換9孫数は2糾、ヒエ~ (とエ） は8.40、ヨシ属 （ヨシ） は6.31 、

ススキ属 （ススキ）は124、メダケ節は1.16、ネザサ節は0.48、クマザサ属 （チシマザサ節 ・チ

マキザサ節）は0.75である。

4, 分析結果

分析拭科から検Ill された植物珪酸体の分類詳は以Fのとおりである。 これらの分~i詳につい

て定益を行い、その結朱を表l、2および因 l、21こ示した。主災な分類詳について顕微鏡＇が

真を示す。

〔イネ科〕

機動細胞由米： イネ、 I::エ属烈、キピ族型、モロコシ属別、ヨシ属、ススキ属烈 （ススキ属

など）、ウシクサ族利、ウシクサ族JI'!(大割）、シパ屈、マコモ属

頴の表皮細胞Ill米 ：イネ

（イネ科ータケ亜科〕

恨動細胞!11来 ：メ ダケ節型 （メダケ属メダケ簡 ・リュウキュウチク節、ヤダケ属）．ネザサ節

型 （おもにメダケ属ネザサ節）、クマザサ屈型 （チシマザサ節や1・マキザサ節など）、 ミヤコザ

サ節籾 （おもにクマザサ屈ミヤコザサ簡）` 未分類等

〔イネ朴ーその他）

表皮毛起源、棒状珪酸体 （おもに結合組織細胞由来）、栓部起源、未分類等

〔樹木〕

クスノキ科、マンサク科 （イスノキ屈）、その他

5'考察

IL湘ii乍跡の検討

水m跡 （稲作跡）の検証ゃ探究を行う場合、 一般にイネの植物珪酸体が試料 lgあたりおよそ

5妖碑以J:と？ぷい密度で検出された場合に、そこで稲作が行われていた,cf能性が高いと判断し

ている。また、その培にイネの密度のビークが認められれば、上培から後代のものが況入した

危険性は考えにくくなり，その肘で稲作が行われていたc,f能性はより確実なものとなる。以上

の判断）駐性にもとづいて稲作の可能性について検討を行った。

A地点-r-地点では書純文時代晩）月末～弥生時代前期の遺物包含村を中心に採取された20拭

について分析を行った。その結米、 A地点の6Ji? (試料 5 ) 、 B 地点の 3~ (試料 6) 、 4 附
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（試料10)、4'層 （試料12)、9層 （試料14)、JO.I:り（試科15)、E地点の2層 （試料3、4)、F地

点の2層 （拭科25)、3層 （試料切、 28)、4層 （試料29)からイネが検Illされた。このうち、

F地点の2喝 （拭料25、縄文時代晩期末-)では密度が7.400個/g、B地点の9層 （試科14、炭

化物枇）でも6,500個/gと高い値である。したがって、これらの層準では稲作が行われていた可

能性がfぷいと考えられる。

A地点の6層 （試科5)、B地点の3層 （試科6、弥生時代前期～）、4'層 （試科12、縄文時

代晩期末～弥生峙代初頭）. 10附 （試科15)では、密度が3.IXX>個/g前後と比較的低い値である。

また、その他の層準では密度が].!XX)個/g前後と低い値である。ィネの密度が低い原因としては、

I)稲作が行われていた期間が短かったこと、 2)洪水などによって耕作士が流Illしたこと、

3)土層の堆積速度が速かったこと、 4)稲凝が絣作地以外に持ち出されていたこと、 5)採

取地点が畦畔など耕作面以外であったことなどが考えられるが、ここでの原因は不明である。

本遺跡から出土した土器 （胎土）では、縄文時代晩期末～弥生時代前期とされる21試料につ

いて分析を行った。その結栄、イネはいずれの試料からも検出されなかった。

{2)稲籾の生産総杖の推定

稲作が行われていた可能性が高いと判断されたF地点の2層について、そこで生苑された稲

籾の総黛を符出した (~財を10cmと仮定）。 その結果、面積!OIi(1.CXXlm')あたり7、600kgと”出

された。当時の稲籾の年間生苑汰を面積JOaあたりJOO迎とすると、同層ではおよそ76年間にわ

たって稲作が営まれていたことになる。ただし、これらの値は収穫が徳刈りで行われ、稲わら

すがすぺて水田内に還元されたと仮定して打出しているため、収穫が株刈りで行われて稲わら

が床根材や家畜の飼科などとして水田から持ち出された湯合、あるいは堆肥などと して水出内

に還元されていた場合は、その招合に応じて修正を行う必要がある。

(3)イネ科栽培植物の検討

植物珪酸体分析で1叱1定される分類群のうち栽培植物が含まれるものには、イネ以外にもオオ

ムギ族 （ムギ類が含まれる）、ヒエ属型 （ヒエが含まれる）、エノコログサ属烈 （アワが含まれ

る）、ジュズダマ属 （ハトムギが含まれる）、オヒシパ屈 （シコクビエが含まれる）、モロコシ属

型などがある。このうち、本遺跡の試料からは、ヒエ属型、モロコシ属型、ジュズダマ属型が

検出された。以下に各分類辟ごとに栽培の可能性について考察する。

I)ヒエ紙型

ヒエ属型は、 B地点のが 屈 （試科12、縄文時代晩期末～弥生時代初頭）から検出された。ヒ
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エ属型には枚培種のヒエの他にイヌピエなどの野生植が含まれるが、現時点ではこれらを明確

に絨別するには至っていない （杉Lllはか、 1988)。また、密度も800個/gと低い領であることか

ら、ここで1::エが栽培されていた可能性は考えにくい。

2)モロコシ属型

モロコシ屈型は.E地点(SD002)の1層 （試料2、縄文時代晩期末）と2層 （試料3、縄文時代

晩期末）から検出された。モロコシ属型にはモロコシガヤなどの野生種のほかにモロコシなど

の栽培種が含まれるが、現時点では植物珪酸体の形態からこれらを識別するには至っていない。

また、密度も700~1.500儀/gと低いことから、ここでモロコシなどが栽培されていた可能性は

考えにくい．

3)ジュズダマ屈型

ジュズダマ属型は、 A・B-2・3グリッドの4-SIMから1.1!;1:した土器の胎土（試料2)から

検出された。ジュズダマ属型には食用や渫用となるハトムギが含まれるが、現時点では栽培植

と!l!f,;i.のジュズダマとを完全に識別するには至っていない。また｀密度も800個/gと低い俯で

あることから、ここでハトムギが栽培されていた可能性は考えにくい。

4)その他

イネ科栽培植物の,,,には未検討のものもあるため、その他の分類群の中にも栽培植に由来す

るものが含まれている可能性が考えられる。キピ族烈にはヒエ属やエノコログサ属に近似した

ものが含まれており、ウシクサ族型 （大型）の中にはサトウキピ属に近似したものが含まれて

いる。これらの分類群の給源植物の究明については今後の謀題としたい。

(、1)植生・環挽の推定

l)A~P地点

上記以外の分類群では、ほとんどの試料で椋状珪酸体や海総什針が多泣に検出され、ヨシ属、

ススキ属逍、ウシクサ族型、ネザサ節型なども検出された。おもな分類群の推定生産品による

と、多くの試料でヨシ属が優勢となっていることが分かる。

以上のことから、純文時代晩期宋～弥生時代前期とされる遺物包含恩の堆積当時は、おもに

ヨシ駈などが成rrするi~地的な環境であったと考えられ、周辺などではススキ属やチガヤ屈、

ネザサ節なども見られたものと推定される。また、海綿動物に由来する海綿付針が多品に検tt,I

されることから、何らかの形で海の影響を受けていた可能性が考えられる。
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2) J:. 器 （胎 I:)

分析を行った試科］～拭科22のt器のうち、試料14と試料15ではイネ.P.rnタイプや倅状珪酸

佐イネ科 (A<分類等）が比較的に多く検出され、ヨシ属やウシクサ族庖なども検出された。

イ ネ科 B タイプの給i原植物は和月であるが、 i尼~¾'iなどの湿地性堆積物から一般的に検出され

ている。試科4、試料5、試科16でもおおむね同様の結呆であるが、イネ科Bタイプは比較的少

炊である。その他の土器では、植物珪酸体はあま I)検出されなかった。おもな分煩群の推,i.:生

苑試によると、試料4.5、10• .14、15ではヨシ属が優勢となっていることが分かる。

以上のことから、 C・ 0-2・3グリッドの4恥-5層から出土した上器 （試料4、5)、F-3グリッ

ドの 41(,1下部- s~から111土した上器 （試料j,j、15)、E-2・3グリッドの41(1-5'.-1から出 Kし

た上．器 （試料）0)は、ヨシ属やイネ科Bタイ プなどが生存する湿地の土壌が主なぷ材となって

いるものと推定される。その他の I:器では、帷物珪酸体があま I)検Illされないことから、有機

物をあまり含まない地11.Jl¥'lなどがtなぷ材となっている可能性が考えられる。

6. まとめ

分析の結米、縄文時代晩JUI末一弥生昨代前期とされる遺物包含層からは、祁分((.JIこイネの杭

物珪酸体が多屈1こ検出され．稲作が行われていた可能性が高いと判断された。当時の辺跡周辺

は、ヨシ抵などが生甘する湿地的な環境であったと考えられ｀そこを利mして潟脊区の ・部で
水田稲作が行われていたものと推定される。
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坊所三本松遺跡
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下,,,杖遺跡
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